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本書は、二〇一八年にカクヨムで実施された

「第４回カクヨムＷｅｂ小説コンテスト　異世界ファンタジー部門」で大賞を受賞した「彼は鍛冶屋で異世界を平穏に暮らしたい」を改題、加筆修正したものです。












プロローグ　勇者と魔王






　魔族の支配する魔界の最深部にその城はある。それはもちろん魔族の王、魔王の城。その更に一番奥、つまるところ魔王の玉座の間にて、二人は対たい峙じしている。




　片や、やや細身なれども芯の強さを窺うかがわせる眉目秀麗な青年。白銀の甲かつ冑ちゆうを着込んでおり、その手にはやはり白銀の長剣を構えている。世に言うところの〝勇者〟と呼ばれる存在である。

　もう一方は容姿端麗な婦人であるが、その頭には羊のような角が生えており、禍まが々まがしい雰囲気のローブを纏まとっていた。手には黒い剣身の細剣。こちらはこの城の主あるじ、魔王その人である。




　二人は一言も言葉を交わすことなく、剣を合わせる。勢いよく振りかぶり切りかかった勇者の剣を、魔王は躱かわさずに剣で受け止める。

　並の剣であれば剣ごと真っ二つになっていたであろう、と思わせるほどに力強い一撃。勇者の剣と比較して魔王の剣はかなり細身だが、その剣身の太さの違いを感じさせることもなく、魔王の剣は耐える。

　二人は飛とび退しさり、再び剣を合わせる。今度は魔王の突きを勇者が剣身の横腹で受け止める。

　並の剣であれば、剣身ごと貫かれていた、と思わせるほどにその突きは鋭い。しかし、勇者の剣はやすやすと受け止めている。

　何度か剣を合わせていくが、両名とも自分の得物を信頼しきった動きである。そうしているうち、二人の顔には困惑の色が浮かび始める。互いの立場を考えれば、その得物がともすれば神代より伝わる特級品であろうことは想定済みではあった。

　だが、逆に言えばそれだけの業物同士でこれだけ打ち合って耐久できるのはあまりにもおかしい。完全に限度を超えている。

　その困惑は互いに伝わり、やがてどちらからともなく剣を下ろす。

「魔王よ、今更ながらつかぬことを聞く」

「うむ、よい。勇者よ、それはおそらく我も聞きたいことであるゆえ」

「では、問おう。その剣を打ったのは誰だ」

「やはりか。我もその剣を打ったのが誰かを知りたい」

「ではやはり？」

「うむ、お主の想像している人物で間違いない。あの偏屈な鍛冶屋の手になる作だ」

　そう言うと、魔王は剣を鞘さやに収め、その柄つか頭がしらを勇者に向けた。そこには太めの猫が座る姿が刻印されている。

「やはりそうか、あのオッさんめ……」

　勇者もそう言いながら、鞘に収めた自分の剣の柄頭を魔王に向けた。そこには、魔王のものと同じ刻印が施されている。

　魔王はそれを見て、深いため息をつく。

「おそらくこうなることを見越して、双方に対して剣を打ったのであろうよ。全く食えぬ輩やからよな」

「これ以上やりあうのは全くの無駄だな」

「うむ。どちらかの体力が尽きれば、ということではあるが……」

「これまでで分かった。アンタと俺じゃ互角だ」

「で、あろうな。それでどちらかが勝利を得たとしても、その後、疲れ果てたほうが討ち取られる。意味はなかろう」

「では、答えは一つだな」

「相分かった。少なくとも我かお主の代では休戦することを誓おう」

「あのオヤジにも伝えておくが、いいな？」

「うむ。アレに伝えて互いに不興を買わぬようにするのが、最大の抑止となろう。どちらかがあの堅物の気を害して、相手側に肩入れされるのが一番困るからな。構わぬ」

「では、そのようにさせてもらう。何かで会うこともあるだろうが、それまではさらばだ」

「承知した。さて、我も触れを出す準備をせねばな……」

　そうして二人は互いに反対側を向いてその場を去る。最初に対峙した時の張り詰めた空気が、遠い過去の出来事であるかのように消え去った中、何もかもが対照的な二人は、同じ微笑ほほえみで同じ人物の顔を思い浮かべている。

　一見するとなんということのない、幾らかの歳としを重ねた男の顔を。








１章　異世界生活のはじまり






　目を覚ますと抜けるような青い空が見えた。俺は仰あお向むけに寝転んでいる。

　身体からだを起こして周りを見ればそこには鬱うつ蒼そうとした森が広がっている。その中で開けた広場のようなところに寝転んでいたようだ。

　パッと見た限りでは日本と何ら変わらない森。しかし、俺はここが日本どころか、そもそも地球上ですらなく、さらに言えばもうあの元いた世界でもないことを知っている。




　ここは、異世界だ。





◇　◇　◇






　プログラマーの仕事をしていた俺は、ギリギリの納期に間に合わせるため、毎日残業を繰り返し、土日も祝日も何のそので働いていた。

　その日も長い残業を終えて深夜十二時テツペンを回ってから会社を出て帰ろうとしていたのだが、この話はその帰り道にフラフラと歩く野良猫を見つけたところから始まる。

　その野良猫に負けず劣らずフラフラと歩きながら駅に向かっていた俺は、その猫が道路のど真ん中へ足下がおぼつかない様子のまま向かっていくのを見てしまった。

　その向こうからはトラック。不注意なのか居眠りか、はたまたスマホでも触っているのか、全く減速する気配はなく、少なくとも猫に気がついている様子はない。自分でもよく分かってはいないがよほど疲れていたのだろう。

　それを見た瞬間に俺は猫に向かって走っていた。

　俺が猫に近づくにつれ、トラックも猫に近づいていく。これは純然たる競争だ。俺とトラックのどちらが先に猫に到達できるか。速さで言えば当然トラックの圧倒的勝利だが、距離で言えば俺のほうがかなり近い。

　しかし、ある程度まで近づいたのに届かない場合はトラックの一人勝ち（どういう意味の勝ちなのかは一旦置いといて）である。

　俺と猫の間がドンドン縮まり、そして俺の手が猫の胴体をひっつかんで放り投げた。その直後、ドン、という音と衝撃を纏まといながら俺の身体は宙を舞い、薄れゆく意識の中で、火事場の馬鹿力ってあるんだなぁと的はずれなことを考えた。





◇　◇　◇






　どれくらい時間が経たったのかは分からない。俺はふと気がついた。目を覚ました、でないのは、そこが真っ白な空間で、俺の身体も何も見えなかったからだ。

　意識が何かを認識しているのは確かだが、これは果たして「起きている」と言えるのかはかなり怪しい。意識がはっきりしているとも言えるし、朦もう朧ろうとしているとも言える、そんな曖昧な状態だ。

　そこに語りかけてくる〝声〟があった。かなり若い女の声だ。

「やあ、目を覚ましたかい？」

「この状態をそう呼べるのならそうだな。起きてるよ」

　俺は端的に事実だけを答えた。この〝声〟でのやり取りも、明確に音波が耳に届いて「聞こえている」ということではないし、逆に俺も肺から空気を送り出し、声帯を震わせて音波を発しているわけではない。

　この感覚を表現するなら、テレパシーかも知れない。誰かが自分に対して、そういった意思の疎通を図ろうとしていることが感じ取れる、逆に俺は誰かに向かって意思の疎通を図ろうとしている、という非常に迂う遠えんなイメージでの〝会話〟だった。

「とりあえず魂に欠損はないようだね。本来、魂の保存はボクの権能で許される範囲を少しだけ超えてしまっているんだ」

「ふむ。言っている意味がよく分からんな」

「まぁ、簡単に言えば、キミは〝あの世界では〟死んでしまった。普通、あの世界に限らず、どの世界でも死んでしまった人間の魂は一度分解されて、新たにリソースとして蓄積される。そうだね、キミのやっていた仕事風に言えば、確保していたメモリが解放されるようなものさ。で、ボクはそのメモリを解放されないようにロックをかけたんだけど、これは本来ボクの権限でやっていいことではない、ってこと」

「なるほど、状態そのものは分かった。で、これからどうしようって言うんだ？」

　俺は不思議と落ち着いていた。「お前は死んだ」という非常に重要なことをさらりと宣言されたにもかかわらずだ。

「良かった、落ち着いているね。大変申しわけないんだけど、今はキミの認識を少しいじって、死に対する恐怖を一時的に希薄にさせてもらっている。そうしないとキミの魂が壊れてしまう──さっきの喩たとえで言えば、本来は解放されているべき、と気がついてしまったメモリはガーベジコレクタよろしく自らを解放してしまうからね。そうなれば当然その中のデータは消し飛んでしまい──キミという概念は肉体も魂も消滅してしまう」

「ふーむ。それも今は冷静に理解できる」

「うん。ありがとう。それで、キミはこうなる前に野良猫を助けたね？」

「ああ。それは間違いない。俺は猫が好きだからな」

　齢よわいは四十をいくばくか過ぎ、しょっちゅう職務質問を受ける外見の俺であるが、可愛かわいい動物は好きで、猫は特に大好きだった。

　それと連日連夜の激務、寄る年波で落ちた体力、それに伴って限界以下まで落ちた思考能力、これら全てが（完全に間違った方向にではあるが）奇跡的に嚙かみ合ってしまった結果、俺自身にああいった行動を取らせたのだろう。

　それは突き詰めれば「猫が好きだから」というただその一点の理由に尽きるのだ。

「結論から言えば、アレはボクで、ボクは〝世界を見張るものウオツチドツグ〟なんだ。と言っても分からないだろうね。並行世界、という概念について聞いたことがあるかな」

「ある。ＳＦやらファンタジーやら、そういった作品には結構触れてきたからな」

「なるほど。それなら少しは話が早いか。ボクはその並行世界を渡り歩いて、他の並行世界に悪影響を及ぼすようなものがないかを見張る、というのが役目なのさ」

　そう言う声（ではないが）からは少し自慢げな様子が窺うかがえた。まぁ確かにそのような役目はよほどの人物でなくては務まるまい。

「へぇ、結構偉いんだな」

　俺は素直に褒めた。

「ま、とは言ってもピンキリで、ボクはキリの方から数えたほうが早いんだけどね」

　どうやら褒めて損したようだ。

「でも、余人に務まるような役目でないことは分かって欲しいかな。並行世界への影響の兆候を見逃して、実際に手を打てる段階を超えちゃったら大変だからね。実際に手を出すのはボクの領分じゃないんだけど、まぁ、ボクの役目が分かったところで、解説に戻ろう」




　居住まいを正し（たように感じ）、彼女（らしき気配）は言葉を続ける。

「キミのいた世界ではボクは猫の姿でその〝見張り〟の役目を続けていた。そこでドジって死にかけたところをキミが助けてくれたというわけだ。ついでに言っておくと、ここはボクたちみたいなのが使っていいことになっている、世界と世界のスキマだよ」

「世界を見張るような役目のやつが、トラックにはねられたくらいで死ぬのか？」

　俺は素朴に思ったことを聞いてみた。そんな重要な役目のやつが普通の生物と何ら変わらない、というのはシステムとしては非常に大きな脆ぜい弱じやく性せいに思える。

「それについては、〝死ぬ〟のはあくまであの世界におけるボクの仮の肉体だけで、魂はずっと生き続けるよ。仮の肉体はあの世界において普通の生物の姿を取るし、物理強度もそれに準ずる。そうしないとやたら物理強度の高い生物として記録されかねないからね。で、ボクの仮の肉体が死んだところで世界に直接の影響はほとんどない。ただ、新しい肉体にするまでは世界の観測ができないから、とても困ったことになるし、キミの場合は肉体が死んでも、それはそれでちょっとした問題が発生するんだよ」

　問題ねぇ。俺としては死んでしまった時点でこれ以上困ったこともないんだが。

「さっきまで話していた並行世界との兼ね合いだ。キミは並行世界には微妙な差異しかない世界もいくつも存在している、と思っているかい？」

「ああ。少なくとも俺の知識、と言うか、読んだり遊んだりしてきた作品ではそうだった」

「例えば、キミが〝今日はちょっと飲んで帰るか〟と思い、そうした結果、帰る時間にちょうど電車が遅れて家に帰るのがひどく遅くなってしまった、という世界と、〝いや、やはり家にはまっすぐ帰ろう〟と帰った結果、電車の遅延に巻き込まれずに済んだ世界に分岐している、ということだね」

「そうだな」

「端的に言えば、世界はそうなってない。そんな細かな差異は世界には存在しない。もしキミが〝飲んで帰る〟と決断したなら、それは世界の調和としてそうなっているんだ。この場合、キミがまっすぐ家に帰ると決めて、電車の遅延に巻き込まれずに家に早く帰ってしまうことで、大なり小なり世界に問題が発生するんだろう。例えば早く帰って近所の夫婦喧げん嘩かを耳にして通報してしまうことで、そこの家庭の調和が乱れた結果、生まれてこない人物がいて、そうなると世界にとっての損害が発生する、とかね。〝歴史にifは存在しない〟というやつさ。本来の意味とは意味合いが異なってくるけれどもね」

　わかったような、わからないような説明だ。俺は黙ることで話の続きを促した。

「と、横道に逸それすぎたな。ともかく、世界はそうなっている。細かい分岐によって世界が枝分かれしない以上、〝この世界に似た世界のキミ〟はあくまでもキミ一人だ。他には存在しない。で、キミはあの時点で死ぬべきでは本来なかった。ボクを助けたせいだ。これは世界にとってイレギュラーとなるし、キミにとっても同じ話なのさ。もちろん、ボクにもね。三者三様にイレギュラーだったため、この世界にはキミの代わりを補ほ塡てんすることになった。あの世界として辻つじ褄つまを合わせるためには〝奇跡的に無傷で死ななかったことにする〟のが手っ取り早いのだけど、助けたのがボクで、ボクはキミが死んだところを観測してしまった。こうなると完全になかったことにするのは無理なんだよ。ボクは〝複数の世界の状態を監視して報告する〟のが仕事だから、見てしまったものは複数の世界に報告され記録されてしまう。そうなると、あの世界への影響はどうあれ、キミは一旦あの世界では〝死ぬ〟んだ」

　話の雲行きが怪しくなってきた気がする。

「だとすると？　手の打ちようがないように聞こえるが、そんな状態で俺の魂だけを保存した理由はなんなんだ？」

「うん、この世界にはキミの代わりを入れるとして、他の世界にキミの存在を入れ込むことになった」

「それはやっても大丈夫なのか？　今まで聞いてきた話を考えると相当にまずそうだが……」

「うーん、なんと言ったらいいのかな。あの世界ではキミがいない状態で、キミの代わりを入れるか作るかして、バランスを保っていくしかないんだけど、同じように誰かがいない代わりに、キミを入れ込む余地がある世界がいくつかある、というのが一番わかりやすいと思う。まぁ、ボクの担当している世界の中から選ぶ必要があるから、数は少ないけどね」

「つまり、〝存在の入れ替え〟のようなものを行う、と？」

「お、物わかりがいいね。助かるよ。そうだね、ものすごく簡単に纏めてしまうとそうなる。そうすれば元の世界では死んだ、という事実は変わらずに次の世界でもちゃんと存在し続けられるというわけさ」

「なるほどね。質問いいか？」

「どうぞどうぞ」

「俺を生かしたままにする理由はなんだ？」

「あー、うん。今から説明するのもそこでね。簡単に言えばボクのミスで、目の前で死ぬはずでない人が、一人死んでいくのは寝覚めが悪いってことかなぁ。あとはまぁ、世界同士の辻褄合わせだよ。そうするだけの理由がこちらにはある、とだけ今は思っておいて欲しい」

「ううむ、納得しているかと聞かれると微妙に納得はできないな。でも、どのみち選択肢もないんだろ？」

「そうだね。そこについては謝っておくよ。なので、キミには世界を選択する権利と、いくつかその世界で優遇──平たく言えばチートだね、を与えることができる。チートによって行き先の世界のバランスとか、他の世界のバランスが崩れることは基本的にはないから、安心して要望を言ってくれ」

「そうだな……」

　俺は考え込む。せっかくもらった二度目の人生だ、あんまり無駄にはしたくない。バランスが崩れることがない、ということはそんなに凄すごい能力がもらえたりはしないのだろう。そうなれば遠慮はいらないか。俺はそう思い、要望を口にした。

「俺は休日にプラモや手芸や、とにかくそういったモノを作るのを趣味にしていたから、ものを作って生活できる世界だといいな。だから、能力もそれに合わせたものにして欲しい。欲を言えばそこで自活できる能力も欲しいかな。あとはさっきチラッと話したが、猫が好きだから、可能なら猫を飼いたい。それでゆっくりと暮らせれば文句はない」

「ふむ……」

　今度は〝女の声〟のほうが考え込んでいるようだった。

「送れそうな世界を候補の中から考えると、送り先は剣と魔法の、いわゆるファンタジー世界になるがいいかい？」

「かまわない」

「それじゃあ、それに合わせた能力を与えることにするよ。ものを作ると言ってもいろいろあるけど、希望は？」

「刀鍛冶とかに興味があったな」

「じゃあ、鋳い掛かけ屋じゃなくて鍛冶屋を最優先……と。余っているリソースは言語と生産系を優先的に、戦闘とかその他諸もろ々もろに回しておくよ。自衛もいるだろうからね。生活には必須じゃないから、魔法の方は最低限にしておくけどいいかい？」

「ああ、それでいい」

「あとは……年齢はどうする？　別に何歳であっても大丈夫にはするから、好きな年齢を言ってくれたまえ。それこそ十代から、あんまり選ばないとは思うけど七十歳代でも問題ないよ」

「ううーん。別にそんなに若いことに魅力は感じないからな……」

　とは言え、それなりに長く第二の人生を歩みたいものである。長いのか短いのかよくわからない時間考えて、出した結論は──。





◇　◇　◇






　年齢を声に伝えたあと、俺はゆっくりと意識を失った。そして次に目を覚まして、この森にいるというわけである。

　俺はそろそろと立ち上がった。心配していた立ちくらみはない。それが年齢が若返ったからかどうかは分からない。手を見てみるが、言った年齢かどうかは分からなかった。そもそも、ある程度の歳としになったからと言って、急に変わる部位でもない。

　ふぅ、と一息ついたとき、頭がズキッと痛んだ。

「これか……」

　意識を失う直前まで、女（らしき気配）は俺に説明を続けていた。その中の一つがこの頭痛だ。

『キミの存在が世界に馴な染じむ瞬間、頭痛がするかも知れない。それはキミに与えたスキルや知識や経験なんかをキミの脳と身体にマッチングさせている証拠だから、安心して欲しい』

　女はそう言っていた。

「大した能力じゃないんだろうから、もうちょっと加減してくれても良かったんじゃないか？」

　そうひとりごちながら辺りを見回す。特に目立つものはない。

『とりあえず住めて鍛冶ができるところは用意するよ。あと食べ物や材料なんかも少しね』

　とも女は言っていたが、さて、ここにはないのだろうか。わざわざ転移先から離れたところに用意しておく必要もなさそうなのだが、もし遠いところだったら厄介だな。最悪、探し当てられない可能性もある。

　俺は周囲を散策して探してみることにした。住居を構えるのなら、この広場が適していそうなのだが、今見たところでは何も存在しないので、別の場所にあるのだろうと思ったからだ。

　木々のそびえる中に入っていくと、木の香りがより一層強くなった。日差しが入ってこないのでかなり涼しい。時折、葉擦れとは違う音が木の枝からしている。何かの小動物だろうか。

　木々そのものは前の世界のものとあまり変わりないように見える。天を支える柱であるかのようにそびえる木の一本に触れてみる。ザラッとした感触が手に伝わってきた。

　触った感じでもやはり普通の木のようだ。別に木の精ドライアドが出てくることもないし。

　不意に近くの木の枝からガサッと音がした。そちらに目を凝らすと、緑色のリスみたいな小動物がこちらの様子を窺っている。毛の色が緑のリスがいるという話を前の世界で聞いたことはない。とすると、あのリス（？）はこの世界の動物だろう。

　それを見て俺はここが異世界である実感を持つことが出来た。だが、今その興奮をうっかり出すとあのリスを怯おびえさせてしまいそうだし、なかなか愛あい嬌きようのある可愛かわいい顔をしていても、もしかするとものすごく凶暴な生物である可能性もあれば、毒を持っている可能性だってある。

　なんせここは異世界だ。なので、そっと見守るだけにしておいた。

　さっきの頭痛のあと、俺の脳内にはすごい勢いでこの世界についての知識が流れ込んできている。言うなれば〝インストール〟といったところか。

　この知識があれば、この世界で最低限不審がられたりすることはなさそうではある。知らずに高貴な人に失礼なことをして斬首、なんてことになったらちょっと悲しすぎるもんな。

　問題は動物についてもなんとなくの知識はあるのだが、細かい知識がないことだ。さっきのリスがどういう生活をしているのかや、毒があるのかないのかなどはわからない。詳しい人でもいればいいのだが……。

　軽く周囲を散策してみたが、何もなかったので戻ってくると、俺の視界が大きなものを捉えた。確実に、来たときにはなかったものだ。

　なんとそこに小屋と呼ぶにはいささか大きすぎる建物があるのだ。ぱっと見にはおしゃれなログハウスにも見える。

「いったいなんなんだ……」

　女の説明からすればおそらくここに住め、ということなのだろう。さっきまでなかったのが、〝本当になかった〟のか、〝見えないようになっていた〟のかは分からない。状況を考えるといずれにせよ安全なのだろうとは思う。

　しかし、俺は慎重にその建物に近づく。貰もらった能力のせいだろうか、屋内に気配がないことがわかる。周囲からも少なくとも俺に対する敵意や警戒心といったものは感じられない。そろりと格子窓から中を覗のぞき込こむ。無人だ。

　念ねんの為ため、窓の下をかがみ込むようにしながら、自分の姿を屋内にさらさないように扉に向かう。扉にはシンプルな取っ手と鍵がついていて、回すようなノブはない。そっとその取っ手を引くと、抵抗なく扉が動いた。特に鍵はかかっていない。俺は開いた扉の隙間から中を窺うかがう。気配も匂いもない。とりあえずは安全そうだ。

　俺は普通に立つと、扉を開け放つ。その途端、くぐもった「カランコロン」という音が聞こえて、ギクリとして思わずしゃがみ込んだが、特になんの反応もない。ホッと胸をなでおろして中を見渡してみると、中は前の世界で昔にスキー旅行へ行ったときに泊まったコテージのようになっている。

　その時と違うのは二階がないことと、カウンターキッチンでなく、日本家屋で言うところの土間にあたるような場所にかまどと食器類が収納されている棚があり、キッチンはそこであるということだ。さらにその奥には扉がある。

　そこに紐ひもが伸びているのに気がついた。どうやらさっきのカランコロンという音は、あの扉の向こうから聞こえてきたらしい。




　扉を閉める（またカランコロンと音がした）と、〝閂かんぬき〟があるのに気がついたので、一旦それをかけて中に入ると、大きな部屋には結構な大きさのテーブルと椅子が数脚置いてある。

　上を見上げると、天井はかなり高い。鳴子のような物が見えるが、音のくぐもり方からしてもさっきのはアレが鳴ったのではないだろう。

　となると、アレを鳴らす何かが他にあるということだ。気にはなったが、一旦置いておいて見回すと、部屋の隅に扉が三つある。そのうちの一つを開けてみると、どうやらトイレのようである。

　さっき見たときに寝具が見当たらなかったから、残り二つのどれかが寝室なのだろう。

　俺はその片方の扉を開けてみる。そこそこ大きめの机と書棚のようなものがある。どうやら書斎だったようだ。

　もう一つの扉を開けて確認すると、予想通り、そちらは寝室である。そこそこ大きめのベッドと、サイドテーブル、小さな丸椅子が備えてあり、さながらビジネスホテルのようである。さて、次はいよいよ大本命だ。

『鍛冶ができるようにしておくよ』

　そう言っていたからには、それなりの設備が整っていることを期待したい。とは言っても、おそらくは長いこと一人で操業することになる（弟子をとったりするつもりも今のところはない）のだし、原料生産のための木炭高炉みたいなものを備え付けられても扱いに困るが、それなりの物が欲しいところだ。

　俺は期待半分、不安半分の心持ちで土間奥の扉を開けた。すると、そこには金床や鎚つちはもちろんのこと、るつぼを熱するための炉だけでなく、火床やレン炉のような製鉄炉も備え付けてある。おおよそ鉄（鋼）の武器と呼ばれるものは西洋剣も日本刀も、小さなもので言えば矢じりなんかも全てここで製作することができそうである。

　これらの道具や装置の使い方については、インストールで入ってきた知識でなんとなく分かる。確かにこれなら、あのひどい頭痛を受けたかいがあろうというものだ。鍛冶場には小さなカウンターが設けられていて、その向こうにちょっとしたスペースがあり、更にその向こうには外へと続いているらしい扉もあって、そこに大きな閂がかかっている。

「なるほど、営業はここで、ってことか」

　つまり、向こうは居住スペース、こちらは作業場兼販売所ということらしい。こちらの作業場にいる間に、もし居住スペースの扉の閂をかけ忘れていて、お客さんが来ても、こっちにある鳴子が鳴ってわかるという仕掛けのようだ。見ればこっちの扉には居住スペースにつながる紐が見える。こちらに来たときは向こうで鳴る、というわけで、地味にありがたい機能と言える。




　そうやって一通り室内を確認して、俺は居間に戻ってくる。まだ完全にはここで暮らしていくのだという実感はない。そうは言っても〝向こう〟に戻る方法は皆無なので、覚悟を決める必要はある。

　向こうでは天涯孤独で、死んだことになったとして、困るのは会社の上司くらいなものだ。まぁ、「代わりはいくらでもいる」を実践すればいいだけなのだし、困ってはいないかも知れないが。

　俺は頭を振って思考を追い払い、これからのことに集中することにする。その途端、腹が「グゥ」という音を鳴らして、食事を催促した。

　体は噓うそをつかないな。我が体ながら若干呆あきれてため息をつく。台所にはなにがしかの食料があるだろう。俺はドアの向こうの台所へと向かった。

　ドアを開いて、台所へ戻る。腹が減っているのだが、前の世界のように五分程度でぱっと食べられるような便利なものはないだろう。棚を見て、どんな食材があるかを確認する。豆と野菜（ほぼ根菜類）、燻くん製せいされたおそらくは豚の肉が収まっている。置いてある瓶かめを覗のぞくと、塩漬けになった、こちらもおそらくは豚の肉が入っていた。とりあえずはこれらを煮るなりして食べることにしよう。

　鍋はすでにかまどにかかっていたので、その鍋に大きな水瓶から小さな水瓶で水を移し、かまどに火をつける。火は自分で熾おこして薪まきにつけないといけないのかと思っていたのだが、ちょっとした魔法でかまどに火をつけることができた。

「おお、火がついた」

　チロチロと赤く輝くかまどの火を見て、俺は思わず感動をそのまま口に出していた。魔法が使えるってこういう感覚なのか。

　当然ながら、前の世界で味わうことが出来なかった感覚で実に新鮮だ。

　魔法、とは言ってもなにか複雑な詠唱が必要というわけではない。付近に漂う何か（インストールされた知識には詳細がなかった）を自分の身体を通してギュッと圧縮すると、指の先数センチあたりに高熱が発生する。イメージとしては断熱圧縮だろうか。シリンダーに綿を入れてピストンで一気に空気を圧縮するとポンと燃えるアレである。

　魔法の振り分けは最低限だ、と言っていたが、生活に便利なこの辺りは「最低限」に含めてくれていたようで、特に苦労なく使えてしまった。自分で火を熾すのもロマンではあるが、生活でとなると火打ち石を使うか、摩擦熱を利用するかしないといけなくて面倒だし、こういうのはありがたい。

　ただ、俺の使う魔法でも温度上昇を長時間維持し続けられるわけではないので、何にでも着火できるかというと、そうではないのだが。

　ふと気になったのは、火を簡単な、それこそ最低限と言われるほどの魔法で熾せるなら、冷蔵庫のようなものがあってもおかしくはなさそうなものだが、それが見当たらない。

　実際に野菜は乾燥させたものと、採れたてに見えるものが置いてあるだけだし、肉についても燻製と塩漬けしかない。冷蔵技術については特に発達はしていないか、あったとして相当な高級品で、こういうおそらくは人里から少し離れた感じの場所には、似つかわしくないものなのだろう。

　鍋に入れた水が沸騰して湯になったので、そこに切った塩漬け肉と野菜、豆を入れる。

　豆はレンズ豆のようなものと大豆のようなものがあったが、今回は大豆のようなものを入れることにする。木製のお玉でかき混ぜながら加熱を続ける。

　グラグラと煮える鍋を見ながら、これからの生活について考える。金はここで鍛冶をして稼ぐとしても、食料や調味料（当面は保存料と兼用である塩のみだろうと思う）、そして水の調達をどうするかだ。

　いきなり俺の作ったものが売れるかは分からない。それを考えれば、ここの食料が尽きる前に調達する方法を考えなければいけないことは間違いない。

　だとしても、今の時点では俺が目を覚ましたのが午前なのか午後なのかすらも分かっていない。今日探索を進めてしまうのは考え物だろう。

　なにせ俺はこの森がどれくらいの広さなのか分かっていないのだ。

　もしかしたら地理情報が頭にインストールされているかも知れないが、そもそもここがどこなのかが分かっていない。

　なるべくなら一番近い人里を見つけて、この森がどこにあるのか、どれくらい広いところなのか、どういう場所なのかを知りたい。そうしないとこのあと何十年か続く余生を過ごすには不安が大きすぎる。

　鍛冶屋であるからにはそのうちに来客もあるだろう──とは言え、いつになるのかは見当もつかない──し、その時に「ずっとこの森に一人で暮らしていた」というのはおかしすぎる。

　もし、この森が頻繁に人の入ってくるような場所なら、入ってきた人は突然現れたこの家を不審に思うだろうからだ。もし人里に出ることがあればその辺りも探りを入れないといけない。〝お引っ越し〟の直後だから仕方ないが、やることが満載だ。

　あれこれ考えているうちに、鍋が煮えた。棚から木製のお椀わんをとり、お玉で鍋のごった煮をよそう。悪い匂いではない。木のスプーンですくって口に運ぶ。想定を微み塵じんも越えない、塩漬け肉と根菜と豆を煮込んだスープの味だ。とは言え、別に不ま味ずいというわけではなく、普通に食べられる味である。

　これなら、そもそも食えずにジリジリと精神が削られていくということもそうそうないだろう。俺は同じ味が続いても平気な性質たちなのだ。味に飽きてきたらその時にまた考えればいい。




　スープを腹に入れて少し経たったがまだ日が沈む気配はない。木々の葉が邪魔になって直接はよく見えないが、午後だとしてもまだ結構日が高いようだし、身体の感覚も日が沈むまでは結構あると教えてくれているので、少し外を探索してみることにした。居住スペースに置いてあった剣けん鉈なたをとって腰につける。

　このときまでそれどころではなかったので今更気がついたが、今の俺は麻の服とズボンに、革のベストといういわゆる〝ＲＰＧの村人〟スタイルだ。この格好なら突然誰かに出くわしても特に不審がられることはないだろう。

　いやまあ、ここがとんでもなく辺へん鄙ぴな場所であった場合は、そもそもそんなところに人がいるのがおかしい、ということになってしまうわけだが。

　ともあれ、体感で二～三時間ほど水場を探して、見つからなかったら戻ってくることにしよう。俺は外へ出て、扉に鍵をかけると、森へ踏み入った。日が高いからか、それとも木の間隔が広いからか、森の中はめちゃくちゃ暗いというわけではない。

「それでも早めには戻ってこないとダメだろうな」

　そうひとりごち、手近な木に剣鉈で印をつけながら奥へ進んでいく。もうすでに家は見えなくなっているが、俺の体にインストールされている知識や経験があるので、家の方角はなんとなく分かっている。この辺の頭の中のズレは、少しずつ解消していかないといけないだろう。

　鍛冶屋の仕事の方も、〝前の世界〟では全くの未経験の俺だ。おおよその仕事はインストールされた分でもできるとは思うのだが、そこは俺の記憶にはない部分である。そういったズレも日々の作業で解消していかなければいけない。

　ただ、そこに不安はあまりない。今こうやって森を探索している間にも、知識や経験が少しずつ体に馴な染じんでいくのが分かる。

　とは言っても、何のタイミングでズレが戻って、家の方角が分からなくなるか知れたものではないので、念の為に木に印を入れていくことは止やめない。

　また、その道すがらに頭の知識が教えてくれる解熱や傷の化か膿のう止めに用いる薬草なんかをポケットに入る分だけ摘んでいく。確か家にはなかったはずだ。「確実に取りにいける薬草」というのは、この世界ではなかなかに重宝することは間違いない。ここは結構いい場所かも知れない。




　そうこうして、体内時計で小一時間ほども経った頃、水があるらしい音が聞こえた。こっちの世界では貴重な給水ポイントを見つけたようだ。音のする方に向かうと、果たしてそこには湖があった。俺がいるのは下流側らしく、少し遠くに湖水が流れ出ていく川が見える。

　反対側の岸辺がここからでは見えないので、かなり大きな湖なのだろうか。ここまでの道中では薬草やらなんやらを探り探り来たので、他に目もくれずに来れば、おおよそ一五分程度でたどり着くだろう。

　これでおそらくは水については解決だ。毎日何往復かしないといけない可能性はあるが、一日の大半をあの家で過ごすことを考えれば、ちょうどいい運動になるだろう。明日から早速日課にしたい。

　ついでに湖を覗き込んでみた。水に映っているだけなので分かりにくいが、どうやら俺の年齢は希望通りの三十歳くらいらしい。まぁ、それなり以上の腕の鍛冶屋（にしてくれたと思っているし、インストールの経験と知識ではそうなっている）で、しかも最近引っ越してきた、となれば二十歳やそこらでは説明がつかない。

　どこかで修業を積んだ後、なにかから逃れるようにしてこの地にふらりとやってきた鍛冶屋、くらいのカバーストーリーがなくては怪しいにも程があるだろう。あってもそれなりに怪しいのに。




　まだ日が沈むには早い、と身体が教えてくれているので、もう少し湖のほとりを探索する。水辺を歩きつつ、時折立ち止まって水の中に目を凝らしたりしていると、いくつかの発見があった。

　まず、ところどころにキイチゴのような実をつけた低木や、リンゴのような実をつけた高木がある。インストールされた知識によれば、これらの果実は食べられるらしい。

　俺はリンゴのような実を一つもいでみた。匂いを嗅いでみると、見た目通りのリンゴの匂いがする。食べられそうなので、恐る恐る一口かじってみる。

「酸っぱいな！」

　確かにリンゴの風味はあるのだが、想像以上に酸味が強い。リンゴ酢とまでは言わなくとも、かなりの酸味で、これは駄目な人は駄目だろうな……。恐るべし野生種。前の世界では農家さんたちの努力が文字通り結実した結果が、あの甘い果実だったんだろう。

　食材のストックはまだあるし、確保した食材を持ち帰るための道具を持ってきていないので、今日のところは確保を諦めることにした。

　目を凝らして水の中を見ると、湖の水はここで湧いているようで、今ここからは見えないが、もしかするとこの周囲のどこかに山でもあるのかも知れない。

　水は綺き麗れいで、魚が棲すんでいる。これも釣ったり漁をしたりする道具を持ってきていないので、今日は獲とらない。後日の楽しみだが、鍛冶屋をやっていて果たして釣りや漁を楽しむ暇はあるのだろうか。

　生計は鍛冶屋で立てるのだから、当然本来はそっちが忙しくてそんな暇もないのがいいには決まっている。まぁ、もしそうなったら定休日を決めて、その日にでも来ればいいか。ワーカホリックよりスローライフだ。




　そうこうしているうちにいい時間になった、と身体が告げてくれているので、もうそろそろ戻るか……と思ったとき、草むらの陰に横たわる何かを見つけた。

　一五〇センチくらいあるだろうか。普通の動物だとしたらかなり大きい。俺は慎重にその動物に近づく。陰でよくわからないのだが、頭には犬か猫のように三角の耳が生えている。全体のシルエットは人間に近い。

　その肩らしきところが荒々しく動くのを見て、俺は少し急ぎ気味に近づいていく。確実に俺の足音は聞こえていると思うのだが、その動物はやはり息を荒らげて肩だけが動いている。

　手が届かないあたりまで近づくと、全貌がわかった。その動物、いや、動物と言っては失礼かも知れない。

　その人物は虎のようにも見える頭と尻しつ尾ぽを生やした、獣人族だったからだ。

　最後に戦ったときは使わなかったのだろう、弓を肩からかけており、腰の辺りには矢筒を提げている。

　そして、胸の辺りだけを覆うような軽装の革鎧よろいをつけていて、虎のような毛の生えた手足を含めて、あちこちに傷を負い、苦しそうにしている。うつ伏せに倒れているにもかかわらず、服の脇腹部分が裂けているのが見える。

　そして、その周囲は赤黒くなっており、そこから派手に流血しているわけではないが、一番の深手であろうことは〝インストール〟がなくても一目瞭然だ。

「これは今すぐ運ばないとヤバいな」

　俺は正面から抱き起こす。すると、そこには革鎧に覆われてはいるが、思ったよりしっかり張り出した胸がある。ギョッとしてしまったが、そんなことをしている暇はないので、脇に頭を入れて体全体を肩に担ぎ上げた。前の世界で言うところの〝ファイヤーマンズキャリー〟である。

「女の子ならお姫様抱っこのほうがロマンチックなんだろうが、こっちのほうが早いからな。すまんが我慢してくれ」

　見た目よりも遥はるかに軽い虎の獣人の女の子を肩に担いで、急いで家に戻る。少し奥まで行ったので余分に時間はかかったが、予想通り、湖の一番近いほとりから家まではおおよそ一五分ほどだった。

　その間にもどんどん女の子は力を失っていく。それでもまだ、ぬくもりが失われていく感じはないから、ギリギリで間に合ってくれると信じたい。




　家について一旦そっと女の子を下ろし、鍵を開けて扉を開放する。作業場の方からくぐもってはいるが派手めにカランコロンと鳴子の音が聞こえた。

　俺は急いで中に入ると、寝室に向かう。寝室の中を漁あさると、戸棚にシーツがあったので、それを二枚引っ張り出して、リビングのテーブルの上に置く。

　そのまま作業場へ向かい、また探しものを始める。今度は針と糸と刃物だ。少し時間がかかったが、なんとか全て見つけることができた。針と糸は本来、剣の鞘さやなんかの細工物に使うもののようだが、今はそんなことも言っていられない。刃物は売り物のナイフだ。こっちもそんなこと言ってる場合ではないので持ち出す。

　次にキッチンに移動し鍋に水を張って中に針を入れて火にかける。湯が沸くまでの間に、リビングに戻ってテーブルの上にシーツを一枚広げ、外に寝かせっぱなしになっていた女の子をそこに横たえた。

　ないとは思うが処置中に誰か、あるいは何かが入ってきても面倒なので閂かんぬきをかける。

　身につけていた弓、矢筒や手甲（弽ゆがけのようにも見える）、革鎧……と言うか胸当てを手早く外して脇に置いておく。

　シャツにはべったりと血がついてしまっているので、真ん中から切り裂いて一旦脱がし、脇腹の他に大きな怪け我がをしていないか確認する。手足の先は毛に覆われていて分かりにくいが、逆にこれですぐに分かるようなら大きな怪我ということだ。

　結局、あちこちに切り傷や擦り傷はあるものの、とりあえず今すぐ処置したほうがいいのは、脇腹の大怪我だけなことがわかった。そこからはジワジワと血が滲にじんでいる。この間ずっと、女の子は苦く悶もんの表情を浮かべたりしていたが、気がつく様子はなかった。

　怪我の様子を確認したところで、鍋の湯が沸いた。適当な大きさに切ったシーツを沸いた湯に浸して少し待ってから、切ったシーツと一緒に針と糸を取り出す。

「こういうときはインストールさまさまだな……」

　さっきまで行っていたことも、インストールのおかげで手際良くできたが、それでもそれなりに知識のあったことではある。だが、これから行うことはインストールの知識と経験なしでは全くと言っていいほどできないだろう。

　湯から取り出した針と糸をテーブルに持っていき、濡ぬれたシーツで脇腹の傷口を拭う。

「グゥっ」

　女の子が顔を歪ゆがめて唸うなるが、それでも気がつく様子はない。拭った傷口にまたうっすらと血が滲んでくる。その傷口を針と糸で縫い合わせていく。

　麻酔なしだからこれもかなり痛いはずだ。一針入れるごとに女の子が顔を歪める。罪悪感が胸を苛さいなむが、これもこの子を助けるための処置だ。我慢してもらうしかない。

　外科医並みとは当然いくはずもないが、インストールのサバイバル技術のおかげで、とりあえず大きな傷の縫合ができた。本来は自分が助かればそれでいいような技術なので、見た目は良くないかも知れない。そこは気がついたら謝ろう。

　縫合した傷口にさっき採取した化膿止めの薬草を磨すり潰つぶして、湯を加えたものを冷ましてから塗りつける。その上からガーゼ代わりの切ったシーツを当てて、更に包帯代わりの細く切ったシーツを巻き付ければ、一番大きな怪我の処置は完了だ。

　後はさっき傷口を拭ったシーツをまた湯に浸して、それで体全体を拭きながら、本当に他に怪我はないか確認する。もちろん裸の女の子なので気恥ずかしさは少しあるが、今はそんな場合でもないことは身体も頭も承知していて、なに一つ反応させずに一通りの処置をした。

　鍋の湯がまだ沸いているので、一旦火を落とした。まだ十分に熱い湯を木の椀わんの中ほどまで取って、今度はそこにさっき取った解熱の薬草を入れる。

　少し経つと、爽やかな香りが立ち上ってきた。前の世界にあったミントに似ている。この薬湯を木さじですくって冷ましながら、女の子に飲ませる。完全に何にも反応しないような気絶状態であれば飲ませることはできないが、幸いにも唇に木さじを近づけるとコクリと飲み込んでくれたので、椀の中身はすべて飲ませる。解熱の効能があるなら、大なり小なり鎮痛にもなるだろう。




　容態が急変しないか、テーブルの上に横たえたまま小一時間ほど様子を窺うかがっていたが、徐々に呼吸が落ち着いたものになってきたので、再び彼女を移動させることにした。いくらなんでもテーブルの上で寝たままでは治るまい。俺は彼女をお姫様抱っこの体勢で抱きかかえると、開けっ放しにしていた寝室のドアから中に運び込んで、ベッドに寝かせた。もちろん掛け布団（洋式なので布団と言っていいかはともかく）をかけてあげることは忘れない。

　すやすやと眠っている女の子の頭に、綺麗な緑の髪飾りが煌きらめいている。助けている間はそれどころじゃなくて気がつかなかったが、少し落ち着いて見るとなかなかにオシャレだ。

「ふう……」

　やたら疲れた。適当とは言え、そこそこ大きな怪我の処置を行ったのだから当たり前だが、それよりも処置中にはずっと気を張っていたのが、処置が終わって完全に抜けたのが大きい。

　今日は外も出歩いたし、なんだか盛り沢山な一日だった。今から飯を食うにしても、一旦休憩したい。サイドテーブルのところにある丸椅子に腰を下ろして体を休めよう。

「とりあえず明日は水を汲くんできたら、作業場で作業をはじめようかな……でも時々はこの子の様子も見ないとだし、どうしようかな……」

　腰を落ち着けて、今後のことを考えていると更に疲れが、と言うか、眠気が襲ってきた。この眠気の感じは前の世界でも何度か経験がある。〝寝落ち〟するやつだ。

「いかん、寝ちゃったら飯……が……」

　抗あらがってはみたものの、抵抗も虚むなしく、インストールでない経験の通り、俺の意識は心地よい暗闇の中に沈んでいった。





◇　◇　◇






　首元に不思議な感覚を覚えて、目が覚めた。いかん、完全に寝入っていた。あの子は大丈夫だろうかと目を開けると、当の本人が俺の首に片手をかけていた。

「まぁ、こうなる可能性も考えないではなかったが」

　俺は努めて冷静な声で言った。首にかけた手には力はこめられていない。

　本気で力を入れていたら、あえなく俺の二回目の人生は開始一日にして、寝入ったままあっさり終了していただろう。

「とりあえず、怪我は大丈夫か？」

　虎のような綺麗な黄色い目で、こちらを睨にらみつけている女の子に声をかける。その言葉が予想外だったのだろう、一瞬キョトンとした表情をしたが、すぐにまた表情を戻して言った。

「まだ結構痛むけど、まぁ、治りそうだ」

「そうか、それは良かった」

　俺は心底ホッとして微笑ほほえみながら言った。助けようと思って実際そうなったのだから、素直に嬉うれしい。

　すると、女の子は今度はキョトンとした顔のままで、

「お、おう……」

　と言った後、顔をそらす。

　この手を摑つかんで外すなら今がチャンスだろうが、それをしてこの子の機嫌を損ねるのは多分うまくない。

　彼女はパッと向きなおり、声にやや怒気をはらませて言う。

「アンタ……見たのか？」

　彼女の手に少し力が入っている。俺は最初よりも更に冷静になるよう心がけつつ答える。

「処置するのに必要だったからな。誓って言うが処置する以外では何一つ触れてないからな」

「本当だな？」

「ああ。噓うそだったら、この首を喜んでくれてやるよ」

　彼女はしばらくじっと俺の目を見つめていたが、やがてフッと軽くため息をつくと、俺の首にかけた手をひっこめた。

「とりあえず、信用する」

「そうしてくれるとありがたい」

「噓をついたときの人間の匂いがしなかったしな」

「そんなのが分かるのかお前!?」

「犬とか狼おおかみ系の獣人とは違って、大きく心が動いたときだけな」

「へぇ……」

　処置した時にいらん気を起こしてあちこち触ったりしていたら、さっきのタイミングで噓がバレてお陀だ仏ぶつだったということか。二日目にしてやたら綱渡りさせられている気がするぞ……。

　俺は寝室を漁って、自分の着替えを渡す。

「とりあえずこれを着ろ」

「アタシの服は？」

「血でベトベトだったし、処置するのに脱がせる必要があったから切った。もう一度着るのはやめておいた方が良いだろうな」

「……そうか」

「大事なものだったのなら、すまない」

「いや、そんなことはない。ただのボロさ」

　今更ではあるが、着る間後ろを向いておく。二人もいるのにしんとした部屋に、衣きぬ擦ずれの音だけが静かに響いた。

「ところで、アンタはこの家の持ち主だよな？」

　着替えた女の子が質問してきたので、俺は彼女の方を向いて答える。

「そうだ」

「こんなとこで何してんだ？」

「鍛冶屋だ」

「鍛冶屋？」

「ああ。……とは言っても、昨日ここに住み着いたばかりの新参者だが」

　いつから住んでいることにしようか迷ったが、ここは正直に話すことにする。彼女はこの辺りを知っている可能性が高い。迂う闊かつなことを言って無意味に警戒させるのはまずかろう。

「こんな家、この森にあったかな……」

　しめた、彼女はここがどこか知っている。

「ん？　俺が昨日来たときにはあったぞ？」

　これ自体はほぼ事実だ。この家が突然湧いて出たことを除けば。

「まぁ〝黒の森〟のこっち側にはあんまり来たことないから、見落としてたのかも知れねーな」

〝黒の森〟か。インストールされた知識に該当があった。心の中でだけ拍手喝采だが、あまり大きく心を動かしすぎると、この子に勘付かれる。

　知識と地形を照らし合わせて、ここの大体の位置を把握する。なるほど、大体この辺か。

「ここは東の方だからな」

「ああ。アタシは北と西でねぐらを回してるから、あまりこっちには来ない」

　良かった、合ってた。詳細な位置までは分かってないが。

「たまに来たと思えば大おお黒くろ熊くまに出くわして……後はアンタの見たとおりだよ。ヤツがアタシにとどめを刺さなかったのは、多分アンタが近づいてくるのがわかったからだろうな」

「なるほどね」

　そんなヤバいのもいるのか。多分、彼女はこの森でも弱い方ではない。虎の獣人とは言え、女一人でこの森をウロウロするということは、少なくともそれをしても問題ない、身を護まもる術すべを知っているということだ。

　だが、今は怪我も治りきっていないし、ここで放り出すのもなんだかモヤっとする。そこで俺は切り出した。

「それでと言っては何だが、一つお前に話がある」

「なんだ」

「怪我が治るまではしばらくかかるだろ？」

「ああ、多分な。アタシたちは人間よりはだいぶ頑丈に出来てるが、このくらいの怪け我がだと、まぁ二週間ほどは狩りとか探索は無理だ」

「じゃ、ここに住まないか？」

「はぁ？」

「別に何かあるわけじゃない。俺は越してきたばかりだし、これから先、鍛冶手伝いも欲しい。お前は怪我を治さなきゃだし、治ってもしばらくは〝慣らし〟がいるだろう？」

「まぁな」

「それに、多分ここにいたほうが暮らしは安定すると思うぞ。少なくとも雨風をしのげて、煮炊きにも困らん」

「なるほどな……」

　丸っこい耳をあちらこちらに忙せわしなく向けながら、彼女はじっと考え込む。虎っぽいので単純にずっと見てたいのもある、というのは言ったら滅め茶ちや苦く茶ちや怒られそうなので言わない。

「わかった。怪我が治って、普通に動けるようになるまではここに住むよ。そっから先はそれから考える、ってのでどうだ？」

「おう、構わないぞ」

「じゃ、そういうことで、よろしくな！」

「おう！」

　こうして、俺の「猫を飼いたい」という願いは、「虎の獣人の女の子と一緒に暮らす」という予想外の形でおそらくは達成された。これで合ってるんだよな？　俺は心の中でだけ、例のウォッチドッグに尋ねたが、もちろん答えは返ってこなかった。

「そう言えば、お前なんて名前なんだ？」

「サーミャ」

　この子はサーミャというのか。

「いい名前じゃないか」

「……」

「どうした？」

「可愛くてあんまり好きじゃない。もっと強そうな名前が良かった」

「……ゴンザレスとか？」

「ぶっ」

　噴き出すサーミャ。次の瞬間にはベッドにひっくり返って笑い転げている。

「あはははははは！　なんだそれ!!　あんた名付けのセンスないな!!　あははははは[image: ]」

「うるせぇ。このセンスだけは親がくれなかったんだよ」

　憮ぶ然ぜんとした顔で俺は答え、サーミャは痛がっている。

　ネーミングセンスの無さだけは、前の世界で四〇年ちょい生きても全く改善されなかった弱点だ。……諸もろ々もろのついでに、このチートも一緒に貰もらえばよかったかも知れん。俺は立ち直ったサーミャに声をかける。

「まぁ、お前が気に入らないつっても、家族がくれた名前だろ。似合ってるよ」

「うっ、あ、ありがとう……」

　泣いたカラスがもう笑った、ならぬ、笑った虎がもう照れた、だな。

「さて、とりあえず水を汲んでくるか。少し家を離れるが、大丈夫か？」

「ああ……でもその前に」

「ん？　なんだ？」

「アタシはアンタの名前を聞いてない」

「ああ。エイゾウ・タンヤだ」

　但たん箭や英えい造ぞう。それが俺の名前だった。

「北方人みたいな名前だな。家名もあんのか」

「……まぁな」

　インストールの知識によれば、前の世界のアジア人に近い人間の種族は、東ではなく、北に住んでいるらしい。なので北方人という呼ばれ方をする。

「いや悪い、別に詮索するつもりじゃなかったんだ。ここらで家名まであるのはそんなにいないから、珍しくて」

「いや、いい。気にするな。こんな変なところで、鍛冶屋を始めようって理由は分かってもらえたみたいだしな」

　この世界でも、男で家名持ち──つまり貴族なり何なりの立場があるのに、わざわざ他よ所その地域に移り住むなんてこと自体が珍しい。

[image: ]

　ましてやこんな森の中で鍛冶屋である。滅めつ多たなことで選ぶような内容ではない。ほぼ隠いん遁とんみたいなもんだ。さすがにそれはサーミャも察したらしい。

「ああ。アンタも大変なんだなぁ」

「そうでもないさ」

　今のところはな。それは言わずにおく。

「だから、できれば名前だけで呼んでくれると助かる」

「ああ、そうするぜ。エイゾウ」

「ありがとうよ、サーミャ」




　ひとまずはサーミャをベッドで休ませて、水を確保しにいくことにした。水は生命の基本だからな。昨日見つけた湖に汲みに行けばいいだろう。

　中くらいの大きさで、中身が空の水みず瓶がめ二つを、棒の両端に吊つるす。運搬用みたいで、口のあたりに穴を開けて縄が通してあった。

「重そうだな……」

　しかし、これができなければ、今後の生活にも影響が出てくる。サーミャも手伝ってはくれるだろうが、それに頼っていたら、彼女が出来ない時に往生してしまう。

　俺は意を決し、棒を肩に担いだ。

　予想に反して、二つの瓶は軽かった。羽毛のように、とまではいかないが、せいぜい前の世界のデカいプラスチックのバケツ程度の重さにしか感じない。こんなに軽い陶器があるのか？

「いや、違うな。これは……」

　水瓶が軽いのではなく、俺の筋力が強いのか。この世界で生きていく上で、この程度なら最低限の筋力であるとの判断だろうか。それとも……。

　今そのことについて考えるのはよそう。とりあえずは水を確保するのが先決だ。俺は湖へ向かって歩き始めた。

　往復で三〇分ほど、俺は湖へ行って二つの水瓶に水を満たし、戻ってくる「日課」──これから日課にしないといけない作業──を終えた。その道中、それなりの容量だったにもかかわらず、重すぎて動けないということはなかった。やはり俺の筋力は増強されているらしい。

　筋力が増強されているのは何故なぜなのか、気がついてからずっと疑問だったが、サーミャと朝飯（豆と塩漬け肉のスープ）を食べて、傷を癒やす必要がある彼女を寝室に追いやった後、いよいよ鍛冶の仕事に取り掛かったときに理由がわかった。




　最初に作るものは何がいいかと考えて、小ぶりのナイフを作ることにする。大物は時間がかかるし、何よりインストールの知識と技術を身体にどんどん馴染ませなければいけない。そうなると小物でいろんなものをたくさん作ったほうがいいだろう、と思ったのだ。

「その前に、まずは魔法か」

　かまどにそうしたように火床に魔法で火を入れる。その魔法に反応して、火床の底の方が赤く輝いた。おお、ものすごく魔法のアイテムっぽい。

　この火床は魔法対応のもので、俺が着火の魔法を使うと木炭に火が回るまで温度を維持してくれる。詳しい仕組みについてはよくわからないが、いちいち炭の火ひ熾おこしをしなくて済むのは助かる。

　火が回ってきたら、ふいごにも魔法を使う。力を体から追い出すイメージを作ると、手のひらから風が吹き出してくるのだ。

　人を飛ばせるほどの突風は俺には出せないようだが、こうやって一瞬風を送り込むくらいのことはできる。うちのふいごはその風を受けて維持してくれる機能があるのだ。これによって取っ手を押し引きして風を起こす必要がない。

　そうやって炭に火を入れ、風を送り込んで鉄を入れた時に鍛造できる温度まで上げていく。

「予想はしていたけど、思ってたよりもあっついな」

　鉄の色がはっきり変わってくるのは大体八〇〇度、曲げたりといった加工が可能になる温度はそれよりさらに高い。

　そんな熱源が近くにあれば暑くなるのは当然ではある。だらだらと汗が垂れてきたので、俺は革のベストを脱いだ。その下に着ている麻の服は火花が散ったときの最低限の保護として着たままにしておく。

　サービスなのかなんなのか、資材を置いておくところに、幅四センチ、厚みが一センチほどの鉄板があったので、やっとこで摑つかんで火床に突っ込む。再びふいごを操作して、適切な温度まで上げる。ちょうどいい温度になったら取り出して、金かな槌づちで叩たたいて鍛造する。この時にわかった。当たり前すぎる話だが、この時に筋力がいるのだ。

「なるほどね」

　ニヤッと笑いながら、ナイフにしたい鉄板を叩いて形を作っていく。叩くたびにキラキラと光が散る。前の世界の動画サイトで見た鍛冶の光景がそのまま目の前で、それも自分の手で展開されているのは純粋にテンションが上がってくるな。

　全体としては日本刀の工程に近いが、今回はあれほど繊細に作業しない。

　ちょうどいい形になったら、一旦冷めるまで置いておく。冷やしている間に昼飯だ。

　ゆっくりと昼飯を食べて、そのあとサーミャに近くに街がないか聞いてみる。すると、彼女は滅多に行かないらしいが、ここから四半日ほどのところに街があるらしい。日帰りは出来るだろうが完全に一日仕事になるな……。




　再びサーミャを寝室に放り込んだら続きだ。と言っても、工程はほぼ最後の方に近くなっている。火床の火は完全には消えていないが、温度は下がりきっているので、木炭を足して再び上げる。木炭の確保も必要になってくるな。

　日本刀だと、この工程では炎の色で温度を見極めるため、夜間にやるのだが、俺の場合はインストールにプラスして、鍛冶スキルを最大限にしてもらっている影響か、まだ日が高いが、温度がわかった。

　適切な温度まで「ナイフのもと」の温度を上げたら、水に入れて急冷する。「焼き入れ」だ。今回は焼きを入れない部分は作らないので、土は塗ってない。

　空焼きしたスキレットに水を入れたときのような、しかし、その音量を数倍に大きくしたようなジュウという音が作業場に派手に響く。手には冷えていくナイフの感覚が伝わってくる。

　しばらく待ってから引き上げると、ほんのりと湯気を纏まとったナイフが現れた。これで工程もいよいよ大詰めだな。

　焼き入れしたナイフを砥と石いしで研いで、この工房初の製作物である「ナイフ」が完成した。特に実用を目指してはないので、指をガードするヒルトと呼ばれる部分は作ってない。ハンドルも板状の鉄むき出しだが、使う時になったら紐ひもかなにか巻けばいいだろう。

　今はとにかく、こいつが完成したことが重要なのだ。

　とりあえず、切れ味を試してみなければ。実用を目指してはないとは言え、全く切れないのでは意味がない。俺は麦むぎ藁わらの束を、割る前の薪まきの上に置いて、ナイフを振り下ろした。




　スパッと麦藁の束が切れた。

　……台の代わりにした薪ごと、である。これは一体何が起きてるんだ……。




　試しに作ったナイフで、試しに麦藁の束を切ったら、台にしてた木ごと切れた。

　事実だけを端的に述べたらそうなるのだが、すこし、いやかなり受け入れがたい状況だ。だって試作品だぞ。インストールの恩恵があるし、試作品でも初めて作るものだから、かなり真剣には作ったが、こんな魔法でもかかってるみたいな切れ味は、ちょっと求めてない。切れすぎて危ない。

　もしかしたら、剣の才能かなんかのチートでも与えられたのかと思って、昨日サーミャの服を切るのに使ったナイフで同じことをしてみたが、藁束はきれいに切れるものの、さすがに台にしたものまで切れることはなかった。

　つまり、この結果は剣（ナイフか？）の腕前もいくらかは関与してるかも知れないが、基本的にはナイフそのものの性能だ。

　しかし、前の世界でも「牛刀をもって鶏を割く」って言葉があるが、このナイフはまさにそれだ。肉を切ろうと思ったら、まな板まで切ってしまうような包丁を使いたい人は、あんまりいない。

　ただ、このナイフは武器としてなら有能かも知れない。通常、ナイフは装甲を持たない相手には有効だが、革の腕甲でもつけられていたら、威力は大きく減じることになる。

　だがこのナイフなら金属製はともかく、革製なら貫通も切断もできそうだ。

　どのみち、これを売り物にするわけにはいかないな。幸い試作だからと小さく作ったし、俺の護身用にしよう。

　さっき叩き切ってしまった木を、ナイフの厚みと同じ厚さに割って、ナイフの形を切り抜く。ニカワを塗って板を両側に貼り、形を整え、抜けドメの革帯を、刀の鞘さやで言うところの鯉こい口ぐちに取り付けたら、簡単な鞘の完成だ。とりあえずこれで持ち運びはできる。

　しかし、製作物が全てこのクオリティで出来上がってしまうと困るな。俺は急いで今回作ったナイフと同じくらいの大きさの板金を三つ用意して、火床を準備する。

　今からこの三つを鍛造するわけだが、今さっき作ったやつ以上に力を込めたもの、やや手を抜いたもの、完全に手を抜いたものの三つに作り分ける。大きさはほぼ同じにした。俺の護身用よりはちょっと大きい、前の世界で言うところのサバイバルナイフくらいの大きさになる。




　そうやって三つ打ち終わったところで、ちょうど日が暮れてきた。残りは明日の朝こなそう。傷を癒やすために寝ていたサーミャを一旦起こさなければ。

「おい、そろそろ晩飯だぞ。起きろ」

「うぅーん」

　サーミャはゴソゴソと寝返りを打つ。ええい、妙に色っぽい声出しやがって。

「寝るのも大事だが、飯食わねぇと治るもんも治らねぇぞ。ほれほれ起きろ」

　俺が掛け布団を引ひっ剝ぺがすと、それでようやく起きた。

　引っ剝がしてから気がついたが、これサーミャが寝るときは何も着ない派だったら、結構ヤバかったな。今後は気をつけよう。

「もうこんな時間か。結構寝たのに寝ても寝ても眠いぜ」

「大おお怪け我がをした後だからな。体が血を作ったりするために、動かさないようにしようとしてるんじゃないか」

「へぇ、エイゾウって物知りだな」

「そうでもないさ」

　前の世界の知識とインストールを組み合わせているだけだからな。

　昨日は真っ暗になる前に寝落ちしてしまったので、出番がなかったが、寝室には魔法で明かりを灯ともすランタンがある。

　こいつを使う魔法もインストールの最低限に含めてくれていたらしく、俺にも使える。

　その魔法も、なんかこう力をグッとするとピカッとくるので、そいつをランタンに移す感じだ。俺が使える主な魔法はこの光の他には着火と送風で、計三つになる。

　もうだいぶ暗いので、早速使ってみたところ、

「エイゾウって魔法も使えるのか!?」

「簡単なやつだけな」

「やっぱ家名持ちはすごいな……」

　と、サーミャに感心された。最低限でも使えない人、いっぱいいるんだなこの世界。

　魔法がどの程度普及しているのか分からなかったが、どうもほとんどの人は使えないようだ。

　居間に移動して晩飯を食う。朝昼食べたスープに根菜を入れて火を入れ直す。二人分なので食料の消費は増えたが、それでもまだ結構もちそうだ。

　とは言え、このまま二ヶ月や三ヶ月もつ量ではない。それまでの間にこちらで金銭を稼ぐ方法を見つけなければいけない。基本的には街に行ってここの物を売ったり、修理を受け付けたり、といったことになるだろう。

　ただ、とりあえずはサーミャが満足に動けるようになるまでは、あまりこの家から動かないようにしたい。流石さすがに自分のいない間に、せっかく助けた子の身になにか起きては寝覚めが悪すぎる。




　晩飯の間に、とりとめもない話をする。生まれの話なんかはお互いに察して避けているが、サーミャは普段の暮らしのことや、俺は元いた世界の自然の話だ。すごく高い山があって、その頂上では雪が溶けないのを見て感動した、とかそういう話であれば話しても問題はないだろう。

　飯を食ったら、ふたりとも寝ることにする。俺は書斎の机で寝ることにした。前の世界で慣れてるからな。サーミャがそこに寝ると言ったのだが、少なくとも傷が塞がるまではそれはさせられない、と強く言って渋々ながらも納得してもらう。

　こうして二日目が過ぎた。





◇　◇　◇






　翌朝、前日と同じように起きて同じように朝飯を作り、同じようにサーミャを起こして飯を食わせる。飯とは別に湯を沸かして、サーミャにはそれで体を拭くように言いつけてから、俺は水を汲みに出る。水を汲むついでに、俺は水浴びだ。

「うひゃおう」

　バシャリと湖に飛び込むと、想像以上に水が冷たくて俺は思わず声を上げた。

　でもこれくらいの方がさっぱりした気分になれるような気がする。昨日鍛冶仕事でいっぱい汗をかいた後だしな。

　水を浴びて一通りさっぱりした後、汲くんだ水とともに戻ってきた。

　さて、これで昨日行った、ナイフ三つのテストの続きができる。力の入れ具合を変えたナイフに、同じように焼き入れを行う。研ぎは最低限刃物として切れるようにだけしてみている。終わったら持ち手に革かわ紐ひもを巻いて滑り止めにして完成だ。

　そうこうしていたら、あっという間に昼頃なので、昼飯にする。その時、サーミャにお願いをした。

「サーミャ、すまんが、これ食い終わったらちょっと手伝ってくれ」

「いいけど、アタシは鍛冶のことはわかんないぞ」

「いいんだよ。俺じゃなきゃいいんだから」

「まぁ昨日一日横になって、今日はだいぶ調子もよくなったし、いいけど」

「それじゃ頼む」

　これを頼んだのは、試し切りの結果に俺の剣術の腕前（のようなもの）を関与させないためだ。これで一番力を入れたもので台まで切れるようなら、おそらくはナイフの性能、ということになる。

　昼飯を食べ終わった後、二人で作業場に移動した。

「ここにあるナイフ三本の切れ味を、右から順に試してほしいんだ。こっちの台に藁束を置いて、それを切る」

「わかった。お安い御用だ」

　サーミャは作業イス（ただの丸太を切ったものだが）に腰掛け、台の代わりの薪に藁束を置き、近くに置いておいたナイフ三本のうち、一番力を入れずに作ったものを取って振り上げると、勢いよく切りつけた。

　パサッ、と音がして、藁束は切れた。だが、ナイフの刃は薪にはほとんど食い込んでいない。藁束だけを切っている。

「すげぇなこのナイフ。エイゾウって腕がいいんだな」

「ありがとうよ。じゃあ次だ」

「おう」

　サーミャは気が乗ってきたのか、ウキウキと次のナイフを手に取って、先ほどと同じように切りつける。今手にしているのは三つのうちの中間の出来のやつだ。

　再びパサッと音がして、藁束が切れた。ナイフの刃が結構薪に食い込んでいる。だが、薪ごと切れてしまう、というようなことはない。

「ふーむ、切れ味はこの程度か」

「いや何言ってんだよエイゾウ！　めちゃくちゃ切れるじゃねーかこのナイフ！　すげぇな!!」

　サーミャは大興奮だが、俺は安あん堵ど半分だった。つまり恐らくは、かなり真剣に製作しなければ、この程度で済む。

　切れ味を褒められていること自体は俺にとって大変に嬉うれしいことは間違いないのだが、サーミャが感知できないほどに冷静でもある。

「まぁまぁ。じゃあ最後だ」

「お、おう、わかった」

　至って冷静な俺に面食らいながら、サーミャは最後の一本、今回の真打ちと言えるナイフを手にとって、切りつける。

　音はパサッではなかった。音がしなかったのだ。しかし、サーミャの持ったナイフは、薪の中ほどまで食い込んでいる。

「？」

　あまりの事態に、サーミャはついてこられていないようだ。

「腕引いてみろ」

「お、おう……」

　そうしてサーミャが腕を引いた途端、まるで漫画かアニメのように、ズルッと藁束と薪が切れた。

「え、え、なんだこれ」

　サーミャが慌てている。

「落ち着け、その状態で慌てると、めちゃくちゃ危ないぞ」

　俺がサーミャに声をかけると、サーミャはこっちを見て、

「あ、そ、そうだな。ごめん」

　と、少し落ち着きを取り戻した。

「いや、いいんだ。説明してなかった俺が悪い」

　そりゃこんなことが、突然目の前で起きたらビビるよな。俺だってビビる。俺は予想してたから、そうでもないだけだ。

　しかし、これで確定した。俺に与えられたチートで最優先の鍛冶屋の能力は、とんでもない性能のものを作れる、というチートである。

「しかし、こりゃ三本目は普通の売り物に出来ないな」

　俺の言葉に、サーミャが驚いた顔で言った。

「え？　そうなのか？」

「刃物の取り扱いを十分に知ってるやつならともかく、そうでないやつが、この切れ味のものを使ったら危なすぎるだろ？　家の母ちゃんが料理に使おうとしたら、指ごと切り落としちまう」

　と俺は答えた。この辺りの一般のご家庭にまな板はない。手に持った食材をそぎ切りにするような感じで切るのが普通だ。北方に行けば、まな板もあるんだろうが。

「あー、そうかぁ……」

　がっくりした様子のサーミャ。

「まぁ、ちゃんと刃物の扱いがわかってるやつになら、売ってもいいけどな」

「おっ、やったぜ」

「ん？　なんだ？　欲しいのか？」

「お、おう。狩りして捌さばく時に、これくらい切れ味がよかったら楽だなぁって」

「じゃあ、やるよ」

　俺には前のがあるし、このまま持ち主を待つのはかわいそうだし、何よりサーミャは知らないやつでもない。

「いいのか!?」

「おう、かまわんぞ。普通に売れるものの合間に鞘作るから、ちょっと時間をもらうけどな」

「それこそかまわないぜ。これだけの物をもらうんだから、そこで駄だ々だこねても仕方がねぇし」

「じゃあ、しばらく待っててくれ」

「おう！」

　なんかちょっと餌付けしてる感じになってきた。いや、住まわせてるから、実質餌付けしてるようなもんか。

　とりあえず、これで作るべきものの方向性は決まった。あまり凄すごいものは作らずに、そこそこのものを作りつつ、翌々日くらい仕上げで修理も受け付ける、ということにしよう。

　となれば、しばらくは〝数打ち〟に集中したほうが良さそうだ。俺にとっては大したことのない出来、と言っても普通よりはだいぶ切れ味のいい刃物だから、不評を買うようなことはないはずである。

　それから四日ほど、小剣やナイフなどの他に、クワと鎌、斧おのをいくつか作った。チートの効果は作る速さにも及ぶのか、それとも普通のクオリティのものは大して真剣に作らなくてもいいからなのか、結構な速さで作ることができた。

　新しく作ったものは、切れ味のいいものも、自分用に別にある。

　この四日間、サーミャはおとなしくしていた。あまり体を動かさなすぎるのも、体がなまるだろうと、試し切りには参加させているが、そのときも全力を出している風ではない。

　そのことについて聞いてみると、

「いや、早く怪我を治してエイゾウのナイフとかを使ってみたいから……」

　と言われた。そうかそうか。今度なんか新しいのを作ってやろうな。遠回しにでも褒められると弱いのだ、俺は。




　その翌日の朝、俺はサーミャに対して宣言する。

「今日は休みにします！」

「お、おう」

　やや引き気味のサーミャ。俺はやってきて初の（一週間も経たってないが）休日に興奮を抑えきれない。前の世界ではなかなか取得できなかった休日。一番長い期間で四五日間連続で働いたこともある。

　流石に俺がこっちに来る少し前にはそういったことはなくなっていたが、別に俺たちのことを考えていたというよりは、ペナルティの方を恐れていたほうが大きいようだった。

　そんな休日を五日間働くことなく自由に取ってもいいのだ。しかも有給休暇日数を消費することなくである。

　これでテンションを上げるなという方が無理がある。サーミャに理解出来ないのは仕方のない話でもあるが。

　とは言っても、あまりサーミャに無理はさせられない。抜糸はまだ済んでいないのだ。

「それで今日は周囲の散策をするんだが、傷の具合はどうだ？」

「別にそれくらいなら平気だと思うけど……」

「けど、何だ？　何か不安があるなら今言ってくれて良いんだぞ」

「怪け我がは良いんだけどよ、あいつがまだいたら危ないかも知れねぇ」

　少し小さな声で言うサーミャ。あいつ、とはサーミャがここに来るきっかけになった熊のことだな。確かにそんなのがウロウロしてたら危ないな。

「それじゃあ、少しでも危険を感じたらすぐに帰ってくる、ってのでどうだ？　俺もこの辺りは不案内だから、周囲を知っておきたいってだけだし」

「それなら全然平気だと思うぜ」

「じゃあ、それで」

「おう、わかった」




　朝飯を食ったら、燻製肉を茹ゆでて戻したもの……と言えば聞こえはいいが、要は朝飯のスープに余分に入れておいたものを取り出して、小麦粉を練って焼いた無発酵パンに挟んだものを作って弁当として背はい囊のうに突っ込んでおいた。

　さっさと戻ってきてしまう可能性もあるが、そのときは家で食べるだけだからいいだろう。

　味は根菜類と一緒に煮込んでいるので、その出だ汁しが多少は染みてはいるだろうが、基本的には塩のみであまり味気のないものだし、やはり街に行くようになったら塩以外の調味料を調達することも視野に入れておきたいな。

　この世界の調味料だと胡こ椒しようだろうか。いわゆるアジア系の国は北方だが、こちらの方まで味み噌そや醬しよう油ゆとは言わずとも、魚醬くらいは来ていると助かる。しかし、高望みはするまい。

　ナイフは二人とも腰に提げた。ショートソードは悩んだが止めにしておく。危なくなったらすぐ戻るという条件ではあまり役に立ちそうにない。剣を抜いて対処している暇でさっさと逃げるに限る。

　扉を閉めて、鍵を使って閂かんぬきをかける。こんな森の奥にポツンと建つ誰も知らない家にコソ泥が来るとも思えないが、来た日以来初めて家を空けるので、念のための用心だ。




　二人で鬱うつ蒼そうと茂った森の中を進んでいく。今日は俺がサーミャを見つけたのとは反対の方角だ。

　この森には俺が見たリスみたいな小動物、サーミャを襲った熊の他に、鹿や猪いのしし、狼おおかみもいるらしい。鹿はともかく、猪と狼は要注意だな。俺がそう言うと、サーミャは、

「いや、狼は平気じゃないかな」

　と、少し不思議そうな顔をして言った。

「なんでだ？」

　俺は当然のごとく浮かんだ疑問を口にした。それを聞いたサーミャは不思議そうな顔のまま、

「だってエイゾウは強いだろ？」

　と返してくる。

「どうだろうな。この森で生きていけるくらいには強い……はずだが」

　俺は少し口ごもりながら答えた。実際のところ、俺がどれくらい強いのかは自分でも分かっていない。

　こういう場所に送り込んだ以上、すぐに死んでしまうような程度の強さではないだろうとは思うのだが、逆に言えばそれ以上に強いかと言われると全く分からない、というのが正直なところである。

「どこかからここに来て住もうって思えるなら、十分強いはずだ。ここの狼は弱いやつには容赦ないからな。弱けりゃとっくにやつらの腹ん中だ」

　何でもないことのようにサーミャが説明してくれた。なるほど、俺が弱いなら最初の探索なり、水みず汲くみなりの時にとっくに襲われて死んでいる、と。

　今更ながらではあるが、そうならない程度の能力をくれた〝ウォッチドッグ〟には感謝する必要があるな……。




　そんな会話もしながら、ゆっくりと森の中を進んでいく。今日は晴れだ。林冠の隙間を抜けてきた日光がところどころの下生えを浮かび上がらせている。時折ガサリと音がして、少し止まる。そのたびに、サーミャはそれが何によるものかを解説してくれた。

　大半は小動物のようだ。大きな連中はこっちから探さない限りはそう出くわすものでもないのだそうだ。

「大抵は図ずう体たい相応に頭がいいからな」

〝大男、総身に知恵が回りかね〟とはいかないらしい。少し見てみたかった気もするのだが、無理をして危険なやつに出くわしたら、今は対応できないので自重することにしておこう。

　サーミャがどうやって小動物の区別をしているかと言うと、匂いである。虎の獣人である彼女は人間（やその他の比較的人に近い種族）よりも遥はるかに鼻が利く。

　彼女曰いわく、狼などの犬系の獣人たちに比べるとやや劣るそうだが、それでも匂いの変化で感情の動きが分かるっていうのは人間から見れば相当に凄い。




　そうして歩き回っていると、我が愛すべき胃袋がその中身のなさを嘆きだした。

「そろそろ昼飯にするか」

「おう」

　そこからほどなくして、サーミャが少し開けた場所を見つけてくれた。開けた、と言っても家のあるところみたいな大きさはない。レジャーシート二枚分あるかないかくらいだ。

　そこの地面に腰を下ろす。背囊に入れている弁当を取り出して、サーミャに渡した。

　二人して弁当に齧かじりついた。予想を少しも裏切らない味だが、空腹の身体には染み渡るかのように美う味まく感じられる。

「結構美味いな」

「腹減ってるのもあるだろうけどな。普段はどんなの食ってるんだ？」

「大体は干し肉をそのまま齧るだけだよ」

「なるほどな」

　手軽だし、塩分補給も兼ねているのだろう。彼女たちが森を行くとき、大半は狩りなどだろうし、移動しながらでも食べられるものの方が良いのは間違いない。

「こういう食事は慣れないか？」

「慣れてるかと言ったら、全然慣れてはないけど、こういうのも良いなとは思うぜ」

「そうか」

　口に合わないとか、食文化的に受け付けないとかあったらどうしようかと思ったが、そういうことはないようなので、ひとまずは安心だ。先に聞けば良かったな。

　こうして二人で散策して分かったのは、基本的に家の周辺は安全であることだ。サーミャによれば、足跡など獣が近寄った形跡が全くないらしい。

　生まれながらの狩人かりゆうどの言だし、それを信用するならあの家は相当に安全な場所だということになる。もしかしてこの世界でも指折りなのではなかろうか。

　まぁ、すぐに死んでしまっては転生した意味がないからな。それなり以上に安全な場所を用意してくれたのは気遣いだと思うことにしよう。

　サーミャの身体の具合もあって、見つけた小動物を狩ることもせず、途中で見つけた化か膿のう止めと熱冷ましの薬草だけいくらか摘んで家に帰ってきた。
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　そうして六日目、俺がこっちに来て一週間弱が過ぎた頃、サーミャの縫合した傷跡の抜糸をすることにした。

「今から抜くが、痛むぞ」

「おう、わかった」

　そうして縫ったぶんの糸を抜いていく。サーミャは痛そうだったが、声を上げることなく耐えていた。

「よし、終わり」

「いてて、ありがとな」

　新しい包帯を巻いた上から、抜糸跡をさするサーミャ。

「ところで、サーミャ、一つ聞きたいんだが」

「ん？　なんだ？」

「獣人が街に行くのは問題があるのか？」

「いや？　特に用がねぇからあんまり行かないってだけで、罪を犯してるとかなけりゃ、衛兵に止められたり、中で値段をふっかけられたりってことはないぜ？」

「そうか」

「なんでだ？」

「いや、明日あたり一回街に行ってみようかと思ってな。俺はこっちの街には不慣れだから、護衛と体慣らしを兼ねて、付き合ってもらえると助かるんだが」

「いいぜ」

「あっさり受け入れるんだな」

「まぁ、エイゾウに世話んなってるのは確かだし。ちょっとでも助けられるならお安いもんだぜ」

「ありがとう、助かるよ」

「おう。それじゃ、ちょっと今日はもとのねぐらに行って、荷物をとってくる」

「そうか。気をつけてな」

　これは、もうここに住むって決めたようなもんだな。そう思ったが、多分それを口に出すとへそを曲げるだろう。あまり感情に出して勘付かれても面倒なことになりそうなので、黙っておいた。

　サーミャは夕方頃にはいくつかの身の回り品と共に戻ってきた。

「それだけなのか？」

「ああ、アタシたちは時々ねぐらを移動するんだよ。だからそもそも物はそんなに持ってない」

「なるほど」

　狩猟民族に近いのかな。そう言えば飯の時に出る話題は狩りの話が多かった。

　でも、ここに住む気が（おそらくは）あるということは、定住が出来ないというわけでもないようだ。

　この辺の話はまた、住むって言ってきた時に聞いてみよう。
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　そして次の日、朝の水汲みだけ済ませたら、街へ出かける準備をする。と言っても日帰りなので、大した旅装は必要ない。今日はナイフと鎌、斧おの、クワを持っていくことにするが、斧とクワは嵩かさ張ばるので一本だけだ。サーミャは護衛を兼ねているので、ナイフだけ持ってもらう。売り物でないナイフは、今腰につけていて、服装は自分の服だ。

　俺はいつもの服に斧とクワ、複数の鎌という出いで立たちで、怪しいっちゃ怪しいが、まぁ逆に言えば、売り物を持ってきたようにしか見えない、とも言えるだろう。

　あとは寝室のサイドテーブルの隠し棚から、銀貨を数枚失敬してきた。多分俺のだけど。




「用意はいいか？」

「ああ」

　この世界で初めて街に出る期待と不安を胸に、俺達は出発した。

　街は森の中を二時間、そこから街道に出て一時間のところにある、とインストールの知識が教えてくれた。

　つまりは往復六時間、この間、森と街道という決して安全とは言えないところを、それなりに金目の物を持って行くわけだから、用心してしすぎることはない。

　道連れにはサーミャがいるが、あくまでも俺が一人ではなく普通の人間よりは身体能力が高いだろう（ここらは飯の時の話で類推した）獣人と一緒にいるという、良からぬことを考えているやつへの威圧効果を見込んでのことだ。

　前にサーミャ自身も言っていたが、おそらくあと一週間ほどはあまり激しい運動はしないほうがいいだろう。今はゆっくり体を動かして、もとの感覚を少しずつ取り戻していってほしい。

　そんな事を考えながら、森の中を進んでいく。ここらはまだ結構木が多いから、朝早い以上に暗い中を進むことになる。これ、雨の日は暗すぎて日帰りするつもりなら街に行くのは無理だろうな。

　と、サーミャがピタッと足を止めた。

「なんかいるのか？」

「大きめの気配と少し匂いがする。大黒熊とかじゃないとは思うけど……」

　サーミャはそう言うと、ソロリソロリと歩を進める。さすが虎の獣人、森の中なのに音がほとんどしない。少し離れた木にたどり着くと、そこから向こうをそっと窺うかがう。

　うちの近所にはいないという話だったが、さすがに離れたところには大きいのもいるんだな。

「ああ、ありゃ樹鹿か……。匂いが少ないわけだよ。あいつは怒らせると厄介だ。狩りして肉を取るんならともかく、今日は無視しようぜ」

「おう、今日の目標は街にたどり着くことだしな」

　俺たちはその「樹鹿」のいる辺りを迂う回かいして進む。ちらっと振り返ると、その名の由来になったであろう、この辺りの木の枝にそっくりな角を生やした、大きな鹿が、ゆっくりと草を食べていた。

「あんな図体で角がよく引っかからないな」

「いや、デカいのは時々引っかかって折れてる」

「え、そうなのか？」

　樹鹿って意外とドジっ子なのかね。

「狩りができるようになって、捕まえたら見せてやるよ。デカいのなら一回か二回折れた痕がある。あいつらのは角鹿のと違って、突いたりするのには使わない擬装だから、別に折れても、どうってことないんだよ」

「なるほど、よく出来てんなぁ……」

　生物方面の知識は元々ないし、インストールされているのも学術的なものではないので、こういうのを見聞きするのは面白い。前の世界の教育番組を見ているようだ。

「そのかわり、蹴ったり頭突きしたりして来る上に、身体がデカくて体力がかなりあるから、接近戦だとだいぶ厄介だぞ」

「へぇ。もし俺が狩りするときは、気をつけよう」

　俺は大げさに肩をすくめる。サーミャはこちらをチラリと見て、苦笑していた。




　樹鹿を迂回してしばらくは、何事もなく進むことが出来たので、一旦休憩にする。かなりの距離を進んだが、あの家の場所は俺もサーミャも覚えている。軽い食事を取りながら、二人でそんな話をする。

　森の中に住む獣人は、匂いとかちょっとした違いを記憶しているらしい。

　俺のはインストールされた、森の中で生きるための知識やら経験やらだから、まさにずるチートである。もちろん、そのことはサーミャにも、今後知り合うかも知れない誰にも言うつもりはない。

　俺はこの世界にとってはお客様でしかない、と思っている。影響ないとは聞いているが、なるべく余計な情報を外に出したくはないしな。




　小休止してまたすぐに歩みを進める。もうここから街までは基本的には休憩なしだ。途中、いくらかの森に棲すむ動物に出くわしたが、基本的には大人しい動物ばかりで、肉食系のやつらには出会わなかった。

　サーミャは俺が強いからだと言ったが、こうも出くわさないとなると、もしかしたら、サーミャがいることもなにか関係しているのかも知れない。

　例えば匂いとかだ。獣人の年齢はよくわからないが、俺は御婦人に「お前の匂いもあって獣よけになってる」と言うほど、オッさんになりきってはいないので、そのことは黙っておいた。




　やがて、木がまばらになり始め、森のそばを通る街道が見えてきた。あそこに出れば街まではもうすぐのはずだ。

　ただ、ここいらは大きな森があるために、畑やなんかもこちら側には広がってないので、人通りは多くない。普通の人間にとっては森とは危険な領域なのだ。……とサーミャが言っていた。

「それにしても人が通らないな。野盗が出放題じゃないのか」

「それでも街道には違いないから、たまに衛兵隊が見回りに来てるぞ」

「なんでお前が知ってんだ」

「アタシもときどきは街に必要なものを買いに行くからだよ！」

「ああ、そりゃそうか」

　滅めつ多たに行かない、とは全く行かないわけではないという基本的なことを失念していた。

　いかに森に住む獣人、とは言っても、どうしようもないものはたくさんある。例えば、塩。あるいは衣服なども必要になれば、生地を買ってきて仕立てたりすると言う。その時の対価は狩ってきた動物だ。

「衛兵隊も馬鹿じゃないから、決まった間隔で回ってきたりせずに、不規則にやってくるんだよ。だから、ここを通る人間を襲うのは結構博ばく打ちだな。森から何が出てくるか分かんねぇ……と普通は思ってるみたいだし」

　どうやらここらの衛兵隊は職務熱心らしい。感心なことだ。

　野盗が獲物に襲いかかっている間に、森から狼おおかみでも出てきたら、立場が一気に変わってしまう。実際にそんなことは少ないにしても、その博打を打つべきかどうか、ということなのだろう。




　そんなことをくっちゃべっていたら、遠くに街の外壁が見えてきた。

　さあ、もう一息だ。俺とサーミャは少し気合いを入れ直すと、やや上がったテンションのままに街に向かって歩いていく。街の外壁が見えたら、後はもうそんなに距離はない。

　外壁とは言っても、それはあくまで「最初に街が造られたときの外壁」で、今は柵が更にその周りを囲んでおり、その中にも市街がある。今回、俺たちが用があるのはそっちの方だ。

　市街とは言うが、ここはそもそもは壁外市いち場ばで、定期的にやってくる行商人達のうち、この街にいたままでもやっていけるだけの稼ぎを得た連中が、店舗を構えて住み着き始めたのがこの新市街の起こりなのだそうだ。そこまでなら俺たちは通行料などを気にせずに出入りできる。

　なぜなら今でも制度上は彼らは勝手に住んでいるだけだからだ。とは言っても、さすがに住居や店舗を構えればその分の税は取られる。

　つまり、住んだり店を構えたりしなければ、かかる金は最小限。その代わり、税を納めない者は領主の庇ひ護ごの全てを受けることは出来ない。

　とは言え、治安が悪くなって困るのは税を納める者も同じだし、それで税収が減って困るのは領主だ。だから、犯罪があれば衛兵は取り締まってくれる。

　しかし、それはあくまでもついでで守ってくれているに過ぎない。街の人間とのやり取りで問題が起これば、こちらが一方的に処分されることも十分にありえる。

　新市街の外からの入り口の方に近づくと、入り口の近くで街道に目を光らせている衛兵の姿が見えた。基本的に誰でも入れるとは言え、この街や、他の街で問題を起こした者は当然入れない。そうした者が入ってこないか、見張っているのだ。

「ちょっと良いかい？」

　街に入ろうとした俺たちに、衛兵が声をかける。若い男だ。身につけている鎧よろいはおそらく鋼鉄製だが、輝きはなくなってきていて、使い込んだ跡が窺える。

　ダラッとして見えるのに、短たん槍そうを持った身のこなしにも油断がない。飛びかかろうとすれば、手にした短槍が容赦なく俺を貫くことだろう。見た感じではあるが、年齢によらずなかなか出来る男らしい。

「はい、なんでしょう？」

　努めて朗らかに俺は答えた。視界の端で、サーミャが笑いをこらえているのが見える。お前後で覚えとけよ。

「ちょっとここ最近じゃ見ない顔だからね、この街に来た目的を教えてくれ」

「自じ由ゆう市いちで、私の作った鎌や斧、ナイフを売ります。あとクワも」

「他には？」

「今日はありません。確認します？」

「おっ、話が早いな。助かるよ」

　禁制品とか持ち込もうとしてたら厄介だろうからな。前の世界にいた頃から、こういうときは協力的に振る舞うに限る、と思っている。まぁ、見た目のせいか却かえって怪しまれたことも、一度や二度ではないが。

「よし、大丈夫だな」

　俺たちの荷物を探っていた衛兵が言う。俺とサーミャが持っていたナイフを見られたときは少し焦ったが、特に何も言われなかった。多分、売り物の方と同じようなものと思ったんだろうな。

　サーミャ自身も何も言われることはなかった。獣人でも普通に街に入ることが出来るというのは誇張でも何でもなく、実際にそうらしい。

　こういう世界だともう少し人間とそれ以外での意識の隔絶があるかと思っていたが、全くないというのは失礼だが意外だ。

「くれぐれも、問題を起こさないようにな」

「もちろんです」

　これで俺たちは、晴れて街に入れる。少しワクワクしてきた。

　道行く人に場所を尋ね、自由市を目指す。自由市とは決まったお金を払えば、そこで物を売ってもよい、となっている場所で、逆に言えばここ以外で勝手に物を売ってはいけない、ということでもある。こっちの世界ではのんびりとモノづくりをして暮らしていきたい俺であるので、積極的に現地のルールには従っていきたい。

　街に入って程なくして、俺とサーミャは自由市に着いた。入り口のところで銀貨を支払い、販売許可の木札と販売台を受け取ったら、空いているところを探す。一番いい場所は俺達よりもっと早くに着いている商人や、地元の工房の人間に取られているので、少しでもマシっぽいところを探して陣取る。

　陣取ったところで、販売台の上に売り物のナイフと鎌を並べ、クワと斧おのは台に立てかけておいて、これで販売準備は完了だ。

「それじゃ今日は頼むな」

　サーミャに声をかける。今日の大事な用心棒だ。

「おう。つっても立ってるだけだと思うけどなぁ」

　サーミャは肩をすくめて言うが、まぁ何があるか分からんからな。




　そして二時間ほどが何事もなく過ぎた。悪いことが起きないのは良いことなのだが、物も売れない。近くを通る人に声をかけたりしても、なかなか売れてくれない。

　思い切って、近くの商人から藁わら束（荷物の緩衝材に使っていた）を分けてもらい、それを切って切れ味を示す、まぁ要するに実演販売などもしてはみたのだが、特にくれと言われることがない。

　いかに性能が良かろうとも、こういった製品は耐久性が高いし、使い慣れたものが一番という感覚もあるので、そうそう買い換えるものでもないのは確かだが……。

　とは言っても、他に作って気軽に売れそうなものはない。根気よく通って売れるのを待つしかないかも知れないが、そうなると手持ちの金がドンドンと心もとなくなっていくな……。

　そうしてジリジリとした気分で俺の顔は徐々に険しくなり、サーミャをちょっとオロオロさせ、客足を遠ざけてしまいながら客を待っていると、数少ない知った顔が現れた。

　俺たちが街に入る時にチェックをした衛兵だ。

「やあ、売れてるかい？」

「いや、全然ですね」

「あれ、そうなのかい？」

「ええ。面白いくらい売れないです」

「じゃ、ちょうど良かった。ナイフを一本売ってくれないか？」

「え？」

「君たちをチェックした時に、こりゃ業物だなぁと思ってさ。今使ってるのがもう研ぎにも直しにも出せないから、新しいのが欲しいと思ってたんだ。この時間までに全部売れちゃってたら、がっかりしてたところだよ」

「それはどうも。ありがたい話です」

　そう言いながら、俺は並べてあるナイフのうちの一本を渡す。

「どうぞ、抜いてみてもいいですよ」

「お、いいのかい？」

　ウキウキとナイフを抜いてみせる衛兵。

「やっぱりいいな、これ。いくらだい？」

「銀貨で五枚になります」

　この値段はここに来る前に、サーミャと相談して決めた。街の人間でもナイフ程度に出してみようかなと思えるのが、ギリギリこの辺らしい。

「そんな安くていいのかい？」

「もちろんですとも」

　並べてるやつは俺とサーミャが持ってるのとは違って数打ちだし、だいぶ手を抜いてるやつだしな……。

「それじゃ、これ」

「はい、確かに。ありがとうございます」

　俺は衛兵から銀貨五枚を受け取った。これは俺が初めて自分で作ったもので直接手に入れた金、ということになる。結構感動するな、これ。

「これの切れ味が良かったら、同じ衛兵隊の連中にも勧めとくよ」

「いいんですか？　ありがとうございます！　切れ味は保証しますよ！」

　衛兵のありがたい申し出に、俺は思わず満面の笑みを浮かべながら言った。

　衛兵はひらひらと手を振って去っていく。記念すべき最初のお客さんの姿を、俺はずっと見送る。

　結局、この日はこの一本だけが、俺の売り上げということになった。これであの衛兵さんが隊の人に勧めてくれて、次に続くといいな。そんなことを話しながら、俺とサーミャは家路についた。
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　街へ行って、初めてナイフを一本だけ売った翌日、俺は朝からナイフを作っていた。全然力を込めていない、「数打ち」のやつだ。そして、作りながらつらつらと考える。

　街に行った時にわかったのが、自由市で農具はそんなに売れるわけではないということだ。ちょっと考えたら当たり前で、新市街のほうの住人は、商人やそれを当て込んだ職人たちが大半を占めている。彼らは基本的に農具を買わない。

　壁外にも農民たちは住んでいるが、壁外にいるのは小作農だ。彼らは領主から畑を借りて耕作している。使う農具についても領主からの貸し出し（もちろん多寡はともかくレンタル料は取られる）だ。

　そして、壁の中の旧市街に住んでいて、自分たちの畑を持つ自由農民にしても領主お抱えである壁内の鍛冶屋（領主が貸す農具の製作や修理も担当している）から農具を買ったり、修理を依頼したりするだろう。

　それで言えば、わざわざ自由市へ来て農具を買ったりするような農民はいないということになる。

　今にして思えば、旅の間の護身にとナイフや長短の剣、それに長短の槍やりを売っている店は俺達の他にもあったが、農具を売っている店は皆無だった。

　それに気がついていれば無駄に鎌やクワを並べる必要はなかった。ここが昨日の一番の反省点であり、在庫の鎌とクワをどうするかが、今後の悩みどころだ。

　まぁ、家の周りの草を刈って、畑を耕せばいいか。「生産系のスキルはついてる」と言っていたし、多分それなりになんとかなる。

　斧は武器にも使えるので売れるときが来るかも知れないが、これも自分たちの道具にしてしまおう。幸いにして木は周囲にいくらでもある。

　うちは街の側から入ったときはそこそこの距離しかない──逆に言えばそれなりにある──が、その反対方向へはまだまだ深い森が広がっているはずなのだ。少なくともインストールの知識ではそうなっている。

　とりあえず今後の主力商品はナイフであることは間違いない。その他の武器類が衛兵たちに売れてくれればいいが、領主の私兵としての側面もある街の衛兵たちが、長剣や槍を買ってくれるとは思えない。基本的にそれらも主あるじから支給されるものだからだ。

　あの衛兵がナイフを買ってくれたのは、ナイフは支給されている武器という扱いではなく、作業に使うための私物兼用ということなのだろう。

　とは言え、商人たちやその護衛のために、いい武器を作っておけば売れるタイミングもあるだろうし、ナイフの合間を見て作っておかなくては。

　しかし結局、この日は一日中ナイフの製作にかかっていた。昨日の周りのラインナップから見ても、当面の稼ぎ頭はこいつになりそうだからな。

　スローライフを送るにも、まず肝心なのは安定した収入だ。




　そして、夕食の時である。

「なぁ、エイゾウは矢じりは作れるのか？」

「ん？　ああ。大丈夫だと思うが、なんでだ？」

「もうちょっとしたら、狩りに戻ろうと思うんだけど、その時にエイゾウの矢じりの矢があったらいいなぁって思って」

「なるほどなぁ。わかった。作っとくよ」

「やりぃ！　頼んだぜ！」

「ああ。あ、それと明日、街に行くから頼むわ」

「おう、任せとけ！」

　矢じりを作ってもらえるのが、よほど嬉うれしいのか、やたら上機嫌なサーミャ。そんだけ喜ばれたら、こっちも作り甲斐がいがあるってもんだ。
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　翌日、前と同じルートで街へ出た。今回も何事もなく到着することができた。

　思っていたよりは遥はるかに安全なのはいいが、完全に一日仕事になるのがちょっと困ると言えば困る。馬とか、何かそれに類する動物を導入して、時間短縮を考えた方がいいのだろうか。

　前の世界の有名なゲームで、乗れるでっかい鳥が出てきたが、この世界にもああいう生き物がいるなら是非とも見てみたいし、買える（あるいは飼える）ものならそうしてみたい。せっかく地球とは違う世界にいるのだし。

　街の入り口で前と違う衛兵のチェックを受けて街に入り、自由市で店を出す。このあたりの流れは一昨日おとといと全く同じだ。違うのは今回扱う商品がナイフのみ、ということである。

　あとは品数が減っているので、今回は最初から試し切りした麦むぎ藁わらの束を置いておいた。

　ナイフ自体は一番手の入ってないものだが、それでも並のナイフよりはだいぶ切れ味がいいことがすぐ分かる。

　客もやりたがるだろうと思って、切ってない麦藁も用意してある。さあ、今日は前よりも売ってやるぞ。




　果たして、試し切り展示の効果なのか、昼過ぎ頃までには二本、行商人風の男に売れていった。この時点で前回超えだ。心の中でガッツポーズをする。

「エイゾウ、今めっちゃ喜んでるだろ」

　サーミャがニヤニヤ笑ってそう指摘してくるが、それも気にならないくらい嬉しい。

「そりゃあ前より売れてるからな。この調子だともうちょっと売れるぞ」

　彼女は一瞬面食らった顔をしたが、すぐに、

「ああ、そうだといいな」

　と朗らかな笑みで返してくるのだった。

　しかし、そんな願いも空むなしく、そこからは全く売れなかった。

　途中でサーミャを一回お使いに出して、売上金の一部で塩漬け肉と麦と豆を買ってきてもらったのだが、彼女が行って帰ってくるまでのそこそこの時間、俺はまた大層暇な時間を過ごしたのだ。

「今日はもうこんなもんで終わりかねぇ」

　俺がボヤく。

「まぁ、前のときより売れてるんだし、いいんじゃねぇの」

　そう返すサーミャ。

「まぁ、そうなんだけどさ」

　俺はいまいち納得がいかずに口をとがらせる。サーミャはやれやれと首を横に振っていた。

　そうしてしばらく時間が過ぎていってしまい、少し早めだが今日は店じまいするかと思った頃、大きな変化があった。

　ガチャガチャと音を立てて鎧よろいを着込んだ男が五人ほど現れたのだ。手に武器は持ってないが、着ている鎧のサーコートにあるのはこの街の紋章──つまり、街の衛兵隊だ。その一団がまっすぐこちらに向かってくる。

　サーミャが自分のナイフに手をかける気配がする。斜め後ろでよくわからないが、俺に何かありそうなら、自分の怪け我がも顧みずに大立ち回りを演じてみせるだろう。

　衛兵隊に目をつけられるようなことをした覚えは全くないし、なるべくなら誰かが怪我をするような事態にはなって欲しくない。

　その俺の心配を他所に、その一団の先頭の男が言ったのは、

「お前のところか？　マリウスにあのナイフを売ったのは」

　であった。マリウスという名前に心当たりはないが、ナイフを売った人間には心当たりがある。

「はぁ、お名前は存じ上げませんが、あの若い衛兵さんでしょうか？　ちょっと優男な感じの」

「そう！　そいつだよ！　やっぱり、ここであってた。まだ売り物のナイフはあるか？」

「ええ、ありますよ。あれからまた作りましたし、今日もそんなに売れてないので」

　実に悲しいが、売れていないのは事実だ。あまりにも悲しみが大きかったのか、サーミャが小さくため息をつくのが聞こえた。

　すると男はグワッとその乱ぐい歯を見せて笑いながら言う。

「よしよし、じゃあ今ある分全部くれ」

「えっ？　全部ですか？」

　言われた言葉がいまいち理解できず、俺が困惑していると、男はなおも笑いながら続ける。

「そう、全部だよ。昨日と一昨日の二日間、あいつが新品のナイフを見せびらかしてきやがって、見てりゃ切れ味も一級品じゃないか。しかも高くない。俺たちもああいうのが欲しかったとこなんだ。売ってくれよ」

「いや、そりゃ売るのは構いませんけど……」

「なんか問題あるのか？」

「いえいえ、ある分でいいんですね」

　俺が心配したのは、いくら私物でも衛兵隊全員に出回るほど売ってしまうと、壁内の鍛冶屋、つまるところは領主とそのお抱えの鍛冶屋に目をつけられやしないかということだが、とりあえず今ある分は売ってしまおうと考え直した。

　流れの鍛冶屋が一〇本弱、私物のナイフを衛兵隊に売った程度で目くじらをたてられることはあるまい。

「えーと、今残りは八本です。なので全部で銀貨四〇枚ですね」

「ほいよ、これで四〇枚。数えてくれ」

「はい。一、二、三……三九、四〇。はい、確かにいただきました。ではこちらをどうぞ」

「おっ、抜いてもいいか？」

「どうぞどうぞ」

　鞘さやからナイフを抜く男。マリウス氏より、抜き方が更に手慣れている。もしかしたら、衛兵の中でも偉い立場の人間かも知れない。

「そちらの方もどうぞ」

　他にいた衛兵の人たちにもナイフを手渡した。みんなそれぞれナイフを抜いて、ためつすがめつしている。しまった、この人数だとちょっと異様だな。

「やっぱり良いものだな、これ」

「ありがとうございます」

　俺が勧めて試し切りをした男に褒められたので慇いん懃ぎんに返すと、男たちは満足した様子で去っていった。

　さっきの様子が異様だったのと、そもそも衛兵の鎧を着た男たちがゾロゾロやってきて、あたりの様子が随分と物々しくなってしまったので、付近の人たちに詫わびておく。

「どうもお騒がせしてすみませんでした」

「いやいや、ちょっとびっくりしたけど、物が売れるってのは良いことだよ」

　俺のスペースのすぐそばで、織物を売っていた恰かつ幅ぷくのいい商人にそう言ってもらえたので、俺はほっと胸をなでおろし、今日の営業を終了したのだった。
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　作ったナイフが一〇本全て売り切れた。

　つまりはそれだけの評価を、第三者から貰もらえたということになる。

　それも、街の衛兵といういわばプロの目で見た上での評価だ。チートに頼っているとは言っても、自分が作ったものの評価が高いことはとても嬉しい。

　もし、今日も駄目だったら、異世界での暮らしに対しての不安が募っただろう。

　もしかしたら、サーミャと一緒に森の中で獲物を狩って暮らす生活に移行していたかも知れない。それはそれでスローライフではあるのだが、ちょっと俺の思っているものとは違ってしまうからな。

　でも、今日ナイフが売れてくれたことで自信がついた。これならやっていけそうだ。

　しかし、ただ喜んでいるだけというわけにもいかない。当然のことながら、次を作るまでは在庫が全くない。しばらく街に売りに行くのは休みだな。

　その間は製作を頑張っていくしかないが、その前にやっておきたいことがいくつかあった。

　まずは新しい製品の開発。とは言っても大層なものではなく、そろそろ長剣をいくつか作ろうと思う。これが行商人（あるいはその護衛の傭よう兵へい）に売れればいいな、という思惑である。ナイフよりは利益が多少良いだろうし。

　矢じりも作るのを忘れると、サーミャにめちゃくちゃ拗すねられるだろうから、そこは忘れずにおきたい。

　そして、家の拡張だ。サーミャが増えたのもあるが、よくよく考えれば客間がない。この家は〝黒の森〟の端には近いが、街から来るには一苦労といった距離だ。

　普通の注文客なら、打ち合わせや作ったものの引き渡しだけして終わりだろうからまだいいが、もうちょっと付き合いの深い友人や取引先、みたいな人が来た時に泊まるにも泊まれない。

　かと言って、なんだかんだで時間が遅くなった時に、森に放り出すわけにもいかないだろう。とりあえず二部屋ほど増やしておけば、しばらくは平気かと思う。

　それには材料が必要だが、あいにく乾いた材木がない。このあたりの木を伐きれば材木は手に入るが、乾くまでに早くても二週間ほどはかかる。

　更にそこから部屋を作るとなると、もっと時間はかかるだろう。だが街で買って運搬するにも、ここは少し遠すぎる。俺は仕方なしに現地調達を決めた。

　ここは森の中だ。周囲に材料はいっぱいある、が、それを入手するには道具がいる。斧おのと大おお鋸のこぎりだ。斧は以前に作ったものがあるが、あれはあくまで〝市販むけ〟の品であって、俺が使うことは想定してない。なので、俺が使う専用品に作り替える。

　……何だかドンドン作るものが増えている気がするが、作るのは好きなので気にしないようにしよう。うん。




　斧と鋸の製作をはじめていく。

　斧の本体はあるので、作り替えになる。斧の刃を火床で加熱し直して、叩たたいて形を修正した後焼き入れをする。木を伐きり倒すために作ったので、刃は鋭くはしてない。

　大鋸は板金を叩いて薄めの板ばん金きんにし、タガネでノコ刃を作ったら、ヤスリで研いで完成である。簡単に言っているが、慣れていないせいもあって大鋸だけで一日仕事だった。

　その合間の息抜き代わりに、矢じりを作ることも忘れない。サーミャにはなんだかんだ言って世話になっている部分も多い。これくらいの作業はお安いご用というやつだ。

　矢じりは木型に粘土を貼り付けて型を作り、それを砂の中に埋めて鋳型にしたら、炉で溶かした鉄を流して冷めたところで取り出す。湯口にしたところを加熱してシャフトを突っ込む穴を作り、その後で研いで鋭くすれば矢じり自体は完成である。

　このあと、サーミャが持っているシャフトに固定する作業があるが、それはサーミャが狩りに出る前日くらいの作業で問題ない。




　さて、いよいよ伐採である。家の周囲はちょっとした広場のようにはなっているが、それでも鬱うつ蒼そうとした森の中であることには変わりない。もう少し自分ちの庭を広げてもバチは当たるまい。

　斧やらを作っている間は、運動がてら水みず汲くみ（ただし瓶は一つだけの半分くらい）や、食事以外の雑事をサーミャにお願いしていたが、今日は鋸の手伝いをしてもらうことになっている。

　食事がずっと俺の担当なのは、サーミャ曰いわく「アタシが作るより、エイゾウが作ったほうが美う味まいからに決まってるじゃん！」だからだ。

　……なんとでも言ってくれ、褒められるとチョロいのだ、俺は。

　俺は作った斧をひょいと担いで、木の前に立つ。そして野球でノックをするような体勢になると、そのまま斧の刃を木に打ちつけた。

　コーン！　と空まで抜けるような小気味よい音が、かなりの音量で響いたが木に変化はない。

　……かに思えたが、木がズルっと打ちつけたのと逆の側に滑って倒れた。ズズーンと重い振動があたりを揺らす。

　断面は前の世界で製材機に通したあとのように綺き麗れいだ。自慢の品ではあるが、この伐れ味は恐ろしいものがあるな。気をつけて伐らないとこっちに倒れてきて、二回目の人生があっさりと終わってしまう。

　今後のことも考えて、もう一本だけ伐ることにする。打ち下ろし方向に伐るのも忘れない。再び大きな音と振動がして、無事に二本目も伐り終えた。




　伐った木の枝を斧で払う。普通は細い枝は剣鉈のほうが良いんだろうが、そこは俺ご自慢の斧である。何の苦労もなく切り払えた。そうしたら適当な長さで今度は垂直に斧を叩きつける。またまたコーン！　という音が響いたが、何も起きなかったように見える。しかし、これはちゃんと切れているのだ。その証拠に、ぐっと押すと伐った長さでゴロリと転がった。それを何回か繰り返して、板材にする準備ができると、

「サーミャ！」

　俺は大きな声で家に呼びかけた。ややあってサーミャが家から大鋸を持って出てくる。呼んだらついでに持ってきてくれるよう頼んでおいたのだ。

「いよいよアタシの出番か！」

「ああ、だが無む茶ちやはするなよ。つっても、そんなに力はいらないはずだが」

「わかってるよ。エイゾウが本気出して作ったんだろ？」

「俺の道具だからな」

「じゃあ心配いらないよ。サクッと切っちまおう」

「おう」

　俺とサーミャの二人で倒れた木を挟み込むように立つ。間には大鋸。コレで横方向に切って板状にしていく。普通ならそれなりに力も必要だし、時間もかかるが、豆腐を切っているかのように、なめらかに進んでいく。

「わはは！　なんだこれ！　気持ち悪わりぃ！」

　あんまりにもなめらかなので、サーミャが笑い出す。

「あんまり笑って、ガタガタにするなよ？」

「わかってるって！　ちゃんと気をつけてるよ！」

　結局、一回大鋸を入れるのに一〇分とかからなかった。製材機も使ってないのに恐ろしく早いな。

「この調子なら、今日中には切り分けるのはできそうだな」

「そうだな。普通ならもっとかかるんだろうけど、エイゾウの道具だからなぁ」

　間に昼食や休憩を挟んだりして、丸一日かけることにはなったが、板材の切り出しと乾燥のために積み上げる作業は完了できた。





◇　◇　◇






　ねんがんのロングソードをてにいれたぞ！

　殺してでもうばいとる

　な　なにをする　きさまらー！




　ということもなく、とうとう一本目のロングソードを製作した。

　この茶番を一人でやってるのをサーミャに見られて、

「なにしてんだ、エイゾウ……」

　と呆あきれられた以外の被害はない。

　ロングソードは、うちの矢じりの製法に近い方法で作製した。木型（雄型）を作り、粘土で木型を覆って乾いたら、半分に割って雌型にする。木型は何回か使えるが、やがてへたってくるので、そうなったら作り直しだ。

　雌型を砂の入った樽たるの中に埋めて、炉で溶かした鉄を型に流し込んで、冷めたら取り出し、〝バリ〟──つまり、型から少しはみ出して固まっている部分──をハンマーで叩いて落としたら、加熱して細かいところをちょっと形を直して、最後に焼き入れして軽く研いで本体は完成。あとは柄つかに革を巻いたり、鞘を作ったりする。

　基本的には〝一般モデル〟の出来にしてあるが、何本か製作して、一本だけ〝高級モデル〟にした。この高級モデルの柄頭には「太った猫の座り姿」の彫刻を施す。前の世界のＳＮＳで見た、お気に入りのかわい猫こちゃんがモチーフだ。

　鞘やこういった彫刻は本来は専門の職人が担当するが、そこは鍛冶屋で作れる製品に対するチート持ちの俺である。インストールされた経験がまだ馴な染じんでないのでパーフェクトとは言い難がたいが、見られる出来の物ができた。

　結局、今回はナイフの新規在庫とロングソードの製作で五日程かかった。一人でこなしていると限界はある。

　もちろん合間に矢じりを作ることも忘れずにやっておく。

　そういえば、そろそろ、あの話をしてくる頃合いかな。

「エイゾウ」

　そう思いながら、ちょうどロングソードの彫刻を終えた頃、サーミャが声をかけてきた。

「なんだ？」

「そろそろ狩りとかに戻ろうと思う」

「そうか。じゃあ矢じりを取り付けてやるから、シャフトを作業場の方にもってこい」

「うん」

　俺は先に作業場へ行って、このところ合間合間に作った矢じりとハンマーを用意する。そこへサーミャが細い棒を何本も持ってきた。

　その棒を矢じりに開けてある穴に突っ込んだら、ハンマーで慎重に叩いてカシメていく。

　ここで歪ゆがめて取り付けたりしたら、当然ながら精度には多大な影響が出るので、持てる力の全てで作業した。

　今回は狩りのためなのでカシメて固定したが、戦に使うような矢だとロウで固定したりするらしい。抜こうとしたときにそこで外れて矢じりが体内に残るように、だそうだ。こと戦に関して人間が考えることは恐ろしい。

　俺は矢じりを固定した矢を確認した。我が事ながら、さすがチート持ち、ほぼ完璧に取り付けられている。

　多少の狂いはあるかも知れないが、そんじょそこらの職人では出せない精度にはなっている……はずだ、多分。

　そうやって一〇本も作業した頃、サーミャが口を開いた。

「あのさ」

「うん？」

　俺は作業しながら返事をする。

「前にここに住まないかって言ってただろ？」

「おう。言ったぞ」

「あれ、まだ有効だよな？」

「もちろん。無効だと言った覚えはないからな」

「アタシ、エイゾウに助けてもらって、よかったと思ってる。ここに来て、まだほとんどなんにも出来てないけど、手伝いは楽しいし、飯のときにエイゾウが話してくれることは面白かったし、散歩も楽しかった。それに、エイゾウがなんか作ってるところを見るのは好きだ。だから……」

　そこでサーミャの言葉が止まる。獣人の年齢は、人間の俺には分かりにくいが、声や仕草からして、俺よりはだいぶ若いはずだ。そんな年齢の子が、オッさんと一緒に暮らす、というのは、たとえそういう目的が俺にないのが一〇〇パーセント確実だとしても、勇気がいるだろう。

　俺は作業を続けながら、サーミャの言葉の続きを待つ。

「だから、一緒に住んでもいい……？」

「そりゃあ、俺が住もうって言ったんだから、お前さえ良ければいいに決まってるだろ？」

　俺はなんでもないことであるかのように答えた。実際俺にとってはなんでもないことなのだが。

　それを聞いて、俺の背中をバシンと叩きながら、サーミャが言う。

「やった！　ありがとな！　エイゾウ！」

「いってーな」

「いいじゃん！　アタシが嬉うれしいんだから！」

　そう言って笑うサーミャの顔は、短い間だが一緒に住んできた中で、一番輝いていた。

「ときにサーミャよ」

「ん？　なんだ？」

「お前いくつなんだ？」

「いくつって見りゃ……ああそうか、人間には分かりにくいんだったか」

「若いんだろうなということくらいは分かるけどな」

「五歳だよ」

「……はぁ!?　五歳!?」

　俺は驚いて声を上げた。若いとは思っていたが、五歳というのはちょっと想像を超えすぎている。獣人のお子さんは、こんなにしっかりなさっているのだろうか。

　俺が五歳の頃は、なんかこう、もっとかわいげのない子供だった。

「そんな驚くなよ。獣人と人間じゃ、歳としのとり方が違うらしいぞ」

　ああ、なるほどな。前の世界でも（多分こっちでもだろうが）、犬や猫と人間では歳のとり方が大きく違う。それと似たようなことなのだろう。

「じゃあ、人間で言うといくつくらいなんだ？」

「えーと、二十五歳って言ってたかな。でもここからはあんまり外見は変わんなくて、人間が八〇年生きるとしたら、アタシらは五〇年くらいって、前に聞いたことがある」

「なるほどなぁ……」

　寿命の差もあるのか。それでも普通の犬や猫に比べたらかなり長い。少なくとも倍はある。

「エイゾウは？」

「ん？」

「エイゾウはいくつなんだよ？」

「ああ、俺か。俺は三十歳だ」

〝中身〟は四十超えてるけどな。前に湖で見たのは確かに三十歳頃の俺だったから、三十歳で通るはずだ。

「三十歳かぁ」

「どうした？」

「いや、なんか、アタシも五歳だけど、その中で会ってきた人間の歳を考えたら、もっとオッさんなのかなって」

　獣人だからなのか、鋭いなこいつ。

「安心しろ、人間でも獣人ほどじゃないけど、三十歳はもうオッさんに片足突っ込んでる」

　俺はそう言ってごまかすことにした。サーミャもそれ以上は突っ込んでこなかった。

「さて、喋しやべってる間にできたぞ」

「おっ……おおーー！　いいじゃん!!　やっぱエイゾウのはいいな！」

　サーミャが取り付けられた矢じりを見て興奮している。

　うら若き女性が矢じりではしゃぐ、というのは若干異様にも思えるが、まぁ、自分の仕事で喜んでもらえるのは素直に嬉しい。

「ありがとよ」

　そう言っておいた。

　ゆっくりと、だがしかし確実に俺のこの世界における〝いつも〟が形作られていく。これから先にその〝いつも〟に何かが加わるとしても、今日のこの日が最初の一つめになるんだろうな。




　その翌日。

「サーミャさんや」

「なんだよ気持ち悪いな」

「ひどいわぁ。まぁ、それはともかく、ナイフと新商品のロングソードが出来たんで、また街に行って売ろうと思うんだが。前に行ってから一週間ほど経たつだろ？　せっかく覚えてくれそうな人もいるのに、長いこと行かないで忘れられても、もったいないし」

「それもそうだなぁ……よし、付き合ってやるよ」

「狩りの再開もあるのに悪いな」

「いいよ、別に。そっちは急がないし」

　そうして俺とサーミャは、街行きの用意をして出ることにする。

　サーミャは弓とナイフを持つ。いざという時でも遠距離から攻撃できる手段はあったほうが良い。

　それに弓から放たれる矢の矢じりは俺の特製だ。生半可な防具では全く意味をなさないだろう。

　俺の方は売り物のナイフをまとめて背はい囊のうに収め、道中の簡易食は別の袋に入れて、腰にさげる。

　ロングソードはどうしようか迷ったが、背囊の上にまとめて縛り付けておいた。一本だけは左腰に下げておく。護身用ナイフは懐だ。

　そして、（この格好、前の世界のイラストで見たやつだ！）と内心大喜びしていたら、しっかりサーミャに気づかれた。

「何喜んでるんだ？」

「いや、ロングソードが売れたらいいなぁって」

「ふーん……」

　かなり怪しんでいるが、サーミャがそれ以上追及してくることはなかった。

　時々変なところで喜ぶのにも慣れてきたのか、それとも職人は変人揃ぞろいだと思っているのか。あるいはその両方か。




　森の中を行く。ロングソードの分いつもよりはかなり重いが、筋力が強化されているので特に歩みが遅くなるようなことはない。

　これでしょっちゅう休んだりしないといけないようなら、荷車の導入を考えるが、今のところはそれが必要な感じではない。

　ただ、例えば短槍とロングソードを二〇本ずつ、とかになってくると、そもそも物理的に持ち運びが困難ではあるので、いずれ導入が必要になる時は来てしまいそうだ。

　……それに合わせて、今のうちから木を伐きっておいたほうが良いかも知れないな。




　間に小休止を挟み、もうあと三〇分もすれば街道に出る、というところで、サーミャが立ち止まった。何かがいるのだ。

「何がいる？」

「血の臭いがキツくて分かりにくいな。肉を食うやつがいる。こりゃ森狼おおかみか……。こっちにはおそらく気づいてるぞ」

「どうする？」

　俺は半ば無意識にロングソードに手をかけていた。場合によっては一戦交える必要がある。

「ちょっと様子を見よう。血の臭いがするってことは、多分なんか獲物を捕まえて、食ってるってことだから、それで満足したらこっちには向かってこない」

「なるほど」

「向かってきたら……」

「向かってきたら？」

「その時はエイゾウが構えようとしたそれを、本当に役に立てるときだな」

　ここは森の住民としては先輩の、サーミャの意見を聞くほうが賢そうだ。

　ややあって、サーミャが静かな声で言った。

「やっぱり向こうから離れてった」

「そうか」

　俺はほっと胸をなでおろした。腰の得物もいざとなったら役には立つが、売り物には違いないので、なるべくなら売れなくなってしまうようなことは避けたい。そうならなくて済んだのは僥ぎよう倖こうだ。

　再び街道に向かって歩きながら、俺はサーミャに聞いた。

「森狼って何を捕まえてるんだ？」

「何って色々だよ。大概は樹鹿だな。後は草兎うさぎとか土鼠ねずみとか。樹鹿はアタシたちも狩るけど、アタシたちが心臓以外の内臓を埋めずに捨てていくのを知ってるから、おこぼれにあずかろうって来るやつらもいる」

〝草兎〟と〝土鼠〟について聞いてみると、〝草兎〟は耳が細く緑色になっていて、草のように見えるから。〝土鼠〟は土色をしていて、土に穴を掘って生活しているから、だそうだ。

　基本的にこの森の生物は擬態・擬装をして、敵の目を欺くことで生き延びてきたらしい。

　つまり、上空とかから見えにくい森に棲すみつつ、分かりにくいようにする必要があった、とすると、食物連鎖のピラミッドの上位に、おそろしく目のいい生き物がいるんだろうな。

　例えば竜とか……。そう言えばそういう魔物ってこの世界にはいるんだろうか。

「なぁ、竜っているのか？」

「竜か？　アタシは見たことないけど、いるって聞いたことはある」

　いるのか。見てみたい気はする。でも、見て生き残る自信はないなぁ。この二回目の人生の、最後の楽しみくらいにとっておこう。




　街道では今日も特に何事もなく、街にたどり着くことが出来た。衛兵隊の仕事っぷりが地味に光るところだな。

　入り口で番をしていたのはマリウス氏である。

「ああ、どうも」

　俺の方から声をかける。

「おお、アンタたちか。姿を見せないから、心配していたぞ」

「いやぁ、在庫がなくなってしまったもので、作ってました。マリウスさんのおかげですよ」

「あれか。あれは俺もちょっとビックリしててな。問題になってたらすまん」

「いやいや、問題なんて滅相もない」

「それなら良いんだが……。今日の売り物はそれかい？」

「ええ、いつものナイフと、今回からロングソードも売ります」

「そうか。またあとで見に行くかも知れないから、よろしくな」

「はい、お待ちしております」

　マリウス氏と挨拶を交わしたら、自由市へ向かう。前と同じように金を払って、販売台を設置し、そこにナイフを数本と、ロングソード一本を並べた。ほど近い場所に前回隣だった織物商がいたので、片手を上げて挨拶する。さぁ、今日の営業開始だ。




　どうせしばらくは暇なので、その間にサーミャにお使いを頼む。一週間ほどで食料もそこそこ目減りしたから、その補充だ。代金は前回の売り上げ分で余裕で賄える。

　今回はサーミャがお使いに出て戻ってくるまでに、四本も売れた。どうやら衛兵隊が愛用してくれていて、目にする機会がそこそこあるようだ。

　ナイフの他に、ロングソードも二本売れている。二本とも買ったのは同じ人物だ。遠くまで行き来する行商人で、自分で使うためと、一本は遠くで転売するらしい。

　もし売れなかったとしても、持ってて困るものではないからと笑っていた。

　少しでも多く確実に売れる品を運びたいだろう行商人なので、恐らくは売れるあてがあるんだろうなとは思う。

　しかし旅か、旅もちょっと憧れるな。もしめちゃくちゃ余裕ができたらサーミャを連れて社員旅行と洒落しやれ込こむか。いつになるかわからんけど。




　そして帰り際に、マリウス氏がおそらく同僚氏一名を引き連れてやってきてくれたおかげで、ロングソードがもう二本売れることとなった。

「良いんですか？　売れるのはありがたいですが、武具のたぐいは、領主様から貸与されているのでは？」

「そりゃ衛兵としての職務で使う分はそうだが、個人で訓練に使う分までは、その限りではないし、訓練で使ったものをうっかり持ってきてしまうのは仕方ないからな」

　そう言ってウィンクするマリウス氏は、いつもの何割増しか、優男に見えた。

　ナイフはそこそこ、ロングソードも結局の所〝高級モデル〟以外は完売という、上々の結果を得ることが出来た。食料も買い込んだし、これでまた向こう一週間は余裕で暮らせるな。




　家に戻ってきて、買い込んだ麦のうち、挽ひいて粉になっているぶんを、いくらか木製のボウルにあけて、水と塩を入れて練っておく。しばらく寝かせるので、その間に買い込んだ食料の整理だ。

　サーミャは明日から狩りに出るので、まだ日が出ている今のうちに弓の調子を見ておくらしい。

　一通り終えたら、練っておいた生地を薄く伸ばして、フライパンで焼いていく。

　前の世界で言う、チャパティとかの無発酵パンみたいなものだ。これと干し肉と根菜のスープで夕食にする。

「弓の調子はどうだ？」

「ん？　ああ、別になんともなかったよ。二本ほどエイゾウの矢を使ったけど、バッチリだ」

「そうか、それは何より。明日は何を捕まえてくるんだ？」

「んー、樹鹿か、猪いのししかなぁ……。あとは余裕があれば鳥かなんかも獲とりたいな」

「獲れれば食生活が広がるな」

「そうだな。楽しみだぜ」

　サーミャは明らかにテンションがあがっている。虎の獣人としての血もあるんだろうなこれ。街に出かけて疲れているし、お互いに明日があるので、その日は早々に床についた。





◇　◇　◇






　翌日の朝、革鎧よろいを身に着け、弓を背負ったサーミャを見送る。昨日焼いた無発酵パンに、干し肉の弁当を持たせてある。

　煮戻したやつでないのは、動きながらでも食えるようにというサーミャの希望だ。

「行ってらっしゃい。危ないやつに出くわしたら、すぐ戻ってこいよ」

「わかってるよ。いってきまーす」

　サーミャはすばやく去っていった。さて、俺も仕事にかかるか。

　とは言っても、今日は基本的には減った在庫の補充だ。ナイフ四本。ロングソードは今日は無理だろうから、明日だな。

　鉄材の在庫はまだ結構あるが、これもそのうち尽きてくるだろうから、調達先を探す必要がある。今のペースで売れてくれれば、継続的に卸してくれる先を探したほうが良さそうだ。

　しかし、それでもここまで持ってきてもらうわけにもいかないだろう。

　何回か街と往復してわかったが、この森に住んでいて、ほぼ被害なしに行き来できるのは、事前に危険を察知してくれる、サーミャの貢献によるところがかなりある。

　例えば、昨日でもうっかり狼たちの食事の現場に踏み込んでしまっていたら、どうなっていたかはわからない。

　撃退は出来ても無傷ではなかったかも知れないし、何より、かなりの時間を消費してしまっていただろう。そうなると今度は暗い森の中を帰るハメになっていた。

　暗い森の中を行く、というのがどれほど危険なことか。

　それを考えると、そろそろ荷車が必要か。しばらくは在庫を持っていくのも大丈夫そうだが、いずれ限界も来るだろうから、今のうちに所有しておくのもいいかも知れない。導入を考えよう。

　導入するとして、自作するのか、購入するのか……。

　自作するなら、また木を伐って材木を確保する必要がある。でも、二週間かかっても、その間に街に行くのは二～三回だと思うし、それくらいの間なら余裕だろう。せっかくだし、自作してみて、どうしようもなかったら購入することにしようかな。

　夕方頃まで、そんなことを考えながらナイフを作っていたが、クオリティ自体は今までの〝一般モデル〟と変わらない。

　チートだからと言われればそれまでだが、ここまで集中しなくても、そこらの鍛冶屋より良いものが作れてしまうのは良いことなのかどうか、ちょっと悩みどころではある。

　ただ、ものを作って暮らしていく、というのは作ったものの出来だけが評価される世界で生きていくことだとも思うし、せっかくの二回目の人生なので、もらったものはありがたく活用させてもらうとしよう。

　出来上がったナイフをしまっていると、サーミャが戻ってきた。

「帰ったぞー」

「おう、おかえり」

　出迎える俺を見て、サーミャがもじもじしている。

「なんだ、どうした？」

「いや、なんか……今、ちょっと……嬉しかったから……」

「ああ……。家に帰ってきたら人がいるっていいよな」

「う、うん」

　前の世界では、結局俺が摑つかむことのなかった幸せだ。サーミャはどうなんだろうな。

　俺に助けられてよかったとは言ってたが、もし大黒熊に襲われなくて、普通にそのまま森の狩人かりゆうどとして、他の獣人と結婚して子をなすような人生があったのだろうか。

〝ウォッチドッグ〟の言い分だと、サーミャが大黒熊に襲われて、誰かに助けられることは変わらないはずだ。

　つまり、世界としては彼女が命を落とすことさえなければ、それを助けるのが俺なのかどうかは関係ない……ってことだと思う。

　ただ、助けたのが俺でよかったのかどうか。

　もし全ての事情を彼女が知った時に、俺でよかった、と思ってもらえるようにはしていかなきゃな。

「で、獲物は？」

「樹鹿を仕留めた。はらわたは抜いて、今は湖に漬けてある。また明日の朝一で取りに行こうぜ」

「おう、じゃあ明日運ぶの手伝うか。とりあえず手を洗ってこい」

「うん」

　そして、いつもどおりの食卓の風景だ。

「どうだった？　矢とナイフの調子は」

「めちゃくちゃ良かったぜ！　矢は深くまで刺さるし、その後ナイフで捌さばいたときも、すんなり捌けてめちゃくちゃ助かった」

「そうか、役に立ててよかったよ」

　そのあと、いかに奮闘して樹鹿を仕留めたのか、身振り手振りを交えた解説が行われ、俺はにこやかにそれを聞くのだった。
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　翌朝、俺とサーミャは湖に来た。俺は作業場から縄と斧おのを持ってきている。

「ええと……」

　サーミャが沈めたあたりがどこだったか探っている。

「お、あれだ。矢が刺さってるだろ」

「おお、確かに」

「あそこからもうちょい奥だ」

「行ってみるか」

　そこに近づいてみると、水の中に大きな鹿の身体が沈んでいた。

「まずは岸まで引っ張り上げる。エイゾウ、手伝ってくれ」

「おう」

　二人で鹿の足を持って引きずる。多少は浮力があるのか、思ったよりは楽だ。

　岸まで運び上げたら、適当な大きさの木を二本ほど斧で伐きり倒して、それを適当な長さに切りそろえ、縄でまとめて荷台のようなものを作る。

　その端に別の縄をくくりつけて、引っ張れるようにする。その上に鹿を乗っけたら、移送準備完了だ。俺とサーミャで一緒に引っ張る。

　俺たちの力が強いのか、鹿が思ったより軽いのか、スルスルと動く。四〇分ほどで家についた。さぁて、これから解体だ。

　樹鹿を家の近くまで運んできたので、手近の木に逆さ吊づりにして、皮を剝はいでいく。

　サーミャの手慣れた手つきに、俺のナイフの切れ味も手伝って、あっという間に皮を剝ぎ終わる。

　その後、頭を落とす前に、サーミャが角の部分を指して言った。

「ほらここ、折れた痕があるだろ」

「お、ホントだ」

　言われて見てみると、枝が折れたかのような痕があちこちに残っていた。

「この大きさだからな。森狼おおかみとかから慌てて逃げる時に、どうしても角がぶつかるんだよ」

「へえぇ、こうやって見るとよく分かるな」

「だろ？」

　サーミャが得意げに言う。こういう知識があるのは純粋にすごいと思う。

「はらわたは先に抜いたって言ってたが、どうしたんだ？」

　実際に湖から引き上げた時点ではらわたは失なくなっていた。異世界にも寄生虫はいるんだろうから、その辺の対策だったりするんだろうか。

「そのへんに置いときゃ、狼どもが食いに来るよ。そうじゃなくても森に還かえるし」

「なるほどなぁ」

　自然に任せる、ということか。前の世界でこういうことをするといろいろ問題にされるんだろうが、ここでは問題になることは少ない。寄生虫の問題はあるにせよ、ほとんど認識はされていないだろう。そもそも取り締まるような法も組織もないからな……。

　切り分けると、前の世界でも見たことあるような感じの肉が並ぶ。

　知識としては知っていたが、やってみないと肉にするということの実感はなかなか摑めないものだな。

「残った骨は？」

「ここからちょっと離れたところに行って捨てる。これも狼が食ったりするからな」

「なんかしょっちゅうやってると、そのうちついてきそうだな」

「たまにいるらしいけどな」

「やっぱいるのか」

「ああ。ついてこなくても、獣人とか人の匂いがして強そうなやつは、そうでないやつよりも襲われにくい。自分たちで狩りをしなくても、それなりの獲物を貰えるのがわかってるからな」

「賢いんだな」

「ああ。でなきゃ、この森じゃ生き残れないからな」

「そりゃそうか」

　うかつに狩人に手を出しまくっていたら、今度は自分が狩られる側だ。はぐれはいて被害がないことはないんだろうが、そういうやつは多くはなさそうだ。

　その日の昼食と夕食は、樹鹿の肉を焼いて食うことにした。残りは干し肉にするために作業場に吊つるしておく。

　あっちはほぼ毎日火を使って仕事してることもあって、温度も高いし、湿度も基本的には低いからな。でもそのうち、燻くん製せい小屋とか、倉庫とか欲しくなるんだろうな。

　自家製の保存食がただの干し肉だけじゃ味気がない。しかし、燻製肉が作れるなら、その分食生活が豊かにもなる。

　豊かな食生活はこの世界でスローライフを送る上でも重要な項目の一つだからな。
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　翌日はサーミャの狩りはお休みだ。なんでも獣人にはそういう風習があるのだとか。

　そんなに肉を獲ってきても消費しきれないし、獲りすぎて数を減らさないため、とかそういうことで決まった風習なんだろうな。

　なので、今日はちょっと作業を手伝ってもらうことにした。

　今日作るのはロングソードなので、まず木型に粘土を塗るところを手伝ってもらう。

「なんか面白いなこれ」

「だろ？」

　若干、粘土遊びに近いからな。割って砂に埋めるところは俺がやる。割った時に綺き麗れいに型が取れているのを見て、また喜んでいた。

　次にやってもらうのは、バリ取りだ。バリが出ている部分をハンマーで叩たたいて落とす。一本手本を見せて、残りをやってもらう。

「おー、これも面白いな！」

「そうか、じゃあ残りもよろしくな」

「おう！」

　俺はその間に剣身の仕上げをする。この日は二本仕上げることが出来た。

　二日ほどこんな感じでサーミャに手伝ってもらいつつ、減ったロングソードの在庫の四本を完成させた。
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「じゃ、今日は狩りに出てくる」

「おう、行ってらっしゃい。明日はまた街に出るから、あんまり無理しないようにな」

「わかった。行ってきます」

　手を振ってサーミャを見送る。彼女はひょいひょいと下生えを乗り越えながら森の奥へ消えていった。

　さて、俺は次の製作物にかかるとするか。

　作れるもののバリエーションは、多いに越したことはない。ナイフ、長剣ときたので、次は槍やりを作るとしよう。

　材木を作る時に余分な枝を払ったのだが、大きめのやつは別にとってある。その中から一四〇センチくらいあるものを選んで、棒状に削っていく。長い棒が出来たら、次は穂と石突きの製作だ。

　穂の部分は板材を叩いて四角柱にし、根元にする部分を円柱にして延ばし、柄えが入るようにしておく。

　穂先の部分は叩いて鋭くしていき、四角錐すいと円柱の組み合わせのような形にしたら完成とする。

　もう少し刃などをつけるものもあるが、初めてなので今回は刺突専用にしてある。

　石突きは穂の部分と同じ重さの鉄を円柱状にし、やはり柄が入る部分を筒状に加工したら、反対側を少しだけ尖とがったような形状にして完成。

　穂先の焼き入れが完了したら、石突きと共に柄にはめ込んで、短槍が出来上がった。

　今回は初めての製作なので〝特注モデル〟にした。だから売り物にはできない。もしサーミャの他に護衛が増えるようなことがあれば、その人に持たせるのはありかも知れないが……。

　試しに短槍を軽く構えてみる。槍兵の持つような長い槍ではないので、前の世界でのファランクスの真ま似ね事ごとはできないが、街の衛兵さんのような感じにはできて、少しテンションが上がった。

　でもこれ、今の見た目的には村の自警団にしか見えないよな……。

　この日は短槍を一本仕上げて終わった。これも魔法併用の道具や、俺のチートがあるおかげで、多分本当はもっと時間かかるんだろうな。

　そんなことを考えながら、仕事場の火を落とし、肉の乾き具合を確かめて、今日の仕事を終えることにした。

　そろそろ夕食の準備でも始めるか、と思ったところに、サーミャが帰ってくる。

「おかえり」

「た、ただいま」

　照れるサーミャ。こっちも照れるから早く慣れてほしい。

「今日は何を獲とってきたんだ？」

「今日は木葉鳥だよ」

　二羽ほどの鳥を掲げるサーミャ。大きさは前の世界でのカラスくらいで、見ると翼がこのあたりの木の葉に似ている。この森では鳥も擬態をしているのか。

　一人で散策していたときには見かけなかった、と思うが、こうも鮮やかに擬態されていると見かけなかったのか見落としたのかは分からないな。

　これでは見つけるのも射落とすのも苦労しただろう。サーミャは多分腕前が良いほうなのだろうと思うが、それでも二羽だけしか獲れなかったのが、その証拠でもある。

「じゃあ、今日はそいつを使うか」

「おう、楽しみだ」

　まずは羽根を毟むしる。風切り羽は綺麗な翡ひ翠すい色をしていたのでとっておいて、使えるようなタイミングがあれば装飾に使うことにした。あとはひたすら毟る。

　体の方の羽毛もとっておけば布団や枕に出来るのだろうが、サーミャに聞いたところ、「木葉鳥でそれするやつは、あんまりいない」とのことだったので諦める。

　量もそんなにとれないみたいだしな。そういうのに適した鳥の羽毛は、毟ると体が小さくてもすごい量になると、前の世界で聞いたことがあるから、多分向いてないんだろう。

　羽根を毟って、産毛を魔法のコンロで炙あぶって焼いたら、腹を開いて内臓を取り出す。

　多分、砂肝やらレバーやら食えるんだろうが、今回は捨てることにした。サーミャも「あんまり食わない」と言ってたしな。

　胸肉を切り離して、手羽とモモを関節のところで切り分けたら、肉としての準備は完了だ。塩だけで焼いて食うことにする。

　今日は樹鹿のスープと焼木葉鳥、無発酵パンで少し豪勢な夜を過ごす。

　味としてはニワトリの味を少し薄くしたような感じだが、決してまずくはない。味が薄い分、タレなんかの濃い味付けよりも、塩だけみたいなシンプルな味付けのほうが正解だな。

「明日また街に行くけど、これなら塩漬け肉は買わなくても良いかもなあ」

「おう、またアタシが獲ってくるよ」

「頼んだぞ」

　俺はそう笑って言い、サーミャが笑って頷うなずいた。








２章　はじめてが二つ






　翌日。俺とサーミャは街に向かっていた。護身用に槍を持ってくるか悩んだが、まだ試してないので置いてきている。明日にでも試し切り（突き？）をやらないとな……。

　今回は森でも何事もなく街についた。入り口の衛兵は今日もマリウス氏である。

　手には支給品の短たん槍そうを持っているが、腰には〝間違えて持ってきた私物〟のロングソードを佩はいている。

「お、今回はちょっと早かったな」

「ええ、在庫ができたので」

「なるほど。品しな揃ぞろえは変わってないのか？」

「そうですね、今日は前と同じです」

「そうかぁ。ロングソードはあるんだよな？　うちの連中にも言っとく」

「ありますよ。ありがとうございます」

「あー、それと」

「なんでしょう？」

「いや、いいや。自じ由ゆう市いちに行ったら分かる」

「……？　わかりました。それでは」

「ああ」

　いつも直ちよく截せつ的な物言いのマリウス氏にしては、やたら歯切れが悪かったのがひっかかるが、今日は物を売りつつ、塩やなんかを買って帰るのが目的なのだ。俺たちは自由市の方へ向かった。

　今日も商品は俺だけが持っているので、販売スペースへはまず俺一人で行く。サーミャにはその間に買い出しに行ってきてもらう、という算段だ。

　いつもどおりに金を払って、販売台を受け取り、スペースに向かう。受付のオッさんにも少しは覚えられてきたらしく、今日はいつになく愛想が良かった。

　前と同じところは埋まっていたので、少しズレたところに販売台を置いて、開店準備を始める。織物商は今日は見当たらない。

　今回、俺たちは早めに来たし、日が合わなかったのか、しばらくは来ないのか……。知り合いがいないと、ちょっと寂しいな。

　今日の商品は前回と同じなので、テキパキと準備を進めて、開店準備は完了だ。もちろん自由市では、開店時間なんてものはないので、準備完了はイコール開店なのだが。

　そうして、昼前まで待っていると、前回ロングソードを買ってくれた行商人の男が来た。

「おう、どうだい調子は？」

　気軽な感じで声をかけてくるので、俺も同じように返す。

「いやぁ、今日はダメだねぇ」

「一本もかい？」

「一本もだ」

「じゃ、ロングソード、ある分買うよ」

「えっ!?　いいのか？」

「ああ。前に持っていったのが、売り先で好評みたいでな。もう何本かくれって言われてるんだ」

「なんだ、それ知ってたら、もう一〇本も夜よっぴて作って持ってきたのに」

「職人のくせにがめついな、お前は」

「ずーっと一週間も鉄を叩いてるとな、たまにゃあ銀を拝みたくなるんだよ」

「なるほどな。わかるぜ」

　そうして、二人で笑う。行商人の男は本当に四本とも買っていってくれた。今日の目的はほぼ完了だな。

　今日も〝高級モデル〟も持ってきてはいるのだが、これは、という客が現れないので売れずにいる。

　しかし、それではいつまでも売れないので、どこかで見切りをつける必要はあるだろう、次くらいに行商人のやつが来たら、あいつに任せてもいいな。

　そんなことを考えていると、サーミャが買い出しから戻ってきた。

　今日買ってきてもらったのは、鹿肉を塩漬けにするための塩と、昼飯の屋台メシ。屋台メシの方は、固く焼いたパンの上に、焼いたイノブタのスライス肉を載せて、その上から甘辛いソースをかけた、という説明のまんまの料理だ。

　ピザともハンバーガーとも違うが、なかなか美う味まいので、ここに来るときはこれが常食なのである。

　壁内だといろいろ面倒な決まりがあって、パンはパンの店、肉は肉の店と一店舗で取り扱える商品は一つっきりだけだったりするそうだが、ここは壁外の自由市、そんな決まりはないのでこうした料理にありつける。

　そうして腹を満たし、〝一いち見げんさん〟にナイフが何本か売れたあと、それはやってきた。

　一いつ見けんすると子供のようでもあるが、それにしてはやたら身体からだががっしりしている女性がキョロキョロと何かを探してうろついている。それを見て、サーミャがボソリと俺に呟つぶやいた。

「ありゃドワーフだ。珍しいな」

「少ないのか？」

「この辺りじゃあ、あんまり見ないな。アタシも一回だけ森に来たやつを街道まで案内したことがあるけど、それっきりだ」

「そうなのか」

　レアな種族を見ることができているのか。これはちょっと嬉うれしいな。

　それにドワーフ。聞き覚えのある種族名だ。いるんだな……。この調子だとエルフもいそうだ。今度サーミャに見たことがないか、聞いてみよう。

　そのドワーフの女性は、販売台に残っていたナイフを見やると、慌ててこちらに向かってきた。

　顔を見ると、鼻はやや丸いかな？　というくらいで、後はほとんど人間と変わらない。

　しかし、腕や脚周りがガッチリしている。前の世界で言うボディビルダーほどではないが、ジムできっちり鍛えている感じ、と言えば分かるだろうか。

「あ、あの！」

「はい。なんでしょう？」

　勢い込んで話しはじめる女性に、少し圧倒されながら応対する。

「衛兵隊の人のナイフを作ったのは、貴方あなたですか!?」

「ええ、そうですが……」

　サーミャが少し自分の位置を変えた。多分なにもないと思うが、ちゃんと護衛としての仕事をしようとしてくれているのが、なんだか少し嬉しい。

　女性はその様子に気がついたふうもなく続ける。

「このナイフは衛兵隊の人のものと同じですか？」

「ええ、そうです」

「見せてもらっても？」

「どうぞどうぞ」

　女性は鞘さやからナイフを抜いて、刀身や柄つかのつくりをじっと観察する。

　そして、しばらく観察したあと、言った。

「お宅で一番出来の良い商品を見せてもらえませんか？」

「え、まぁ、いいですけど」

　一番出来の良い商品か……。今見ているナイフも、そこらの鍛冶屋には負けない出来だと思うが、そのナイフを見て、「これ以上を見せろ」と言うことは、それがあることを確信しているのだろう。

　今あるのはたまたまと言えばそれまでだが、いずれ売ろうと思っていたものだし、見せることは構わない。

　俺は〝高級モデル〟のロングソードを腰から外して、女性に渡した。

　女性はやたら恭うやうやしい感じで受け取ると、そっと鞘から抜く。出てきた剣身は、そこそこの力の入れ具合とは言え、俺が見てもなかなかの出来だった。

　この辺りになってくると、そこらどころか、かなりの腕前の鍛冶屋でもなかなか出来ないだろう。もし売るとしたら、〝一般モデル〟の一〇倍取っても文句は出まい。

　女性はナイフのときよりも、かなり丹念にロングソードを観察し続けた。

　あまりに長い時間観察しているので、何をしているのかと興味を持った別の男に、ナイフ一本を売りつける時間の余裕もある（まいどあり）くらいだったのだ。その間も一心不乱に女性は剣を見続けていた。

　そして、流石さすがにそろそろ返してもらおうかと思った頃、

「ありがとうございました。お返しします」

　ロングソードを鞘に収めて返してきた。

「どうも、ありがとうございます」

　と、俺がそれを受け取った瞬間、女性が俺に向けてずいっと動いた。サーミャがそれに反応して、俺の身体を後ろに引っ張りつつ、自分が前に出る。

　しかし、女性が取った姿勢は俺への攻撃ではなく、足を折り曲げ、地面に手をつき、頭を下げた姿──土下座だ。

　この世界って土下座あるのか!?　と驚く俺を他よ所そに、女性は自由市の真まっ只ただ中なかで、土下座姿のまま叫ぶ。

「私を弟子にしてください！」

　俺はしばらく、キョトンとすることしか出来ないのだった。

「か、顔を上げてください」

　俺は慌てて女性に声をかける。しかし、女性は動こうとしない。

「お願いします！　私を弟子に！」

　これはもしかして弟子にするまで、てこでも動かないというやつでは……。

　周囲にもなんだなんだと人が集まりつつある。俺はともかくこの女性と、何よりサーミャをあまり好奇の視線の中に置いておきたくない一心で言葉を絞り出した。

「とりあえず、店じまいをしてしまいますから、それから話を聞かせてください」

　それで女性はひとまず立ってくれた。

　すかさず、俺はバタバタと店じまいをする。衛兵が来る前に立ち去りたい。あんまり彼らに迷惑をかけたくないのだ。お得意さんだからな。

　俺がこれまでの最速タイムを叩たたき出だして片付け、販売台を持ち、三人で返却場所へ向かおうとした瞬間、マリウス氏と出くわしてしまった。

　だが、やけにのんびりしているな……。

「おー、ドワーフのお嬢さん、ちゃんと会えたのか。良かった良かった」

「はい！　おかげさまで！」

　にこやかに返事をするドワーフの女性。あぁ、マリウス氏が朝言ってたのは、この人のことか……。

「マリウスさん、別に朝言ってくれてても良かったのに」

　俺はマリウス氏にゆるく抗議する。

「いやまぁ、言ったところで結果は変わんないし、どうしようもなかっただろ？」

　それはそうなのだが、こう、こちらにも心の準備というものがあるのだ。

「それに普段仏頂面なアンタの、あんなに驚いた顔が見られたから、俺にとっては儲もうけものだったな」

　やけにタイミングよく出てきたと思ったら、巡回かなにかにかこつけて遠くから見ていたらしい。

「酷ひどいなぁ……」

「まぁ、許してくれや。ここらじゃあ、こういうことくらいしか楽しみがないんだよ」

「貸しにしておきますからね」

「了解いたしました！」

　最後はおどけて敬礼までするマリウス氏。悪い人じゃないとは思うのだが、こういうノリがちょっと苦手な部分はある。とにかく貸しにしたからな。




　マリウス氏にも別れを告げ、販売台を返し、新市街にある宿屋に来た。

　ご多分に漏れず、一階が酒場で二階が宿泊施設になっている。このドワーフの女性は、三日ほど前からここに逗とう留りゆうしているそうだ。

「私はリケ・モリッツといいます」

　と、女性は名乗った。デカいジョッキ──ガラス製ではなく、小型の樽たるに取っ手がついたようなもの──を抱えているが、頼んでたのエールじゃなくて葡ぶ萄どうの火酒ブランデーじゃなかったか？

「家名？」

　ボソリとサーミャが疑問を口にする。だが、

「あ、いえいえ、モリッツは家名ではなく、工房名です」

「工房名？」

　今度は俺が疑問を口にする番だった。サーミャは隣でエールをちびちび飲んでいる。

「ええ。ドワーフは基本的に、いくつかの家族で集まって工房を持ちます。そこで生まれたり、暮らしたりする人は、自分の名前以外に工房の名前を名乗るんですよ。私だとモリッツ工房のリケ、という意味です」

　部族とか、村の名前を名乗るようなものか。

「私の名前はエイゾウです。こっちはサーミャ」

　サーミャがちらっと俺を見た。多分〝タンヤ〟の方を名乗らなかったからだろう。

　別にリケさんには言ってもいいのだが、酒場では誰が何を聞いているか分からないからな。

　こっちの世界にある家名だったら、面倒なことになるし、わざわざそんな危険を冒すこともない。

「よろしく」

　ぶっきらぼうにサーミャが言う。

「こちらこそ、よろしくお願いします。エイゾウ、さん……北方の方なんですか？」

「ああ。出身はね。ちょっと色々あって、〝黒の森〟に住み着いて、そこで鍛冶屋をしています」

「なるほどそれで……」

　俺の話を聞いて考え込むリケさん。

「どうかしましたか？」

「ああ、いえ、これだけの物が作れる鍛冶屋を、ここに来るまでに全く見なかったのはなぜか、と思ってましたもので」

「ああ……」

　俺はカップの中身をチビリと飲む。水で割ったワインで、そんなに美う味まくはない。……見た目に反してアルコールに弱いのだ俺は。

　まぁ、普通は森の中に工房は作らないよな。もうちょっと川に近いところで、水車なんかで鎚つちを動かしたりするらしい。前の世界で鍛造するのに使う油圧式のハンマーとかが近いのかな。俺の場合は森の中に用意されてたから、問答無用だが。

「その辺の事情は深く追及しないでいてくれますと、助かります」

「そうですね。特に興味もないですし」

　あっさり言うな、リケさん。

「それで、弟子になりたいというのは？」

　俺は話の流れを軌道修正する。

「あ、はい。その話ですよね。ちょっと話すと長くなるんですけど」

　リケさんはジョッキの中身をグビリと飲んで、はぁっと息を吐く。

「私と弟達は工房を出て、研けん鑽さんを積むべく各地の工房を訪ねて回っていました。これはと思う工房があれば、そこで弟子入りさせてもらって、やがて元の工房に帰ってその技術を使い、新たな物を作りだし、再び弟子入りした工房に還元する。それがドワーフの生き方です」

　え、そんなのインストールにはなかったぞ。動物の細かい生態とかは入ってないから、こういうのも入ってないんだろうか。まぁ、そっちのほうが楽しみはあるが……。

「そんな、下手をしたら技術が流出するようなこと、みんな断らないのですか？」

「はい。ドワーフに弟子入りを願われるのは、普通、工房にとっては名誉なので。それにうまく行けば、自分の工房にもメリットがありますからね」

　だけど鍛冶屋でない普通の人間は知らないから、あの時、弟子入りの驚きより好奇って感じの視線だったんだな。

　壁内の鍛冶屋に見られてたら、やっかみを受ける可能性はあるってことか。さっさと立ち去ったのは正解……いや、マリウス氏が本当に見張っていたのは誰だ？　まぁいい、この借りは別の形で返そう。

　リケさんは続ける。

「それで、三日ほど前この街に着いた時に、さっきお会いした衛兵さんが、ナイフを使っているのを見て思わず聞いてしまったんです。それを作った人に弟子入りしたいので、住んでいる場所を教えてください、と。その時はこの街の鍛冶屋だと思ってましたからね」

「ふむ、それが私のだったと」

「はい。ですが、名前も住んでる場所も知らないが、週に一度は自由市に来る。前に来たのがちょうど四日ほど前だったから、三日後くらいに来るんじゃないか、そう言われました」

「確かに今はそんな感じですね」

「それで弟たちを先に旅立たせて、今日はロングソードも見せていただきました。やっぱり弟子入りして、この技術を身に着けたいと、そう思っています」

「なるほど。……ん？」

　今、彼女は気になることを言ったな。

「弟さん達はもうここにはいないんですか？」

「ええ。彼らには彼らが向かうべき工房がありますので」

　ニッコリと微笑ほほえむリケさん。

「じゃあもし、ここで私が断ったら……」

「女の一人旅で、次の工房を探すことになりますね」

　いや、それは危ないにも程があるだろう。と言うかそれも見越して言ってるんだろうな……。

　ここは観念するか。我ながら甘々だとは思うが。

「……分かりました。弟子入りを認めます」

　俺が小さくため息をつきながらもそう言った途端、隣でサーミャも大きくため息をつく。すまんな。でも予想してただろ？

「いいんですか!?」

「はい。ただし、認めるための条件が四つあります」

「は、はい。なんでしょう？」

「一つめ、私は今回のリケさんみたいな、自分を犠牲にする覚悟で、というのは嫌いです。今後はやらないでください」

「はい」

　居住まいを正して、頷うなずくリケさん。

「二つめ、うちには十分な部屋がありません。最初はその建築からになります」

「はい。モリッツ工房でも、家族に子供が生まれたりしたら、部屋の建て増しを工房のみんなでやっていたので、大丈夫です」

「三つめ、さっきとちょっと被かぶりますが、鍛冶以外にもいろいろ手伝ってもらいます」

「はい。弟子入りってそういうことですので」

「四つめ」

「はい」

「敬語はやめにしよう。俺もリケって呼ぶから、リケもエイゾウって呼んでくれ」

「いえ、そういうわけにはいきません、親方！」

　それを聞いたサーミャがキョトンとしている。

「お、親方……」

「ええ、私は弟子なのですから、親方と呼んで敬意を表すのが筋スジです！」

　サーミャはとうとう堪こらえきれずに笑いだした。お前覚えとけよ。

　こうして、だいぶ先になるだろうと思っていた俺の弟子が出来たのだった。




　リケは早速今日、家うちに来る。また迎えに来るから、明日にしたらどうか、とは言ったのだが、今日のうちに来たいと熱望するので、聞き入れた。

　あまりボヤボヤしていると日が暮れて危ないので、早く帰れるように、リケにも荷物を纏まとめてもらう。

　幸い（？）にもいつこの場を離れるとも分からないので、いつでもパッと纏めて出立できるようにはしてあったらしく、すぐに二階から降りてきた。しかし……。

「大丈夫か？　その荷物」

「ええ。これでここまで来たんですから」

「そりゃそうか」

　リケは自分の半分ほどもある大きさの背はい囊のうを背負っていたのだ。旅の途中で施したのか、背囊にはあちこち補修した跡がある。

　でも確かにリケの言う通り、この荷物でここまで来たんだから歩くのは平気か。

「それじゃ早速行こうか。サーミャがいるとは言っても、日が沈んでしまうと厳しい」

「分かりました、親方！」

　元気よく答えるリケ。そのうち親方呼びはやめさせよう……。

　俺たち三人は、急ぎ足で街道を行く。

　俺とサーミャはともかく、リケは結構な量の酒を飲んだし、荷物も大きいのに、足取りはしっかりしている。これがドワーフということなのか……。

　そして、いつもよりも二〇分かそれくらい早く森の入り口に着いた。

「ここからは森の中を行くから、はぐれないようにな」

「はい、親方」

「万が一はぐれたら、アタシが見つけてやるけど、大声は出すなよ。ヤバいのが来てたら、呼び寄せちまうかも知れないからな」

　サーミャが注意をする。

「は、はい。わかりました」

「一時間くらいで一旦休憩にするから、そこまでは頑張ってくれ」

「はい！」

　そして俺たちは森の中を進み始めた。リケは心配するほどではなかったが、やはり森の中をずっと歩くことには慣れていないらしく、時折木の根や草などにつまずきかけている。

　それでも俺たちに後れを取ることはない。最初の休憩まではすんなりついてくることが出来た。

「リケ、足の調子はどうだ？　痛むとかあったら言えよ？」

「いえ、大丈夫です。なんともありません」

「こういうところでは、無理するのが一番危ないからな。違和感があったらすぐに言ってくれ」

「はい。分かりました、親方」

　そして、再び出発して一時間ともう少しほどすると、我が家についた。

　ギリギリ日が落ちきる前で、我が家は薄明かりの中に佇たたずんでいる。道中、結局リケはコケることも、足が痛いと訴えることもなかった。

　ドワーフが特別頑丈に出来ているのか、それともリケが頑丈なだけなのか。ここまで弟たちと旅をしてきたというし、その旅路で慣れたのかも知れない。

「ここが俺達の家、兼、工房だ」

　俺は家を指で指し示す。リケは目をキラキラさせながら言った。

「わぁ、結構大きいんですね」

「まぁな」

　少なくともいきなり現れてビビる程度にはデカいさ。

「足は大丈夫か？」

「はい。平気です！　思ってたより歩きやすくて！」

「そうか。とりあえず中に入れ」

　俺は鍵を使って閂かんぬきを外し、扉を開けた。

「はい！」

　パタパタと入っていくリケ。その後をサーミャがついていく。

「サーミャ」

　そこに俺は声をかけた。

「ん？　なんだ？」

「ありがとな」

　俺はサーミャが歩きやすく、しかも、他の生き物に会う可能性が低いルートを選んでいることに途中からではあるが、気がついていた。

「お、おう……」

　照れながら慌てた感じで家の中に入るサーミャ。リケが親方って言って笑ったときの仕返しもあるが、こいつ、こういうところ可愛かわいいよな。

　リケとサーミャに寝室で旅の埃ほこりを落とさせ、俺は書斎で落とし、ぱぱっと食事の用意をして、三人で食卓を囲む。

　ちょこちょこ話をしたあと、俺は切り出した。

「さて、来てもらったのは良いが、寝る部屋は余ってない。なので、しばらくサーミャとリケの二人で寝室に寝てもらう」

「え、いやそんな悪いですよ。お二人のところに入ってしまうのは。私は野宿の用意もありますので、そこらの床にでも寝かせていただければ十分です」

「ん？　今でも俺とサーミャは別々に寝てるし、特に変わらんが」

　実際、今もサーミャは寝室、俺は書斎で寝ていた。何度かサーミャが寝室を譲ると言ってきたのだが、その度に俺が断っていたのだ。

　ちなみに、今は毛布に包くるまって寝ているので、思いの外快適に睡眠できている。悲しい経験ではあるが、ブラック企業に勤めていた経験も無駄ではなかったということだ。

「えっ、そうなんですか？　ご夫婦なのに？」

「ぶっ!?」

　俺より先に、サーミャが口にしていた樹鹿のスープを噴き出した。彼女の正面に座っているのは俺なので素早く避よける。

「ばばばばばばバカ！　なんてこと言うんだ！　アタシとエイゾウはそんなんじゃねぇよ！」

　顔を真っ赤にして、サーミャが猛烈に抗議する。

「そうなんですか？　私と会ったとき、サーミャさんが親方をスッと守ったり、その後もチラチラ目線で会話してたり、親方も言葉の端々でサーミャさんを気遣ってたので、てっきりそうなのかと……」
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　不思議そうにするリケ。俺とサーミャが出会ってまだ一ヶ月くらいしか経たってないが、その間ほぼずっと一緒にはいたから、ある程度は以心伝心になっているので、自然と言葉を発さずに意思を伝えがちにはなっている。サーミャが大体汲くんでくれるし。

　しかし、リケはしっかり見てたんだな……ちょっと恥ずかしい。

「まぁ、そういうわけで、俺とサーミャは、今のところ何でもない」

「今のところ!?」

「え、そこ？」

　俺の言葉にリケより先にサーミャが反応した。また顔が真っ赤になっている。

　俺としては単に将来何がどうなるか分からん、くらいのつもりだったんだが。それを説明すると、サーミャは納得したのか頷いて縮こまっていた。

「ともかく、家族のようなものではあるけど、それ以上でもそれ以下でもないよ」

「同じ工房で暮らしてますもんね」

　ドワーフの価値観だと、同じ工房で暮らすイコール家族か。

「そんな感じだな」

　ちらっとサーミャの方を窺うかがうと、だいぶ立ち直ってきたのか、縮こまったままスープを飲んでいる。いかん、こういうところか。

「まぁ、そういうわけなので、女性二人は寝室、男は書斎、という部屋割りでいく。これはこの家の持ち主であり、工房の親方である俺の独断で変更は不可とする」

「はい」

「へぇい」

　リケとサーミャが返事をする。多分納得はしてないんだろうけど、ここはコレで押し通すしかない。

　にしても、リケが特に違和感なくそう思ったということは、この世界で異種族間の婚姻は珍しくないことなのだろうか。それならそれでいいことだとは思うが。

　俺はため息を一つついて、二人に言った。

「まぁ、それも各々の部屋ができるまでの我慢だ」

「そう言えば、木材はあるんですか？」

「ああ。十分な量を確保できている……はずだ。そろそろ乾燥しているだろうし、明日からでも取り掛かろう」

「分かりました！」「おう」

　こうして、我が家には新しい住人が一人増えたのだった。





◇　◇　◇






　翌日、朝飯を食い終わった俺とリケは、俺が二週間前に材木を積んだところにいた。サーミャは弁当を持って、狩りに出ている。「今日の獲物はできたら樹鹿がいいな……」と言っていたので、期待したい。

「さて、今日からはこの材木を使って、部屋の建て増しをしていく。ただし、間違いなく時間がかなりかかるから、一日の半分を部屋の建て増し、もう半分で鍛冶仕事をする」

「わかりました」

「それじゃ、始めるか」

「はい、親方！」

　元気よく返事をするリケ。それじゃあ、作業に取り掛かろう。

　サーミャに聞いたところ、ここらは地震も少ないし、雨もそんなには多くないらしい。

　実際ここに来てしばらく経つが、降雨にあっていないしな。気候的には、前の世界のドイツ辺りに近いのだろうか。

　この森の名前も〝黒の森〟──ドイツ語で言えばシュヴァルツヴァルト黒い森だし。

　それはともかく、基本的にはそんなにジメジメしていないようなので、礎石は置かずに直じかに柱を埋める方式で増やす部屋を作る。

　前の世界の話だが、多湿の日本でも伊い勢せ神宮の式年遷宮が二〇年に一度であることを考えれば、ここでなら住む家かどうかという違いはあるにせよ、柱そのものは同じかそれ以上にもつはずだ。

　なので、この方式で問題ないだろうと考えた。

　柱を立てるための穴を、前に作ったクワの柄の部分を、刃と直角ではなく、平行につけるように手直ししたスコップのような形のもので掘っていく。

　この辺りの地面だけなのか、それとも森全体がそうなのかはサーミャに聞き忘れたが、結構固い土をしている。

　この固さは出来の良いスコップ（仮）と、強化されている筋力がないと結構厳しいと思う。俺にはそれらがあって良かったと、転移させてくれたやつに心底感謝する。

　やがて結構深く掘れたので、そこに柱になる材木の端がかかるようにしたら、材木を縄でくくって引っ張る。

　俺とリケの二人でグイグイと縄を引っ張っていくと、やがて穴の縁に材木の端が引っかかり、材木が立ち上がって、穴にストンと落ちた。

　立って柱になっている材木を俺が抱えて何回かドンドンと叩きつけて、底を固める。その後は材木を俺が押さえて、リケに穴を埋め戻してもらって、とりあえず柱を立てることができた。

　同じ作業を午前中いっぱい繰り返して、二部屋分くらいの柱を立てた。でもこれまだちょっとグラつくから、明日にでも補強を入れないとダメだな。




　午後はリケお待ちかねの鍛冶の時間だ。とりあえず俺と並行して、ロングソードを作ってもらうことにするか。一般モデルは在庫ないしな。

　なので、昼飯の前に型を二つ作っておく。昼飯を食べたら、鉄を溶かして型に鋳込むわけだが、今回は俺は火入れとふいご（俺一人のときは魔法で風を送っている）だけやって、鋳込むところはリケにやってもらうことにした。

　外に出て見聞を広げようとしているだけあって、手付きに淀よどみはない。程なく二つの型に鉄を流し終えた。

　冷めるのを待つ間、今度はナイフの在庫を作る。これは俺がまずやってみて、その後リケにやってもらう。

　教えようにも俺の鍛冶の能力はチートだから、教えようがない。

　それに今回は一般モデルなので、そんなに力も入れられない。「見て盗め」方式なのが申し訳ないが、今日のところはこれで学んでもらおう。

　板金を取り出し、火床で熱したら、鎚つちで叩たたいて形にするが、あまり力は入れずに形を作る程度にとどめておく。

　その作業の間、リケは一瞬たりとも見逃すまいとしていた。

「どうだ？　得るものはあったか？」

「ええ。親方、やっぱり凄すごいですね。鉄の声が聞こえてるみたいです。でもこれ、本気じゃないですよね」

「わかるか？」

「そりゃもちろん。全然力が入ってませんでしたし。なにより、あの見せていただいたロングソードと比べたら一発です」

　ああそうか、リケは高級モデルを見ているんだった。

「今日見せられるのはこれだな。また明日、もう一つ上を見せる」

「いいんですか!?」

「ああ。弟子に出し惜しみしても仕方がないだろう？　今日のは売り物にするための在庫を作らなきゃならないから、こうしただけだ」

「ありがとうございます！　親方！」

　リケは今にも飛びついて来かねない勢いで喜ぶ。

「それじゃ次はリケだ」

「はい！」

　リケは俺と同じように火床で板金を熱し、鎚で叩く。ドワーフだからだろうか、その姿には力強さがあった。

　やがて板金はナイフの形になった。やっとこで摑つかんだままのそれを持ち上げ、俺の方を見る。

「どうでしょう？」

　言われて見てみたが、俺の作る一般モデルと比べても遜色はない。

　ただ、熱して叩いている間に、ほんのわずかだが、バラつきのようなものが出てしまっている。

　なんと言うか、鉄の組織がそこだけ違うかのような。俺が作るものではそのバラつきと言うか、違う組織が均一に広がっている。これが俺チート持ちとリケの大きな違いだろう。

　だが、見ている感じリケの腕前なら、俺の高級モデルと同じ質の品を作れるようになるのは確実だろう。

「いい出来だ。だが、まだまだ上を目指せる。俺は教えるのが下手で、見て盗めとしか言えないが、確実に昨日見せたロングソードくらいのものは打てるようになるはずだ」

　俺がそう褒めると、リケは、

「はい！　精進します！」

　と、はつらつとした笑顔で応こたえた。

　俺の打ったロングソードの方もリケに見せたが、こちらも一般モデルなので、

「素晴らしいですが、やはりあの時見せていただいたものとは違いますね」

　という感想だった。こっちも明日見せることにして、今日はそのための型だけ作っておくことにする。

　型を乾かして、鍛冶場の火を落とした頃、サーミャが戻ってきた。

「ただいま」

「おう、おかえり。どうだった？」

　俺が聞くと、サーミャはニンマリと笑って、

「聞いて驚け、大物の樹鹿を仕留めたぜ」

　と誇らしそうに言う。

「おお、やったじゃないか。今日も湖に沈めてあるのか？」

「ああ。血を抜いて冷やさないと、不味まずいからな」

　サーミャが鼻の辺りをしかめて言った。昔その不味いのを食べたことがあるのかも知れない。

　大物の鹿も、前までなら保存しても消費に一苦労したかも知れないが、住人が一人増えたこともあるし、これから食料は少し多めに確保していっても、問題はなさそうだ。

「それじゃ飯の支度をするから、二人とも体拭いてこい」

「おう」

「わかりました」

　そして夕食。根菜がなくなりつつあるので、麦と肉と豆のスープのような粥かゆのようなものを作る。

　タンパク質が多めだが、俺もリケもサーミャも全員体を動かす仕事だからいいだろう。

「明日はリケも一緒に鹿を運びに行くか」

「いいんですか？」

「人手は多いほうが良いからな」

「それじゃあ、ご一緒します」

「うん、頼むな」

　この辺りはどこかの段階で、二人だけでやってもらうことになるかも知れないし、今のうちに作業に慣れておいてもらうのは、悪いことではない……はずだ。

「そう言えば親方」

「ん？　なんだ？」

「そろそろ、鉄石や炭の備蓄が心こころ許もとないのでは？　仕入れ先とかあるんでしょうか」

「そうなんだよなぁ……」

　そう、流石さすがに今日明日なくなるというものでもないが、そろそろ鉄てつ石いし（鉄鉱石）や木炭の量を気にする必要が出てきた。

　今までは貰もらった資材で回していたから、売り上げはまるまる儲もうけになっていたが、ここからは原価がかかってくることになる。

　なので同じ原価で利率の良い高級モデルも売っていく必要が出てくるだろう。

　しかし、一にも二にも原料がないとどうしようもない。

「作業始めたのは最近だから、仕入れ先とかがないんだよな。だましだましなら、一ヶ月くらいはもちそうなんだがな……」

「その間に買える先を見つけないと、ということですね」

「うん。今度街に行った時に、マリウスさんか行商人にでも聞いてみるか……」

「私もつてを当たってみます」

「頼むな」

　とりあえず出たとこ勝負しかない。ああ、そうだ。

「サーミャ」

「ん？」

「矢じりの調子はどうだ？」

「絶好調だぜ。樹鹿は大物になると背中あたりの皮が硬くて、鈍なまってる矢じりだと刺さらないときすらあるけど、難なく貫いてたし」

「そうか。あ、そう言えば、心臓以外は埋めないって言ってたよな？　てことは心臓は埋めるのか？」

「そうだよ。森の土に埋める」

「なんか理由があるのか？」

「そうやって森に魂を帰すんだ。そうしたら、森が新しい命にしてくれる」

「なるほどなぁ」

　原始的な信仰のようなものか。リケも「ほー」っと感心しているので、獣人か、この森の中だけの風習のようだ。

　この世界にも実在するかは別として神様が存在するみたいなのだが、大抵は緩い信仰で、ガチガチの教義に基づいてどうこうみたいなのは今のところないらしい。

　俺は元現代日本人の宗教観から、サーミャは種族的な宗教観からあまり興味がないので、街の教会みたいなのにも行ったことがない。そもそも壁内にあるらしいから近寄りがたいしな。

「サーミャは明日は鹿を捌さばいたら休みだろ？　また鍛冶を手伝うか？」

「おっ、いいのか？」

「別にかまわんよ」

　そうやってリケの仕事をサーミャが、サーミャの仕事をリケが手伝ってくれるようになると、俺は自分の仕事に集中できる。

　それに万が一俺に何かあっても大丈夫だから、そうなって欲しいなと思っているのだが、はてさてそうなるだろうか。




　翌日、三人で湖まで向かう。俺は水みず瓶がめと斧おのを持参だ。

　まずは丸太の運搬台を作るが、斧で木を伐きろうと構えると、

「お、お、親方！　これは!?」

「ん？　ああ、この斧か」

「これは本当に素晴らしいですね!!」

　とリケが大興奮してしまった。昨日のうちに見せとけばよかったか……。

「使ってみるか？」

「いいんですか!?」

「ああ。めちゃくちゃ切れるから気をつけてな」

「はい！」

　俺が渡した斧をリケが構える。なんか、これはこれでドワーフ感すごいな。

「いきますね！」

　リケは斧を木に向かって打ち付ける。コーン！　と気持ちのいい音が響いた。だが、見た目は何も起こっていないように見える。

「？」

　リケが不思議そうにしているので、俺は声をかける。

「危ないから下がれなー」

「え？　は、はい！」

　リケは俺に言われたとおり下がりながら、俺に訴える。

「音はしたんですけど、手応えが全くなくて……」

　だよな。知ってる。

「まぁまぁ。もうそろそろだから」

「？」

　そうしてリケを振り返らせると、ちょうどその時、リケが斧を叩きつけたのと逆の側に、木がズルッと倒れていく。

「ええーーーーっ!?」

　大声で驚くリケ。サーミャが、

「ビビるよな、あれ。アタシも最初見た時、ちょっと気持ち悪かったもん。それなのにエイゾウは平気な顔してるし」

　と同情している。そうか、前の時、そんなことを考えていたのか……。

「とにかく、こういうふうに切れるので、十分に注意して扱うように」

「わ、わかりました」

　おそるおそるという感じのリケだが、さっきのでコツは摑んでいたらしく、四本ほどの木を伐り倒して丸太に加工する。

「なかなか手際がいいな」

「似たようなことはやってましたからね」

　増築とかするならそりゃそうか。俺たちは丸太同士を縄でくくってまとめる。

「よーし、それじゃあ引き上げと行くか」

　俺が声をかけると、サーミャが沈めたところに向かってザブザブと湖に入っていく。結構深そうだな。俺とサーミャの身長なら余裕があるが、リケはギリギリかも知れない。

「リケはちょっとこのへんで待っててくれ」

「はい」

　そうしてサーミャがいる辺りに向かうと、かなりの大きさの鹿が沈んでいた。体長が二メートルを超えてるかも知れない。

「おお、デカいな」

「だろ。一回手負いにしたけど、それでも逃げるもんで、仕留めるまでに時間かかっちまった」

「そうだろうなぁ」

　この大きさだと、ここに沈めにくるだけでも一苦労したはずだ。

「これは大変だっただろう。えらいぞ」

「へへっ」

　俺の褒め言葉をサーミャは素直に喜ぶ。

　まずはリケのいるところまで、俺とサーミャで鹿を引いていく。そこからはリケも一緒に引っ張ったので、割とすぐに岸まで引っ張り上げることが出来た。

　その後は前と同じく、丸太の運搬台に鹿を引きずりあげて固定したら、水瓶に水を汲くんでそっちも固定する。これで移動準備が完了したので三人で運搬台を引きずっていく。

　たっぷり三〇分ほどかけて、我が家に戻ってくることが出来た。

　さて、ここから解体だ。デカブツなだけあって、前回よりも持ち上げるのに苦労した。皮を剝はいでしまう作業自体は前とそんなには変わらなかったが、特注モデルのナイフの切れ味に、リケがまた驚いていたくらいだ。

　俺とサーミャは日常的に使ってるから、余計なところを切ったりとかしないが、慣れてないと皮を切ってしまったり、内臓を取り出したりする時なんかにも、傷つけてはいけない臓器（膀ぼう胱こうや胆たん囊のう、大腸なんかがそうだ）を傷つけてしまいそうだな。

　二〇分ほどすると、鹿は大柄だったにもかかわらず、速やかに食肉へ姿を変えていた。肉の量は体格相応に多い。

「これだけあれば、三人とも大食らいでも二週間は余裕でもつな。助かるよ、サーミャ」

　俺がそう言うと、サーミャは、

「そ、そうか？　じゃあまた獲とってきてやるよ！」

　と嬉しそうに言うのだった。

　解体した鹿の肉は今日すぐに食べる分だけ取とり除のけて、残りは干すのと塩漬けにするのとに分ける。干すのはまた作業場だ。干す作業はリケに手伝ってもらった。

「初めてここに入った時、なんで肉が干してあるのかと思ったら、こういうことだったんですね」

「そのうち貯蔵庫でも作って、そっちに干したいけどなぁ」

　出来れば炭小屋なんかも欲しい。俺、一大事があったらそこに隠れるんだ……。

　そうこうしている間に昼になったので、昼飯は麦粥がゆに鹿肉ステーキと洒落しやれ込こむ。味付けは塩のみだが十分美う味まい。ワイワイと鹿肉の味の寸評や、猪いのしし肉の味の話をした。

　ドワーフたちは一日五食……なんてことはないらしい。普通に街の人たちとそんなに変わらない食生活をしているようだ。

　ただ、身体の大きさの割には量を食べる。身体が小さいので、食べると言っても絶対的な量は知れてはいるが、俺と同じかちょっと多いくらいなので相対的にはかなりの量のはずだ。

　それを知ったのは、うちにきて最初の食事のときである。あのとき、ついつい一人前を俺とサーミャと同じ量で計算して、全員で三人前とちょっとくらいの量を用意してしまった。

　部屋の話なんかをするちょっと前のことである。

「すまん。食べられる量だけ食べてくれたら良いからな」

「いえいえ、平気ですよ」

　俺の言葉にリケがあまりにもあっさりと返したので、おかしいなとは思ったのだ。

　しかし、ここで「わかりました！」と言える人もそうそういないし、それで平気だと言っただけだろう、そうも思っていたのだが……。

　実際は俺たちが食べなかった分も普通にぺろりと平らげた。

　その様子から聞く意味があるかどうかは疑問だったが、一応「無理してないか？」とは聞いた。

　想像に違たがわず、返ってきたのはキョトンとした顔と「何がです？」という答えだった。

　俺とサーミャは二人して顔を見合わせたものである。




　モリモリと食べる一人と普通に食べる二人の昼食が終われば鍛冶仕事だ。

　型は昨日のうちに作ってあるので、鉄を流せば形はできる。魔法で炉に火を入れる時に、リケが言った。

「そう言えば、親方は魔法が使えるんですね。さっきお昼ご飯のときも使ってましたけど」

「ああ。簡単なやつだけな」

「鍛冶とかも出来るのにすげぇだろ。エイゾウは家名持ちなんだよ」

　唐突にサーミャが割り込んで自慢している。いや、これはお前が自慢することなのか？

「え、そうなのですか？」

「あ、ああ。俺はわけありだし、街じゃ誰が聞いてて、どこに伝わるか分かったもんじゃないからな。すまんがあの時は名前だけ名乗った」

「そうだったんですね。謝られることはありません。むしろ納得がいきました」

　リケの隣でサーミャがドヤ顔をしている。わかったわかった。

「家名はなんとおっしゃるんですか？」

「タンヤだ」

「タンヤ。それでは私は、リケ・タンヤですね」

「なんでそ」うなるんだよ！」

　俺の言葉を遮ってサーミャが続けた。言おうとしたことは同じではあるのだが。

「だって親方の家名がタンヤということは、ここはタンヤ工房。ドワーフの慣習では、家名でなく工房名を名乗りますので、弟子入りした私はリケ・タンヤということに」

　そう言われると、筋は通っているように思える。だが、

「わけありだからな。どうしても必要になったら、工房名はエイゾウってことにしてくれ」

「分かりました。では、リケ・エイゾウということで」

　うーん、慣習とは言え、自分の名前を女の子が名乗るのは気恥ずかしいものがあるな。そう思っていると、

「ずるい！」

　突然、サーミャがそう言い出した。

「アタシも同じの名乗る！」

「ええ……」

　何を言い出すのこの子。

「アタシもサーミャ・タンヤか、サーミャ・エイゾウって名乗っていいだろ!?」

「うーん」

　リケはドワーフの慣習として、工房名を家名のように名乗る、というのがあるから仕方ないが、獣人にもそういう慣習があるってサーミャから聞いたことないんだけど……。

　でも、ここで断る理由もない。サーミャは家族だし。そもそも、住まないかと言ったのは俺なのだ。

「まぁ、いいぞ」

「やった！」

　俺が許可すると、サーミャはやたらはしゃいでいた。

　この世界においてはお客さんのような立場の俺が、モノ以外に残そうと思うものはないのだが、幻のエイゾウ工房なんてのもちょっと格かつ好こいいかも知れない。

　そうこうしているうちに炉の温度が上がってきたので、鉄石（鉄鉱石）を入れて鉄を溶かす。

　溶けるまでは時間があるので、その間に火床の方にも火を入れ始める。

　両方に火が入ると、作業場の中はかなり暑くなる。汗もかくし、飲料用の水の確保は欠かすことが出来ない。二日にいっぺんとかでなく、ほぼ毎日水を汲みに行くのはこの辺りが理由だ。

　鉄が溶けたので型に流す。俺のやるほうはサーミャが、リケのやる方はリケが流した。流し終えたら炉の方は火を落としてしまい、火床の方に板金を入れて熱する。

　今はやってないが、そのうち誰かから個別に発注されたときは、折り返し鍛錬とかやりたいな。

　今日作るナイフは最初は〝高級モデル〟で良いかと思っていたが、本気で作る〝特注モデル〟だ。リケに作るところを見せて学んで貰もらう必要もある、と思い直したからな。

　高級モデルと特注モデルで工程自体は変わらない。いつもより遥はるかに集中し、丁寧に叩き、焼き入れなんかもギリギリの温度を見極め、研ぎも指先の感覚に神経をとがらせる。

　そうして出来るのが特注モデルであり、高級モデルとの違いだ。

「すごいです！　素晴らしいです！　人間でこんなものが作れるなんて！　ドワーフでもいませんよ！」

　リケは大興奮している。鍛冶のこととなると全く目がないな。

「じゃあ、このナイフはリケにやるよ」

　俺はちょちょいと作った簡易の鞘さやに収めたナイフをリケに手渡した。

「いいんですか!?」

「ああ。切れすぎて売り物に出来ないし、うちに弟子入りして家族になったからな。危ないから、取り扱いには気をつけるように」

「分かりました。私もここを目指して精進します！」

「おう、頑張れ」

　しかし、特注モデルでも作業時間は一般モデルの一・五～二倍に収まる。高級モデルなら一般モデルと比べてもほぼ誤差レベルの作業時間に収まるだろう。

　そう考えるとこれからは原価もかかってくるし、リケの一般モデルと俺の高級モデルの二本立てとかでやっていくのが良いのかも知れないな。




　その後はリケがナイフを作る。手際は俺と比べても遜色はない。

　ただ、確かに若干ではあるが、バラつきのある部分がある。
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　これだと使っているうちに弱い部分が先に壊れて、結果的に全体が脆もろくなったり、硬くなりきれてない箇所の切れ味が落ちてしまうだろう。

　俺はチートとインストールで、どこを叩たたけば均一になるか、また、どう叩けば均一のまま思ったとおりの形に作ることが出来るかは分かる。

　何気なく叩いていても、そこは間違いなく作業ができる。まさにチートだ。

　それにさっき集中して作業した後によく見てみて気がついたが、特注モデルの場合はなんというか、鉄の組織が輝いているかのように感じる。

　そりゃ普通、鋼のナイフごときで丸太がスパーンと切れたりはしないからな……。そんなものは前の世界の最高品質の鋼でもありえない。

　何か前の世界の常識にはないような変化が起きているんだろう、ということは分かるが、何が起きているのかはインストールにも該当する知識がなかったので分からない。

　この辺りはインストールに入れといてくれても良かったのに。

　チートで分かったことをリケに教える。リケは真剣に聞いていた。しかし、細かい経験については実際にはリケのほうが遥かに上のはずだから、奇妙な感覚だな。

　次はロングソードだ。バリを取るところまではサーミャに任せる。

「やっぱ楽しいな、これ」

「そうか。これからも手が空いてるときは頼むな」

「おう！」

　そうして、後は俺が引き継ぐ。ナイフと違ってこっちは鋳鉄だが、同じように形を整えつつ、鉄を均質化かつ高品質化するように叩く。

　こっちも高級モデルなので、一般モデルより丁寧に作業をした。

「ああ、これはあの時見たのと同じですね」

　リケに見せると、こういう感想が返ってきた。

「そうだな。品質的にはあれと同じはずだ」

「しかし、さほど手を入れているように見えませんでした」

「あぁ、斧おのとかナイフを見てたら分かるか。そのとおり、これは全力で作ったものじゃない」

　俺がそう答えると、リケは俺の手をじっと見つめていた。作業場に沈黙が流れ、火床の炎のゴウゴウという音だけが響く。

「親方は一体……いえ。私の目指すところが分かりました」

　リケはそう、何かを決意した顔で言った。彼女の目指すところがどこにあるかは聞こうとは思わないが、チートレベルだとすると苦労が絶えないだろう。

　それでも頑張ると言うなら、俺は俺の出来る範囲で可能なことをしてあげるだけだ。

　その日はナイフ四本（〝特注〟一本、〝一般〟三本）とロングソード二本で終わった。このペースなら、次に街に行くまでには十分な在庫が出来るだろう。
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　それから四日ほど、狩りのない日はサーミャに手伝ってもらいつつ、午前中に新しい部屋の普請を進める。

　立てた柱には筋交いを入れて補強しつつ、梁はりを通す。床になる部分には根太とその上に床板を張っていくが、この時に廊下も作ってある。新しく家の外壁になる部分が部屋の外側の壁になり、その内側に廊下が伸びていく方式だ。

　これなら、部屋が増えても採光をしつつ配置ができる。もし部屋がもっと増えたら、廊下が回廊になり、外側に部屋が並んで中庭ができる予定だ。

　もしまかり間違ってそれ以上の数になるなら、建て替えるか、ちゃんとした建築技術を持った職人を呼んで、二階建て以上の家に改造する必要が出てくるだろう。

　今のところ俺にその予定はないが、サーミャもリケも元々予定などしていなかったのだから、備えあればなんとやらではある。

　この間の狩りではサーミャは鳥を四羽ほど捕らえており、その日の夕食は豪華になった。

　大物を狙わなかったのは、家造りや鍛冶の手伝いが少し楽しくなってきているのもありそうだ。鳥なら俺たちの手を煩わせることはあまりないからだろう。

　そして、その間の鍛冶の出来上がりと言えば、ナイフが合計で一四本、ロングソードが六本。これだけあれば、売るには十分だな。代わりに野菜や木炭、鉄石を仕入れてこないと。
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　次の日、俺達は三人で街に向かう。リケがうちに来てからは初めてだ。途中で休憩を挟み、この日は何事もなく街に着いた。入り口にはマリウス氏がいる。

「おお、あんたらか」

「ええ」

「ここに来るのは、大体は週に一回ってとこか」

「そうですね」

「うーん……」

「どうかしたんですか？」

「いやな、何人かにナイフとロングソードを買いたいから、作ったやつを教えてくれって言われてるんだよ」

「ああ、なるほど」

　うちは基本的に週に一回は自由市に来るが、その日付は厳密ではない。と、なれば前の世界で言うと月曜日に来たからといって、必ず買えるものでもない、ということだ。

　それで客を逃すのはうちとしても本望ではない。

「そこはなんか考えますよ。うちが直接店を構えるとかはないですけど、代わりにどこかに卸すとか」

「そうしてくれ。そうすりゃお前さんも儲かるだろうし」

「ええ。ありがとうございます」

　俺が頭を下げて感謝を述べると、マリウス氏は手をひらひらと振って返した。

　うーん、たしかにそろそろ高級モデルまでなら、どこかに卸してもいいな。

　今のところはだいたい完売のペースだが、リケも加わって作る在庫が増えると、そうも言ってられないだろう。

　それに定期的に鉄石やら木炭を買うと言っても、俺たちが来ないことには引き取られないわけで、一時的に保管してもらう場所も必要になるはずだ。

　それを考えると俺たちが店を持つのは、住んでる場所から言っても現実味がないからともかくとして、店を持つ商人と取り引きを始めるのは悪くない。

　そうすれば今までのように丸一日街にいなくても済むし、メリットは多い。今後の方針として考えておくか。

　そして、いつもの通りに自由市で販売台を設置していると、何回かロングソードを買ってくれた行商人がやってくる。

「おお、アンタか。今日はまだだぞ」

　俺がそう言うと、彼は頭をかきかき、やや照れくさそうに言った。

「見りゃ分かるよ。俺からアンタに相談があってな」

「相談？」

「ああ。俺は今度、この街で店を出すことになった。自由市とかじゃない、ちゃんとした店だ」

「おお、そいつはおめでとう！」

　俺は素直に祝福の気持ちを表した。行商人──いや、もう普通の商人の彼はやはり照れくさそうにしている。

「ありがとうよ。それでな。今まで色んなものを扱って来てて、各地につてがあるから、そういうのをまとめて売る店にするんだ。壁内はともかく、新市街の方は売り物に制限はないからな」

「ほほう、楽しそうだ」

「うん。それで相談というのは、アンタの作る刃物や武器を、その店で扱わせてくれないかということだ」

「いいのか？」

　さっき悩んでいたことがもう解決してしまうから、願ったり叶かなったりではあるんだが、話が出来すぎてやしないだろうか。

　……いや、マリウス氏は知っててあの話を振ってきたな。

　衛兵だからか、色んな話が流れ込んでくるんだろう。どんどん借りができるな。なんかあったら積極的に手伝ってやろう。

「構わんともさ。アンタのロングソードの品質は、俺がよーく知ってるからな」

〝よーく〟のところを強調するところからして、まさかどっかで使ったのだろうか。ちょっと今は聞く勇気が出ない。

「俺も卸先があればな、とは思っていたところだ。そちらが良いなら、お願いするよ」

　俺はすぐに承諾した。さっきも言ったように渡りに船なのは間違いないし。

「おお、ありがとう！　そうそう、俺はカミロってんだ。改めてよろしくな」

　手を差し出すカミロ。俺はその手を取りつつ、

「俺はエイゾウだ。ちょっとわけがあって、〝黒の森〟に住んでる。卸すタイミングは一週間に一回程度、もしこれより大幅に延びるときは予あらかじめ言っておく、ってことでいいか？」

「あんなとこに住んでんのか。お前みたいな腕前ならどこでだって……いや、わけありの北方人か。それなら仕方ないのかもな。獣人にドワーフの護衛までついてたら、滅めつ多たなこともないだろ。卸すタイミングはそれでいい」

「助かるよ。それと商談成立ついでに頼みたいんだが」

「なんだ？」

「うちにある鉄石と炭の残りが減ってきていてな。融通してくれる先を探してるんだが、知らないか？」

「ああ、そんなことか。じゃあ俺が探して仕入れといてやるよ」

「いいのか？」

「構わんよ。代金はお前の卸してくれる品の代金から引いておく、ってことでいいかい？」
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「ああ、助かる」

「それじゃ、改めて」

　俺とカミロは改めてガッチリと握手を交わした。これで契約成立だ。

　早速今日から商品をカミロに卸すが、今日のところはナイフ一〇本とロングソード四本だけにとどめている。それぞれ一本ずつ高級モデルを入れてあって、その分も貰もらった。残りのナイフ四本とロングソード二本は、せっかく自由市のスペースを取ったし、自分で売っておきたいので手元に置いておく。




　結局この日はナイフは二本、ロングソードはマリウス氏の同僚さんが一本買っていったのが売り上げである。多分、見かけて買おうと思ってる感じの人にはもう行き渡ってきたんだろうな……。卸した分の売り上げがちょっと心配だが、カミロに頑張ってもらおう。

　自由市で商売している合間に、サーミャとリケをお使いに出して、干した根菜や塩、麦類を買ってきて貰っている。帰りに会えたら礼を言おうかと思ったが、マリウス氏は見かけなかった。今後も一週間に一回は卸で来ることになるとは思うので、またその時だな。

　帰りはほとんど荷物もないので、行きよりも三〇分ほど早く帰り着くことができた。なんだかんだ一日仕事なので疲れはあるし、この日は買ってきたものをちゃんと棚にしまったり、旅の汚れ（日帰りだけど）を落としたりしたら、早めに寝てしまうことにする。
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　街から帰ってきた翌日から、水みず汲くみと部屋の増築をリケとサーミャにやってもらうことにした。

　俺としてはリケとサーミャがいつまでも相部屋のままというのもなと思ったからだが、リケは元々大家族（鍛冶を営むドワーフはその生活スタイルから大家族になる）だし、サーミャも気にした様子はない。

　どちらかと言うと、俺が書斎の机をベッド代わりにしているのを二人が気にして、すんなりこの計画に乗ってくれた感じがある。それこそ俺は全く気にしないのだが、ある意味互いの利害が一致した、といったところか。

　その間、俺は朝イチから鍛冶に集中する。どれくらいの速度で作れるかを試すタイムトライアルも兼ねて、ナイフ、ショートソード、ロングソードの高級モデルをそれぞれ三本ずつを目標にする。

　九本もの武器、それも製法が違う二種類（剣とナイフ）をどれくらいの速度で仕上げることが出来るか。半分はゲーム感覚ではあるが、時にはこういう楽しみもあって良い。

　ショートソードとロングソードの型を作って、鉄を流してバリをとり、一般モデルよりは少し集中して、鎚つちを振るって形を整える。型を乾燥させたり、鉄が冷めたりするまで待つ間に、ナイフの作業をしていく。

　最後にまとめて焼き入れをして、研いで完成させた。ここまででギリギリ一日かかる。おそらくこれは俺チート持ちだから出来る効率であって、普通ならもっと少ない数しかできないだろう。

「あんまり集中してて、昼メシの声もかけていいか迷った」

　とはサーミャの言だ。遠慮せずにかけてくれた方がありがたいんだが……。

「あの速度でこのクオリティを出されたら、困る鍛冶屋は世の中にいっぱいいるでしょうね」

　がリケの感想である。俺にはあまり他と争うつもりはない。平穏無事に暮らしていくのが一番の目標なのだ。

　さらにその翌日は俺も通常モデルを作ることにした。製作スピードだけにフォーカスして作れば、結構な速度で仕上げることが出来る。

　今はなるべく早く作りあげて、部屋作りに合流したいところだ。
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　二日後、この週のすべての作業を終えたので、作業場の火を落として片付けていると、サーミャがやってきた。

「今日はもう終わりか？」

「ああ。なんとか思ってた数出来たよ」

「そうか。じゃあ、ちょっと来てくれ」

「おう」

　ウキウキした様子で俺を先導するサーミャ。俺はのそのそとその後をついて行く。

　一緒に居間に戻ってくると、なんとなしに違和感がある。ないはずのものがある、というよりは、あるはずのものがない。

「ああ」

　居間の一角、寝室の前に開口部が出来ている。違和感の正体はあれだ。

「部屋が出来たのか？」

　ずっと鍛冶仕事に集中はしていたが、ここまで進んでいるとは。

「おう、二部屋な。廊下もつながった」

「おお、凄すごいな」

「今日もメシのとき以外はずっとやってたからなぁ」

　サーミャの後について、廊下を覗のぞくと、そこにリケがいた。

「おう、リケ、ご苦労だったな」

「いえいえ、サーミャが頑張ったからですよ」

　最近の作業で結構完成しつつあったとは言え、今日できるとは思ってなかったな。

　廊下があって、そこに部屋の入り口がある。ちゃんと傾斜のある屋根もかかっていた。

　ただ、扉は間に合ってないし、家具や寝具もないので、本当に「部屋ができただけ」という状態ではある。それでも逆に考えれば、それらを用意できれば完了となる。

　効率よく作れば二～三週間ほどで揃そろうだろう。

「先に扉と寝具と家具を作って入れなきゃなぁ」

「え、部屋に扉をつけるんですか？」

「ん？」

　リケになんか凄いことを聞かれた気がする。

「そりゃあ、つけるだろ。女の子の部屋だぞ」

「いや、貴族のおうちならともかく、普通はお客さんとか、家長と奥さんの部屋でもない限りはつけないですよ」

　あー。なるほどね。そういうことか。つい前の世界の感覚で話をしてしまったが、リケには俺が家名持ちの出だと説明しているのが功を奏したな。

「まぁ、普通はそうかも知れんが、一介の鍛冶屋の家に書斎と寝室がちゃんとある、って時点で色々おかしいんだ。ここは俺の要望ってことで、弟子とか家族の部屋にもつけることにさせてくれ」

「親方が良いんなら、私は別に構いませんけど。サーミャは？」

「アタシも構わないぜ。そもそもちゃんとした家に住んだことないからな、アタシ」

「ああ、そうでしたね……」

「じゃあ、そういうことで。簡単でも良いから、蝶ちよう番つがい作んないとなぁ」

　チートで作れば割と楽にできる気はするが、武器や農具とは違い、細かい作業になることは間違いない。どこまでチートで対応できるか試すには、ちょうどいいようにも思えるな。その意味でも扉はぜひともつけておきたい。

　夕食を終えて、寝る時間になった。今はまだ俺は書斎、女子二人は寝室だ。新しく出来た部屋はまだ使えないからな。

　さあ、明日はまた街に出る日だ。今までと違って、カミロに卸すだけではあるが、売れた代金と、カミロが仕入れに成功していれば、鉄石、それに木炭の引き取りもある。

　俺は遠足前の小学生のように、ワクワクしながら眠りについた。
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　翌朝、水汲みをこなした俺は、サーミャ、リケと一緒に街へ行く準備をしていた。

「今日は武器を卸して、鉄石と炭を仕入れたら、あとは塩を買うくらいですぐ帰る予定だが、なんかしておきたいこととかあるか？」

「いえ、私は特には」

「アタシもないよ。街なんかにいるよりは家にいる方が落ち着く。森の中だし」

「そうか……。じゃあまっすぐ帰ることになるかな。その分は作業時間にあてようか」

「わかりました。そっちの方が私は親方の仕事を見られるのでありがたいです」

「おう」

　年頃の娘さんが街でキャッキャするよりも家に帰りたいというのは枯れているというか何というか……。オッさんとしては若干心配ではあるが、本人達がいいと言うならよしとするか……。

　在庫の運搬は俺とリケで分担する。パッと見には小さい女の子のリケだが、ドワーフだけあって筋力はめちゃくちゃある。サーミャも虎の獣人で力はあるのだが、護衛だから、あまり余計な荷物は持たせたくないのだ。

　三人で〝黒の森〟の中を行く。今日も何事もない、かと思っていたが、二回ほどサーミャが森狼おおかみの気配を感じ取って移動を中止したり、ついでに休憩をとったりした。

「今日はやけに出くわすな」

「ああ、アイツらもうちょっとしたら子供が生まれる時期なんだよ」

「母親に食わせる分か？」

「そう。あと一月かそこらしたら、子狼連れてるところが見られるかもな。かわいいぞ。あんまり近づくとダメだが、遠くから見てるだけの分にはなんもしてこない」

「聞いてると、この森の狼はずいぶん大人しいのね」

　リケが疑問を口にする。それは俺も思っていた。人間がいたら襲いかかってくるのかと思っていたのに、積極的にちょっかいをかけなければ、この森の狼は何かをしてくることはないようなのだ。

「ああ、ここは何だかんだ言って、樹鹿だの草兎うさぎだの、獲物が多いから、そっちを狩ればいい。木が多いから逃げ場所を限定しやすいし、狼たちにとってはそんなに難しい狩りじゃないな。それと……」

「それと？」

「アタシとエイゾウは強いからだよ。リケはどうかな。ともかく街にいるような普通の人間は襲われる。簡単な話、一番弱い獲物だからな。前に人の匂いがするやつは襲われにくい、って言ったけど、あれは森の近くに住んでるようなやつの場合さ」

「なるほど。私はあまり一人では出歩かないほうが良さそうですね」

「そうだなぁ。出るときはアタシかエイゾウを連れてったほうが良いな」

　見た目に反して筋力も度胸もあるリケではあるが、別に武の腕が立つ、というわけではない。森狼に襲われるリスクを考えたら、俺かサーミャを連れて行ってくれたほうが良いだろう。

「それにしても、身重の母親の分の獲物も獲とるって、森狼はえらく家族思いなんだな」

　今度は俺の思ったことだ。

「頭もいいからなぁ。都みやこの学者先生には『狼の獣人で、森の中で暮らすうちに狼に戻ったグループがいて、それが森狼の祖先だ』って言うやつもいるらしい」

「ホントにそうなのか？」

「まさか」

　サーミャは肩をすくめた。

「でもそう思わせるくらいに、頭がいいのは確かだな。平地にいる狼とは比べもんにならない、ってのは旅してきたやつに聞いたことがある」

「へえ」

　楽に獲物が狩れるのに知恵を発達させてきたのか……。いや、楽だからこそ、知恵を発達させる余裕ができたのか？　失敗率がそれなりに上がっても大丈夫、という余地がないと、そもそも試したりは出来ないからな。異世界はこういうところが面白い。

　そんな会話を交わしながら、森の中を進んでいく。結局この後、街道から街まで特に何も起きなかった。週に一回程度しか行き来しないとは言え、街道でも野盗のたぐいに遭遇したことがない。

　サーミャやリケを除いたとしても、街で獣人や亜人が冷遇されている様子もないし、この世界は思いの外進んだ世界なのかもな……。

　もしかしたら壁内に入ると、様子が違っている可能性もあるけれども、それをわざわざ確認するつもりもない。
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　今日の衛兵はマリウス氏ではなかったが、一緒にロングソードを買っていってくれた同僚氏だ。俺のロングソードの出来を試してくれたようで、カミロの店に高級モデルを卸している旨を伝えると、あとでマリウス氏と連れだって見に行ってみる、と言ってくれた。

　聞いていたカミロの店に行ってみると、思っていたよりデカい店だった。広さもそうだが、二階がある。

「大きいですねぇ……」

「うん。俺もちょっとビックリしてる」

　こんな大おお店だなに卸してもいいのかなぁ、うちの製品。

　中に入ると、カミロが言っていたとおり、いろいろな品が置いてあるように見える。店員と思おぼしき人がいたので、武器を卸しに来た者だがカミロはいないか、と聞いてみたところ、すぐ呼んでくるとのことだったので、ちょっと店内を見て回る。

　食器や籠などの生活雑貨品に、調味料系は塩はもちろん、砂糖やスパイスなどの、ちょっとお高そうなものも置いてある。酒は火酒とワインとエールがあるようだ。

　俺の武器はちょっと奥まったところに、ナイフとロングソードが一般モデルと高級モデルと一本ずつ並べておいてある。

「こうやって見ると売り物、って感じがするな」

　サーミャが感慨深げに言う。

「そうだなぁ。自由市だと販売台に置いてるだけ、ってなりがちだからな」

　それに俺にはディスプレイのセンスもないからな。そんな俺でも、結構良い扱いをされているな、と感じるディスプレイだった。

　そうやってあれこれ見ていると、カミロがやってきた。

「おう、来てくれたか。とりあえず、ついてきてくれ。上で話そう」

「わかった」

　俺達はゾロゾロとカミロの後をついていく。

　二階に上がってすぐくらいの部屋に通された。商談とか会議のためにしつらえた部屋なのだろう、それなりの広さがあり、大きな机と椅子が並べてあった。

　カミロは俺達に着席を促すと、対面側に自分も座った。全員が席についたので、俺から切り出す。

「今日はナイフとロングソード、それとショートソードも持ってきた。どれくらい引き取る？」

「ん？　ああ、そっちは持ってきたやつ全部でいいよ。実際、結構売れてるんだ」

「そうなのか。なら良かった。にしてもデカい店だな。名が通った行商人だったのか」

「ああ、まぁそれなりには。あと、うちは一般市民にも旅人にも、同業にも分け隔てなく売るから、どうしても品数は増えるし、その分、店も大きくなるのさ」

　前の世界の業○スーパーみたいにプロも素人もどうぞって店か。この世界で画期的ならぜひ繁盛してほしい。俺の武器がその一助になってくれると嬉うれしいのだが。

「なるほどなぁ」

「それよりも、だ」

　カミロが真剣な顔つきをしている。鉄石が仕入れられなかったとかだろうか。

「ん？　なんだ？　鉄石が入ってないなら、また来るだけだから別に構わないぞ？」

「いや、そうじゃない。実はな、お前に特注で剣を打ってほしい、という依頼が来た時どうしようかと思ってな」

「特注か……」

　俺の打つ特注モデルの性能を考えると、おいそれと打ってやるわけにもいかない。

　だがしかし、それを言い続けていたのでは、いつまで経たっても特注モデルは身内専用ということになってしまうからな。どこかで誰かに提供する必要はある。

　俺が考えこんでいるのを見て、カミロが言う。

「まぁ、お前がダメだと言うなら、俺の方から断っておく」

「これは、という人に売るのは、やぶさかじゃないんだがな……」

「そうなのか。じゃあ、大丈夫だな。剣の腕前も、人格も俺がチェックするよ」

「ふむ……」

　しかし、自分でも見極めたい。とは言え、こういうことがあるたびに会いに来るのもなぁ……。あ、そうだ。

「じゃあ、俺の工房まで一人で来られたら、打ってやるってことでどうだ？」

「いいのか？」

「ああ、お前には場所を教えておくよ」

　森狼がうろつく〝黒の森〟を、うちの工房（兼自宅）まで来られるなら、それなりに腕も立つと判断していいだろう。そういうやつになら、打ってもいい。

「じゃあ、そう言っておく」

「今後もカミロがいいと思ったやつには、同じ条件で教えていいからな」

「わかった」

「サーミャもリケも、すまんがそうさせてくれ」

「親方の言うことに異論なんてないです」

「アタシも右に同じ」

「すまんな、ありがとう」

　そして、俺はカミロに家の場所を伝え、今回の取り引きに移るのだった。

「それで、鉄石と炭は手に入ったのか？」

　俺はカミロに尋ねる。

「もちろんだ。結構な量が入った」

　カミロはこともなげに答えた。たしかこの辺りはそんなに大きな山はなかったはずだから、炭はともかく、鉄鉱石の方はどこか遠方から仕入れてきているに違いない。結構な値になるのではなかろうか。

「じゃあ、今回のうちの工房の分だ」

　今日持ってきた品を並べる。カミロは一つずつ品質を確かめる。

「〝いいやつ〟はこの分か。他は〝普通の〟だな？」

「ああ。数を作るやつだから品質はそれなりのだ」

「なるほど。それじゃあさっき言ったとおり、全部うちで買い取るよ。それで、鉄石と炭なんだが、見てもらったほうが早いな。ついてきてくれ」

　カミロは下にいた店員とは別の人を呼んで、俺達が卸した武器のうち、ショートソードだけ店頭に出す指示を出すと、ここに来る時に上がって来たのとは別の階段に誘導する。

　その階段を降りると、倉庫になっていた。かなり広い。この店の大きさの幾らかはこの倉庫のせいでもあるようだ。その倉庫に所狭しと商品が並んでいる。

　これだけの物を集められるコネと資金力があれば、もっと大都市でいい店を構えられそうなものだが、その辺は俺と同じように〝わけあり〟なのだろう。聞くのはやめておいた。

「で、ここにあるのが鉄石と炭だ」

「本当に結構な量だな……」

　カミロが言ったとおり、思っていたより多くの鉱石と木炭が積んであった。

　見た感じ、俵たわらで言うとそれぞれ二俵か三俵くらいずつくらいだろうか。これだけあれば、俺とリケが全力で完全に数だけを視野に入れて生産しても、二～三週間くらいは余裕でもつ。

　より多くの資材を使う製品（グレートソードとか、ランスとかだ）に着手して、なおかつ同じことをしても一週間は大丈夫だと思う。

　つまり、カミロが毎回この量を供給してくれる限り、うちの工房はこと生産量に関してだけは困ることはない。今の品質を保ちつつの生産だと、更に期間は延びるだろうから、むしろ減っても問題ないくらいだ。

「毎回この量を仕入れられる、とはいかんがな。でも概おおむねこの量を毎週仕入れることは出来る」

「この量ならだいぶ減っても問題ないぞ。むしろ余るくらいだ。余ったらうちの方でも備蓄していくから、困ることはないと思うし」

「そうか、なら良かった。それで値段だがな……」

　カミロが伝えてきたのは、この量で今日卸した商品の四分の一ほどだった。逆に言えば、今日卸した分の四分の一程度の量を毎週卸せば、うちは今後少なくとも鉄については困ることがない。

「ずいぶんと安くないか？　ちゃんと儲もうけてもらっていいんだぞ」

「大丈夫だよ。これでも儲けは結構出てるんだ」

「そうなのか。じゃあ遠慮なくその値段でいただくよ」

「基本的にはこの金額でいいのか？」

「ああ。大きく変わるときは都度相談ってことにはなるが」

「わかった」

　改めて商談成立だ。俺とカミロは握手を交わす。

「しかし、流石さすがにこの量は今日運べないな」

「そりゃそうだろ」

「荷車の扱いは……ないよな」

「ない、と言いたいが、実はうちで使ってない荷車が一台ある。使ってはいないが、まだ十分現役で使えるし、手直しすればしばらくは大丈夫ってやつだ。薪まきにしちまおうかと思っていたが、お前さん達がいつも荷車を使ってないのを見て、譲る機会がありそうなんで置いといたんだ」

「持って帰る手段ができたら、とりあえず今日は十分だよ」

「よし、じゃあ譲ってやろう」

「いくらだ？」

「タダでいい」

「タダ？　いいのか？」

「どうせ使ってないし、〝お得意様〟には優しくしとくんだよ」

「ううむ……」

　カミロの言葉に噓うそはなさそうだ。わけありで辺へん鄙ぴなところに住んでいる鍛冶職人を嵌はめたところで、利も少ないから、何か裏があるというわけでもないだろう。

「なんでそんなに良くしてくれるんだ？」

　だが、俺は確認してみる。噓をついていたとして、こんな質問でボロが出るとも思えないが、単純に俺が納得できるかどうかという話だ。

「正直に話をするとだ、先がありそうな仕入れ先だからだな。良い品質のものをそれなりの値段で卸してくれるやつ、ってのは重要なんだよ。そういうところには恩を売っておくに限る」

　なるほど。完全に好意だけ、というわけでもなさそうだ。俺はこの言葉でカミロを信用することにした。

「じゃあ、すまんが、ありがたく頂戴しておくよ」

「おう、持ってけ」

「悪い、ついでに塩とワインも貰もらえるか。その代金は卸した商品の代金から引いてくれていい」

「わかった。言っておく。それじゃあ積み込みと代金の計算をしておくから、小半時ほど時間を潰してきてくれ」

「わかった。それじゃ、よろしくな」

「おう」

　こうして、カミロのところを出て、時間を潰すことになった。

「しかし、時間を潰せと言われても、俺は今までずっと自由市にいたから、あまりよく分からんな」

　俺はそうサーミャとリケに漏らす。

「そうなんですか？」

「塩だの肉だのの買い出しは、ずっとアタシが行ってたからな。エイゾウはずっと自由市で店番してたし」

「店といえば、リケと話をした宿屋くらいしか、ろくに知らん」

「じゃあ、今日はどこに何があるか見て回りましょうか」

　ガヤガヤと活気のある新市街をウロウロする。

　それなりの店舗を構えている区画や、自由市ほど粗末でも乱雑でもないが、ほとんど屋台のような店舗が立ち並んでいる区画があって、色々な商品を扱っていた。

　ただ、時々は複数ジャンルの商品を扱っている店もあるが、ほとんどは単一だ。これで商売が回っている、というのは自由市なんかのおかげで人が多いせいだろうか。

　そもそも店の数が多い。俺がその辺の疑問を口にすると、

「この街は〝黒の森〟を迂う回かいするときの中継点ですからね。南から来た人が東に回るにせよ、西に回るにせよ、この街を通ることになるはずです。親方たちは普通に〝黒の森〟を行き来できるから実感ないでしょうけど」

　リケが答えてくれた。なるほど、確かに普通の人は越えられないなら、回り込む必要がある。中継点が軍事的にも文化的にも要衝なのは、前の世界でも変わらない。

　そして、サーミャは完全に分かってない様子だ。そこで住んでる上に移動もしてたら実感ないわな。俺も似たようなものではあったが。

　そうして出来た店をいろいろと見て回っているといい時間になったので、カミロの店に戻ると、荷車に鉄鉱石と木炭、塩の袋とワインの樽たるが積まれていた。荷車は大八車のように平たいのではなく、後ろを除く三方に軽トラの荷台のような低い柵がついていて、後ろだけ柵がない。基本的にはこの後ろから積み下ろしをするようだ。馬がいない荷馬車、というのが一番イメージに近いかも知れない。見たところ、まだ積載量には若干の余裕があるように見える。

「おう、戻ってきたか」

　今度はカミロが直接出迎えてくれた。

「それじゃ、これが今回の金な」

　と袋に詰まった金を差し出してきた。一応中を検あらためてみたが、金額は合っているようだ。

「確かに。じゃあ、また来週に」

「おう、待ってるよ」




　こうして、荷車という輸送手段を獲得して、俺達は帰路に就いた。

　荷物が積み込まれた荷車を俺とリケで引っ張る。サーミャは護衛なので引っ張らないが、荷車に乗ったりはせずに一緒に徒歩で帰る。重いには重いけど、車輪のおかげで大して速度を落とさずに行けそうだ。

　森で車輪がスタックしないかが気になるが、前に土を掘ったときの感触はフカフカではなかったし、多分大丈夫だろう。最悪の場合はサーミャに押してもらう必要があるかも知れないが。

　街道でも三人連れがゾロゾロ歩いているだけよりも、確実に何かを持っているのがわかる荷車のほうが野盗に襲われる確率は高くなるとは思う。

　今までサーミャが何も反応してなかったので、そもそもいなかったのだとは思うが、いたときのリスクは上がっているのは間違いない。

　ただ、こっちは特注モデルの弓で武装した虎の獣人であるサーミャと、及ばずとは言え俺もいるから、ちょっとのことではなんともないとは思うが、危険はないに越したことはない。

　その辺をサーミャにも話して、帰りはいつもよりも注意してもらうことにする。結局の所、この日は街道では何も起きなかったが、備えあれば憂いなしだ。今後は帰り道は注意して帰ろう。行きはよいよい帰りは怖い、である。

　森に入った後も、予想していた通り、車輪が大きく沈み込んでしまってスタックするということはなかった。少し心配していた「木と木の間を荷車で通れるのか？」については、〝黒の森〟でなら大丈夫である。そもそも荷車もそんなに幅があるわけじゃないからな。

　とは言え、それなりに整備されている街道よりも楽、ということは流石になく、やや苦労しながらの移動にはなった。

「多少は道を整備したほうが良いのかな」

「でも親方、そうしてしまうと、うちに一人で来るって条件がやたら楽になりますよ」

「それもそうか」

　あれは一応、うちに来られるだけの実力者からは特注を受け付けるという話ではあるので、道を作って「道沿いに来れば来られるよ」だとあんまり意味がない。

　それじゃ豆腐屋にお使いに行くようなもんだ。ちょっと失敗したかな。

　とりあえず帰ってくるのに大きな問題は何もなく、家までたどり着くことが出来た。

　毎回こうだとありがたいんだが、時々は問題も起きることだろう。その時に最小限で抑えられるようにしなくちゃな……。

　荷物を荷車から下ろして、家と作業場に運び込む。塩とワインはともかく、鉄石と炭を運び込むのは、三人でやってもそこそこ時間がかかる。

　なんだかんだでほとんど一日仕事だな。これは例えば、荷車を傾けて搬入できるような何かを考えたいなぁ。

　この日は麦粥がゆと干してあった肉と根菜を買ってきたワイン（と水）で煮込んだもので、ちょっと豪勢な夕食だ。臭みが抜けていい感じになってて、サーミャとリケにも好評だったので、時々やるか。





◇　◇　◇






　翌日からは再び部屋作りと鍛冶の日々が続く。今度から俺が高級モデル、リケが一般モデルの製作にかかる。あとは新しい武器の製作もだ。

　とは言っても、今度からショートソードも作るというだけの話ではある。ナイフ、ショートソード、ロングソードの三つの長さで、それぞれに高級モデルと一般モデルが存在する、というのがしばらくの間、「エイゾウ工房」のラインナップになる予定だ。

　ショートソードは長さが違うだけで、作り方はロングソードと同じにしている。扱いやすい長さや用途を考えて選んでくれ、というわけだ。

　まずはじめに、俺とリケは武器を作る原料となる板金づくりをするが、サーミャは「鳥かウサギか獲とってくる」と言って出ていった。鹿じゃないのは、多分明日また手伝いをする気なんだろう。肉の在庫も十分だしな。

　武器を作る前に、仕入れた鉄石の品質を元あった在庫と見比べる。インストールとチートを使っても、やや元あったほうがいいようには見えるが、そんなに大きく違うようには見えない。

「どうだ？　リケ。俺にはそんなに変わらんように見えるが」

　俺は見ていた二つをリケに渡した。

「そうですね。親方の言う通り、ほぼ同じ品質だと思います。誰が目利きしたのかわかりませんが、なかなか良い〝目〟をしてますね」

「じゃあ、仕入れた方から使うか」

「はい。わかりました、親方」

　俺は魔法で動く製鉄炉に魔法で火を入れると、炭と細かく砕いた鉄石を入れる。別の魔法で風を送りつつ、しばらく待って同じ工程を数度繰り返せば、鉄──正確には鋼ができる。

　普通のレン炉やたたらだと、鉄を吹く度に炉を壊す必要があるし、〝ケラ〟（色々な質の鉄が混在している塊）から玉鋼を取り出したりするが、この魔法の炉だとスラッグ（平たく言えば製鉄する時に出るゴミだ）も出ないし、炉を壊す必要もなく生成された鋼だけが沸いて残っており、それを外に流すなりして取り出すのが最後の仕事だ。

　こういうところまでチートなのは、この世界の人達には悪いと思うこともあるが、せっかくなので利用させてもらっている。そこそこの大きさなので、フルに原料を入れれば出来る鋼の量も結構ある。

「よし、やるか」

「はい、親方」

　取り出しつつ、ある程度の大きさで固めておいた鉄を再び火床で熱し、取り出す。金床で俺とリケで叩たたいて板状にして、板金を作る。そこそこ手のかかる作業だ。

　最初の一枚が出来たので、俺とリケで品定めをする。

「悪くないな」

「そうですね。むしろ置いてあるものよりも、良いように見えます」

「そうか。リケが言うなら間違いないな。続けよう」

「はい！」

　結局、板金づくりは夕方になってサーミャが帰ってくるまで続いた。

「ただいま」

「おう、おかえり。リケ、キリもいいし今日は終しまいにしよう」

「分かりました。親方」

　ぱぱっと仕事場を片付けて、サーミャのところへ行く。

「何が獲れたんだ？」

「今日はウサギだよ」

　例の耳のところが草みたいになってるウサギだ。三羽も確保しているが、そんなに大きいわけではないので、捌さばくのには時間はかからなかった。

　肉の量もちょうど三人分くらいだ。そんなわけで昨日に引き続き、今日の夕食は豪勢になった。

　無発酵パンに根菜と鹿の塩漬け肉のスープ（俺とリケの昼飯の残り）、それにウサギのステーキワインソースがけである。

「おお、ウサギって美う味まいな！」

　一口頰ほお張ばってみた俺は思わず感嘆の声を上げる。

「だろ。獲るのが難しいんだけど、今日は運が良かったな」

「このウサギの味はいいですね」

　思いの外美味かったウサギに舌鼓を打ちつつ、この日を終えた。

　その日の夕食の時、

「金銭的には余裕ができたし、来週はちょっと鍛冶仕事をやめといて、家のことをするか。部屋の扉やベッドもまだ全然手を付けられてないからな」

　俺はそう提案した。

「そうですねぇ。作った数で言えば今回も十分でしょうし、一週間くらいなら大丈夫だと思いますよ」

「おっ、じゃあアタシも手伝う！　肉はまだまだあるんだろ？」

　リケとサーミャも異論はないようだ。

「じゃあ、そうするか。次の次に行くときまでにベッドの毛布をカミロに調達しておいてもらおう」

　俺たちは翌週の休みを楽しみにしつつ、それぞれの寝床へいくのだった。








３章　休日のお楽しみ






　翌日、俺達は作った商品を荷車に載せて街へ向かっていた。今回はいつものにプラスして、今まで在庫にしてあった鎌も半分ほど積んである。行きは大した重さでもないし、移動速度は徒歩のときとそんなに変わらない。森でも街道でも特に何かに出くわすこともなく（〝かわいい〟ウサちゃんなんかを見かけることはあったが）、街についた。早速カミロの店に向かい、カミロを呼び出してもらう。

「よう」

　カミロはいつもどおりの様子で俺達を出迎えてくれた。

「よう、調子はどうだい」

「まぁ、ぼちぼちってところだな。売れなくて困ることはないが、売れすぎて困るものもないよ」

「そりゃあ、ぼちぼちだ」

「だろ？」

「ああ」

　俺とカミロは笑い合って、俺は納品の報告をする。

「倉庫のところに荷車を置いてある。今回はいつものと、鎌をいくつか持ってきた。昔売ろうと思ったんだが、俺のところでは売れなかったんでな。いらなかったら引き取ってもらわなくても大丈夫だ」

「いや、あっても困らんから引き取るよ。一緒に計算させておこう。おい」

　カミロは部下を呼ぶと、引き取りに向かわせた。

「それと、来週は卸に来られないが、問題ないか？」

「ああ、問題ないが……。何かあったのか？」

　カミロがすごく心配そうな顔をする。俺はなんかやらかして〝黒の森〟なんてところに住んでいる、わけありだからな。

　いつ何が起きてここに来なくなるかも知れない、という不安はあるのだろう。

「いや、特に何かあったわけじゃない。来週は家のことをやろうと思ってな。鍛冶の方は休みだ」

「なるほど。じゃあ次は再来週だな」

「ああ。それとできるなら、その時までにベッドに敷く毛布なんかを二セット揃そろえておいてくれないか」

「二セットだな？　わかった。探しとくよ」

　そのあと、塩やワインに野菜を買い込んだりする。代金は売り上げから天引きだ。

　さっきのも含めて、こうしたやり取り自体は事前の取り決めがあってやっているわけではなく、なんとなしに始めたものだが、これも〝いつものこと〟になっていきそうな気がする。

　こっちの〝いつも〟も長く続けばいいな、そんなことを思いながら、俺達は街を後にした。

　街を出る時に、柵のところの衛兵さんを見たが、今日もマリウス氏はいなかった。

　来たときもいなかったので、次来るときにいなかったらちょっと聞いてみよう。彼がうちのナイフやロングソードを買ってから、少し期間が空いている。なにか不具合があればカミロの店なりに持ち込むとは思うが、なるべくなら状況を聞いておきたい。

　そんなことを思いながら家に帰ってきて、荷物を運び込んだら、今日の〝仕事〟は終しまいだ。

「ということで、明日からは扉なんかを作る。俺が蝶ちよう番つがいを作るから、二人は扉本体を頼むな」

「わかりました」

「わかった」

　夕食時、明日からの作業について軽く打ち合わせる。まずは扉、その後ベッドだ。これらが出来れば、三人がそれぞれの寝室を持てる。そこまで話したところで、

「あー！」

　俺は気がついて叫んでしまった。

「ど、どうしたんだよ、エイゾウ」

　サーミャがびっくりしている。リケも負けず劣らずだ。

「いや、そう言えば客間を作ろうと思って忘れてたんだった……」

　すっかり忘れていた。今のままだと客間がない。うーんと考え込んでいると、

「書斎を改造しては？」

　そうリケが提案してきた。

「親方の……今は私とサーミャが使ってしまっていますが、あの寝室はまだ結構余裕がありますし、あそこの椅子やテーブルなんかを書斎のものに入れ替えて、棚を一つ持ってくるくらいなら、大丈夫だと思いますよ。そうすれば書斎にベッドも入りますし」

「なるほど……」

　確かにそれで行けそうな気がする。ベッドの寝具が一つ足りないが、どうせすぐには客も来ないだろう。最悪、俺の部屋の寝具を引ひっ剝ぺがして持っていけばいい。

「じゃあ、そうするか。ベッドを一つ余計に作らないとな」

「最初は私達のベッドを作って慣れてから、お客様用のを作ったほうがいいでしょうね」

「そうだな」

　これで明日からの方針は決まった。金には全くならないのだけど、たまにはこういうときがあってもいい。




　翌朝、俺は作業場に入って、板金（新しく作ったほうだ）を熱して、薄く延ばす。

　適当な大きさに切り分けて、それぞれの小こ札ざねを凸を二つ組み合わせた形に切り離し、出っ張った部分を丸めて穴が空いた筒状にする。

　冷えるのを待ってから、また組み合わせて、端を熱したピンを通し、端を潰して離れないようしたら蝶番は完成だ。

　また冷めるのを待ってパタパタと動かす。特に問題ないので量産する。壊れたときや、今後部屋を増やすときのことを考えて、そこそこの数を作った。




　作業場から外に出ると、リケとサーミャが扉と格闘している。でももう半分以上は出来てるな。

「蝶番は出来たから、俺も手伝うぞ」

「あ、親方。お願いします」

　今二人が作っているのはそのまま二人で作ってもらうことにして、俺は新たにもう一つを作ることにする。

　切り出してある材木を四角に組み合わせて外枠を作ったら、そこに合わせて横板を張り、斜めの梁はりと中央に取っ手をつける。

　鍵がかかるようにはしない（閂かんぬきはつけるが）ので、取っ手はとりあえず押し引きが出来ればいい。

　俺が格闘している間に、リケとサーミャは扉を完成させていた。

「作業場に蝶番を置いてあるから、二人で取り付けておいで」

「おう、わかった」

　近頃はものを作ることも楽しみになってきたらしいサーミャが笑顔で言う。

　このままいけば、一人でもできるし、鍛冶でも大工でも役に立っていってくれるだろう。

　肉は大物が一頭獲とれれば、保存が必要なくらい確保できるわけだし、積極的に手伝いができるようにしていってもいいな。例えば、俺が普通のを作れない時にリケを手伝ってもらうとかだ。

　夕方ごろまでかかったが、扉が出来たので俺も取り付けに向かう。

　部屋の前に行くと、リケとサーミャがパタンパタン扉を開け閉めしていた。

「どうだ？」

「ええ、問題ありませんね。こんなに軽く開け閉め出来るものなんですねぇ」

「俺謹製の蝶番だからな」

「冗談抜きにそれはあると思いますよ」

　そんな会話を交わしながら、俺は扉の取り付けにかかる。そろそろ釘くぎの補充分も作らないとな……。

　こうして二つの部屋に扉が取り付けられ、いよいよ家の体裁が整ってきた。
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　扉を取り付けた翌日からは、予定通りベッドの製作にかかる。

　ちゃんとした売り物にするようなベッドだとあと六日程度で作るのは無理だと思うが、素人が自分で使う分なので、凝ったつくりも必要ない。

　客間用は迷ったが、そんなに長なが逗とう留りゆうする客もいないだろうということで、多少粗末でも我慢してもらうことにした。

　貴族なんかだとこの辺はメンツなんかもあって、そういうわけにもいかないのだろうが、うちはただの鍛冶屋だからな。

　都みやこの貴族様なんかが来るかも知れんが、俺が特注モデルを打つ条件は「本人が一人でここへ来ること」だから、そうそうあることではないし、そんな豪傑なら多少粗末でも許してくれるだろう。

「ということで、今日からはベッドだが、ほぞは俺が切るから、材木の切り出しが終わったら言ってくれ」

「わかりました」

「おう」

　今日も一台はリケとサーミャで、もう一台は俺が作る。作業場は外だ。

　この辺りだけ広場みたいに開けているので、日も差してきて気持ちがいい。

　今日は寸法に合わせて材木を切って、組み立てる前の段階まで行けたら御の字だ。明日組み立てて運び入れ、最後に客間用のを作って模様替えをする、のが今後六日程度の予定になる。

　寸法は俺の部屋にあるベッドが少し大きめなのだが、新しい部屋にも十分入るし、入れても他のものを置くスペースは十分なので、それを基準にする。

　ものさし代わりにいくつかの木材をベッドのサイズに切ってしまい、それを基準に、木材を切り出す。高さなんかも同様だ。

　そうしてドンドン木材を切り出していく。鹿なんかを捕まえた時に運搬台にした丸太を乾燥させて材木にしてあるから、材料自体は十分まだ残っている。

「親方、ここお願いします」

「おう」

　時々頼まれて、ほぞを切ったりしながら、部品を作っていく。

　数を作ったりしないといけないので、何だかんだで時間がかかっている。結局この日は部品一式を作って終わってしまった。




　翌日、今日は組み立てと搬入だ。作っておいた部品をドンドン組み立てていく。

　前の世界で部品売りだった家具でも、結構時間がかかっていたことを考えると、かなりの時間を要することが予想される。

　木き槌づちの扱いはそんなに難しくはないが、正確に組み立てる、というのは簡単なようで難しい。

　出来上がったベッドを新しく作った部屋に運び込んでいく。

「ベッドが入っただけでも、人の暮らす部屋って感じするな」

「そうだなぁ。アタシは元々ベッドとかがない暮らしだったけど、ここに来てからベッドがあるのが普通になって、ベッドがあったほうが部屋って感じはしはじめてるよ」

「ドワーフも部屋はあったりしますけど、雑魚寝だったりするので、個人個人に部屋というのはちょっと緊張しますね」

「あれ？　リケは部屋の建て増しとかやってたんじゃなかったか？」

「やってましたけど、基本的に一家族一部屋、みたいな感じなので、ベッドとか入れずに棚とかだけだったりしますね。流石さすがに家族でもない異性同士が同じ部屋、というのはなかったですが」

「なるほど」

　一人一つのベッド、ってのに慣れてるほうがおかしいのかも知れない。街の人間（壁内と壁外問わず）がどうなのかはわからないが。

「まぁ、これで我が家の形が出来てきたな」

「だな」

「ですね」

　この日は折せつ角かくなのでワインを夕食に出して軽くお祝いにした。

「乾杯！」

「かんぱーい！」

「乾杯！」

　お互いに木製のカップを打ち合わせる。ワインがあると料理以外にも、こうやって少しだけ特別な感じを出せるのがいい。

　こういうちょっとしたことが生活では重要だ。

「サーミャたちは家族で暮らしたりはしないのか？」

「子供の頃だけだな」

　カップをくいっと呷あおってサーミャが答える。

「一歳くらいまでは母親や兄弟姉妹と一緒に過ごして、色々教わるんだよ。一歳になったら独り立ちして、外で暮らす。それまでは一緒の部屋で過ごす。だから、それぞれの部屋ってものはない」

「ドワーフも似たような感じですね」

　グイッとほとんど飲み干す勢いでカップを傾けて言ったのはリケである。

「家族一緒の部屋で暮らして、鍛冶の技術を学んで過ごします。男も女もありません。それで、ある程度の年齢になったら、弟子入り先を探す旅に出て、技術を学んで帰るんです」

「確かにちょっと似てるな。帰っていくのが違うところだが」

「最初にお話ししましたけど、自分の工房に新たな技術を取り入れるのが目的ですからね」

　リケがカップを干したので、おかわりを注ついでやる。顔色はほとんど変わっていない。

「でも、大抵は新しい技術まではいかなくて、自分の技術を磨いて帰ったり、そもそも帰らなかったりします」

「帰らない？」

　そんなことになったら、旅に出す意味がない。そう思って聞いてみると、リケは大きく頷うなずいた。

「ええ。男であれば工房の娘さんと、女であればその鍛冶屋の若い衆や親方と、その、いい仲になって帰ってこないことも珍しい話ではないので……。ドワーフのところに弟子入りした場合はもちろん、ドワーフと人間などであっても、男と女には変わりないですからね」

「なるほどねぇ」

　まぁ、若い二人の情熱はおいそれと止められまい。

「私の場合は親方のところで明確に学ぶことがあるので、これは持ち帰りたいところです」

「そうか。なら良かった」

　俺はカップのワインをちびりとだけ口に含むと、そう答えた。
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　そして次の日。

「今日は客用のだから、ちょっと凝った作りにするか」

「どうするんです？」

「えーとな……」

　自分たち用のには〝宮〟を作らなかったが、客用のものには宮を作る。装飾用の彫刻も考えたのだが、ちょっと華美になりすぎると判断して入れないことにする。

　それらをサーミャとリケに伝えた。

「なるほどな」

「わかりました」

　宮の分の材料の切り出しも今日行う。早ければ今日中に組み立てまで行けるかと思いながら作業してみたが、宮の分もあってか、終わった頃には中途半端な時間になってしまった。

「今日は終わりにして、残りは明日やろう」

「おう」

「はい」

　余った時間で作業場に入り、釘なんかを作っておく。釘は四角い和釘に近いものだ。そこそこの数を作って在庫は確保できたので、この日の作業はすべて終えることにする。

　和釘の耐久力ってかなりあるらしいし、この家が重要文化財みたいなことになることもあり得る……のだろうか。あったら少し面白いな。
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　明けて次の日。ベッドを組み立てる前に、模様替えだ。リケとサーミャの部屋から棚以外の家具類を居間に運び出し、書斎から寝室に机や椅子、棚を一つ移す。

　空いたところに寝室にあった家具を運び込んで模様替えは終了だ。この作業にもそこそこ時間がかかった。これは昨日やっておけばよかったな、と後悔するが後の祭りだ。

　急いでベッドの組み立てをする。多少バタバタしたが、組み立て作業自体は前にやっていることもあってか、思ったよりはスムーズに終わる。

　それでも、もうほぼ日が暮れてきている。急いで運び込まなければ。

「そっち気をつけてな」

「おう」

　俺とサーミャで書斎に客用のベッドを運び込む。客用と言いつつも、しばらく使うのは俺なのだが。運び込み終わった頃にはもう日が暮れていた。

「ちょっと時間がかかっちまったな」

　俺が反省の弁を口にすると、

「まぁ、しょうがねぇよ。慣れてる作業でもなけりゃ、こんなもんだろ」

　サーミャが慰めてくれる。リケも、

「まぁ、こんな作業は今後そうはないんですし、これくらいでも良いんじゃないでしょうか」

　と言ってくれた。

　こうして何だかんだと慌ただしかったベッドづくりも一段落し、我が家が一層我が家になったのである。

　バタバタしたが、ベッドは揃そろった。後は街に行った時にカミロが寝具を揃えてくれていたら、部屋を移して終わりだ。

　家具のたぐいは、サーミャもリケもふたりともに使っていない。そのあたりに置きっぱなしだ（服なんかはさすがに包みみたいなのに入れてあるが）。

　サーミャは定期的にねぐらを変える生活をしているし、リケの工房にあった部屋は家族共用だから、基本的には共用のものしか家具には入れてなかったらしい。

　とは言え、前の世界の価値観が強めなのは承知の上で、年頃の娘さんが一人部屋になったんだし、折を見て家具も作っていこうとは思う。まずクローゼットからかな……。
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　翌日、家のことを始めて六日目、この日は何かあったときのために予備日にしておいたのだが、特に何事も起きなかったので、完全に暇である。

　なお翌日も本来であれば街へ行って納品する日なのだが、今週は行かないのでやはり暇なのだ。

　今日急いで作って持っていくことも考えたが、カミロには行かないと言ってあるし、考えると長いこと休みらしい休みをとっていない。せっかくスローライフを満喫できる環境をもらえたのだから、積極的に休みをとっていきたい。

　そこで、今日と明日は思い切って休みということにした。

　とは言っても、別段娯楽があるわけでもない森の中なので、出来ることは限られている。

　この世界にもそれなりに暇な時間を過ごすための遊戯具はあるようで、カミロの店でもそれっぽいものは見かけたのだが、やたら高かったので買ってないのだ。

　前の世界の遊戯具、例えばオセロや将棋なんかを持ち込むのも手ではあるが、せっかく違う世界に来たんだからそういうのはなるべく避けて、身近で出来ることをしていきたい。

　となれば、ここは最初の頃にやりたかったあれをやるべきだろう。俺は準備をして、サーミャとリケを誘いに行った。

　そして小一時間後、俺達三人は湖にほど近い清流に来ている。

　そう、魚釣りに来たのだ。初めてこの湖に来た時に見えていた、流れ出ている部分に当たる。家からはそこそこあるし、川は家から離れていく方角へと流れているので、こっちに来ることはあまりない。

　だが今日と明日は休みだ。明日はともかく、今日は一日ここでのんびり過ごすのも悪くない。うまく行けば晩飯も確保できるし。……そう言ってるとボウズなのがお約束ではある。

　釣り針は作った釘くぎを加工して作製して持ってきた。うちにあった一番細い糸を釣り糸、森で拾ったいい感じの枝（もしかしたら樹鹿の角かも知れないが）をナイフで形を整えたものを釣つり竿ざおにして、餌は川の石をひっくり返したところにいた、なんかの幼虫らしき長い虫を使う。

　俺が虫を針にひっかけて見せると、サーミャもリケも特に騒がずに同じようにする。

　サーミャは森で暮らしてるから、色んな虫とその幼虫を見る機会があるとは思うが、リケが騒がないのは正直ちょっと拍子抜けだ。聞いてみたら、

「いや、山にもこういうのはいっぱいいますよ。小さい頃はよく遊んでましたし」

　ということだった。なるほど。

　三人でちょっとバラけて糸を垂らす。透明度が高いので、魚の姿が見えている。

　向こうからもこちらの影は見えているから、多分なかなか食いついたりしないだろうな。

　禁止漁法なんてものはないし、石打漁なんかをすれば、確実に手に入りはするのだろうが、これはあくまで休暇のレクリエーションなのだ。結果を追い求める必要はない。

　こうやってボウズのときの予防線を張っておかねばな……。

　昼飯時になったので、家から持ってきた無発酵パンに干し肉をワインで煮込んでもどした物を挟んだ、サンドイッチと言うか、タコスと言うか、とにかくそんなものを頰ほお張ばる。

　形状的には、前の世界の中華街なんかで売ってる、クワパオ（角煮バーガー）が一番近いかも知れない。思ったよりも美う味まいし、ピクニック感があっていい。

　なお、ここまでの釣ちよう果かはゼロ、と言いたかったのだが、サーミャが一匹、リケが二匹である。

　前の世界のイワナによく似た三匹は、持ってきた小さめの水みず瓶がめの中で泳いでいる。釣果ゼロなのは俺だけだ。サーミャ曰いわく、

「エイゾウは殺気が出すぎなんじゃねぇの」

　とのことだったので、午後はその辺を意識してみよう。




　午後になってしばらくは誰にもアタリがなかった。おそらく餌を食う時間から外れたのだろう。

　休憩がてら、そのあたりになっていたブルーベリーみたいな実を摘んだりして少し時間をおく。この実が食べられるのはサーミャに確認済みだ。

「この森にはよく似たやつで毒なのがあるから、エイゾウとリケだけのときは、絶対に採ってその場で食べたりするなよ」

　と注意もされた。

「食べるとどうなるんだ？」

「毒が回るのは食って二時間くらい経たってからだけど、悪けりゃそのまま毒で死ぬ。良くて一昼夜しびれる。良い方でも、二時間うろついたあとでたどり着くような森ん中で、しびれて一昼夜も動けなくなったらどうなるかは分かるだろ？」

「そうだな。気をつけるよ」

「そうしてくれ」

　痺しびれてそのまま死ぬこともある、ってことは多分呼吸器官も麻ま痺ひさせるんだろうな。

　そんなことになったらチートを持っていようが関係なく手の施しようがない。気をつけなきゃな。

　そんなふうに時間を潰して、また川に戻ってきた俺達は、再度糸を垂らす。リケが二匹釣ったから、魚の割り当て自体は一人一匹ある。

　ある、が、それはちょっと家長として、親方としての沽こ券けんに関わると思うのだ。なんとしてでも一匹は釣って帰りたい。そう思っていると、サーミャが、

「エイゾウ、釣りたすぎだろ！」

　と爆笑している。そう言えば強い感情はサーミャにバレるんだったな……。

　リラックス、リラックス。自然体で行くんだぞ、英えい造ぞう。そうやっていると、

「さっきの親方は私から見ても、釣りたいのが分かりました」

　とリケもクスクス笑っている。

「そ、そんなにか」

「おう」

「ええ」

　二人して深く頷うなずいてくる。俺はちょっとしょんぼりしながら糸を垂らした。

　それから結局誰にもアタリが来ないまま、そろそろ帰る時間になった時、俺の釣り竿にガツッと引っかかるような感触が来た。
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「おっ！」

　アタリだ！　落ち着いてアワセると、ビビビッと引っ張る感触が来た。

　多分かかったな。そのまま竿を立てて糸を手繰り寄せる。まだまだ感触は続いている。ここで焦りすぎると確実に逃げられる。

　そっちのお約束の方はなんとしてでも避けたい。糸が弛たるまないように手元に魚を引き寄せていく。

　近くまで引き寄せたので、糸を引っ張り上げて魚を釣り上げた。これでなんとか面目は保ったか。

「やっとこ一匹釣ったぞ」

　サーミャとリケの両方が釣り上げたものに比して、いささか小さめではあるが、釣果として一匹は一匹だ。やや呆あきれた感じのサーミャを気にすることなく、俺達は家路についた。

　その日の晩は、折せつ角かくなので家の外で焚たき火びを焚いて、そこで釣った魚を焼いて食った。

　もちろんめちゃくちゃに美味い。久しぶりの魚の味、というのもあるが、こういうキャンプ風の雰囲気もあるんだろうな。

　今すぐには無理にでも、いつかはこんな風にのんびり過ごすことが〝いつも〟になれば良いな。

　こうして休暇一日目は大満足で終えることが出来たのである。
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　昨日は魚釣りを大いに楽しんだ。俺もなんとか一匹は釣り上げてギリギリでメンツを保てたしな。

　今日は休暇の二日目だ。昨日とやることが同じでは芸がない……し、今日釣れなかったら立ち直れない。俺はなるべくリスクは回避したいのだ。

　かと言って、折角の休みに仕事をしてしまっては、ワーカホリック一直線だ。そこで仕事でもなく、かと言って遊びでもないことと言えば……。

「今日は畑を作ります」

　俺は部屋を作る時に組み替えたクワを、元のクワの形に戻して、新しい部屋の廊下の外──部屋が増えたら中庭になるところに来ていた。

「はい」

　鎌を持ったリケが答える。

「いや、それは良いんだけどなんで畑なんだ？」

　そう尋ねるのは同じく鎌を持ったサーミャだ。

「今、野菜のたぐいは購入に頼っているが、こういうのもなるべく自給したくてな。肉はサーミャが獲とってきてくれるし、木の実なんかも湖の近くに行けば採れるが、野菜だけはなぁ」

　多分、原種みたいなものは、そこらに生えてるんだとは思うが、この世界でもそれなりに食える野菜は別にあると思う。

　実際、人にん参じんぽいやつは原種の人参よりも俺の知っている人参に近い。

　なので、その辺りを生産すればいいかなという目算だ。

　あとはもし芋が手に入った時に、予あらかじめ栽培する場所を確保しておきたい。

　この世界にも芋（ジャガ芋だ）はある。前の世界と違うのは既にあちこちに伝でん播ぱしていて、それだけに頼らず麦やなんかと一緒に栽培されていることらしい。

　ただこの辺りでは、もともとあまり出回ってないか、農民の間で消費しきってしまうようで、市場で見かけないのだ。もしかすると、自分たちで消費する量だけを生産するようにとか、そういう規則でもあるのかも知れないな。

　リケとサーミャにその辺りを説明する。リケは感心した顔で言った。

「晩御飯のときのお話でも思ってたんですけど、親方っていろいろご存ぞん知じですねぇ」

「そうだろ。エイゾウはなんか妙に物知りなんだよなぁ」

　そう引き取ったのはサーミャだが、〝妙に〟は余計だ。

　いや、前の世界の知識に、インストールの知識も合わさっているから、〝妙に〟というのもそんなに間違いではないのか。複雑な顔になったが、とりあえず作業を始めよう。

　あくまで自前の畑を整備するだけなので、これなら自分で定めた「今日は仕事はしない」というルールにも抵触しない。前の世界で休みの日に、借りてる畑の手入れをするようなものだ。

　ひとまず三人で中庭の草を鎌で刈っていく。一般モデルだが、切れ味は十分すぎるくらいある。

　そこそこの広さを刈り取ったところで、ちょうど昼頃になったので一旦作業をやめる。広さ的にもこんなもんでいいだろう。

「昼飯を食ったら、リケとサーミャの分のクワも作るか」

「いいのか？」

「とりあえず今日使えればいい、ってレベルのもんだけどな」

「十分だと思いますよ」

　結局、鍛冶をやることになってしまったが、これはまぁ、家のことだからノーカンということでお願いします。




　昼飯を食い終わったら、三人で作業場に移動する。作ってある板金を熱して形を作るところまではサーミャとリケにやってもらって、仕上げを俺が担当する。

　火床に火を入れると、リケは板金を熱し始めた。やがて板金が赤熱すると、リケは取り出して金床の上に置く。そこをサーミャが大きく四角くなるように金かな槌づちで叩たたく。

　ここまでなら多少歪ゆがみなんかがあっても、俺が直せる。ある程度の大きさになったものをもう一度熱し、リケがさっきとは別の金床に置いたものを、俺が引き継いで金槌で叩いて最終的な形と仕上げを行う。

　力の入れ具合は高級モデルだ。その間にリケとサーミャは次の板金を熱して延ばす作業をする。

　サーミャが叩いている間に俺が熱し、俺が叩いている間にリケが熱する。

　いつになくスムーズに作業が進んでいく。最後に俺が二つ目のクワの刃を仕上げて、今日の鍛冶仕事は終わり。建築やなんかで余った木材で良さそうなものを選んで柄にする。これでクワが三つになった。

　何だかんだ三時間程度で終わってしまった。あと二～三時間は畑の方が出来るな。

　ただ、実際に一仕事を終えたのだから当たり前の話ではあるのだが、一仕事終えた感が凄すごくて若干やる気が出ない。

　しかし、お嬢さん方は自分たちも製作に積極的に参加したクワの使いごこちを知りたくてしょうがないらしい。

　再び畑に戻ってきて、三人で土を耕す。前にも思ったことだが、この森の土は基本的に固い。しかし俺はチートで貰もらった筋力で、リケとサーミャは高級モデルのクワの力と若さで、順調に土を掘り返す。

　前の世界のテレビ番組で、荒れた畑を三人で開墾して野菜を作り、その野菜で料理を作るってのを見たことがあるが、ちょっとアレを思い起こす情景だ。

　ただ、アレと違うのはこっちは道具やなんかのおかげで、かなり作業が速い。三時間後には一旦土の掘り返しが終わった。

　ただし、日が暮れてきつつあるし、まだ掘り返しただけで、畑という感じではない。やや消化不良だが、これは逆に次の休暇の楽しみにとっておけるということではある。

　……雑草なんかがまた伸びないように次の休暇を早めに取る必要が出てきたが、これもまぁ、積極的に休暇を作るきっかけとして、良しとしよう。

　こうして俺の休暇は終わり、翌日からまた仕事が始まる。ただ、前の世界で月曜日を迎えたときのような憂鬱な気分はない。

　俺はこの世界の生活が相当気に入ってるらしい。そう思った。








４章　オーダーはショートソード






　翌日からはいつもの仕事が始まる。初日は使った分の板金を作り、次の日からナイフやショートソード、ロングソードを作る。

　今回から板金のときもサーミャに手伝ってもらうことにした。三人で溶かして固めて延ばしてという作業をする。

　固めている最中のものは手が出せないが、それ以外の溶かすのと延ばすのは分担できるので、効率は上がっているように思う。

　最終的に前作ったときの一・二倍程度の量が作製できた。鉄てつ石いしはまだまだ残っている。

　と言うか、これだけ作っても減る量より仕入れてくる量のほうが遥はるかに多くて、減る様子がない。

　これはそのうちカミロに仕入れはいらない、って言わないといけない日が来るかも知れないな。

　翌日からは武器類の製作をする。そう言えばカミロに聞いてはいないのだが、種類を増やすのは良いのだろうか。

　短たん槍そうなんかは特注モデルではあるが、使い物にはなりそうだし、問題なければラインナップに加えたいんだけどな。

　ともあれ、最初はショートソードとロングソードを作る。手順なんかは当然今までと同じだ。

　ただし、少しずつ効率が上がってきている。鉄を溶かしてから型に流し込んで、バリを取るところまではサーミャに任せっきりで良いから俺も楽だし、高級モデルの方に注力できるからありがたい。

　三日くらいはずっとこの作業を続けて、結構な数を揃そろえることが出来た。これで次の二週間はまた納品をしなくても大丈夫なんじゃないかな、って数だ。

　次の二日はナイフにかかる。これはサーミャに手伝ってもらうこともないし、肉の備蓄もそろそろといったところなので、サーミャは狩りに出かけた。矢じりもちょいちょい補充してやらんとなぁ……。

　作るのはいつもどおりに俺が高級モデル、リケが一般モデルである。

　手順もいつもどおりだ。夕方頃まで作って、そこそこの数ができた。

　俺も明日は一般モデルにしようかな。そんなことを考えながら、作業場の片付けをしていると、サーミャが帰ってきた。

「ただいま」

「おかえり。どうだった？」

「おう、今回は大物の猪いのししを仕留めた」

「おお、やるなぁ」

「あったり前よ」

　自慢げに胸を張るサーミャ。狩りの腕はほんとに良いよな。

「矢じりは大丈夫か？」

　俺はサーミャに懸念事項を確認する。

「あー、一発で刺さるし丈夫だから、そんなには減ってないよ。予備があると嬉うれしいかな、ってくらい」

「そうか。それは良かった」

「猪の頭って相当硬いんだけどな。一発でブスッといった。多分鉄の兜かぶとでも抜けるんじゃないかな……」

「そ、そうか」

　うーん、火力がオーバーすぎるかな。

　まぁ、矢は矢だし、当てる弓の腕がないと意味ないから、銃をこの世界に持ち込むのと同じようなことにはならないか。

　明日三人で引き上げる算段をして、今日のところは終わりにした。
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　翌朝、三人で湖へ向かう。そこそこ深いところに沈めてあるので、俺とサーミャの二人で引き上げるが、その間にリケには周辺の木を切って運搬台を用意してもらう。

　サーミャがつけた目印のあたりまで行くと、水に沈んだ緑っぽい毛皮の猪の姿が見えた。この森の猪は、体の毛に苔こけ（か地衣類かは俺にはよくわからないのだが）のようなものが生えていて、全体に緑っぽい。

　これでしゃがみこんだら、パッと見には茂みのように見えるのだろうな。

　にしても「大物」とは聞いていたがデカいな。前の世界でも二メートルくらいのやつはそれなりにいるらしいのだが、こいつもそれくらいありそうだ。

　よいせ、と声を上げて引きずっていく。岸にたどり着くと、リケが丸太を用意していた。それを三人で協力して縄でくくり、運搬台を作ったら、頑張って猪を運搬台に引きずりあげる。

　あとは家までそれを引っ張っていくだけだ。俺はチートでの、サーミャは獣人、リケはドワーフとしての筋力があるから、三人で力を合わせればそんなに苦にはならない。

　とは言え、行きにかけた時間よりも、たっぷり一時間ほどは余分にかけて帰ってきた。

　すぐに家の近くの木に吊つるす。この後は皮を剝はいで捌さばいていくが、俺はそっちは手伝わずに、運搬台をバラして、材木にしていく。

　一人でやったのでやや時間はかかったが、適当な大きさ、太さに切り分けることが出来た。後は今までの材木を置いている辺りに、一緒に置いておけば終わりだ。

　こっちが完了したのでサーミャとリケの様子を見ると、こちらも解体が完了していた。

　鹿と同じように、今日食べる分を取とり除のけたら、残りは塩漬けにしてしまう。昼飯は猪肉ステーキと相成った。食べてみると、たしかに豚に近い味がする。

　しかしこちらのほうが野性味と言うか、臭みに近いのだが決して嫌な臭いではない、という感じがある。

「猪も美う味まいなぁ」

「そうですね。豚とは違った味わいでなかなか」

「だろ。この森の猪は良いもの食ってるらしくって、他よ所そより美味いって旅のやつから聞いたことがある」

「へえ。そうなの」

「でも、狩るのが難しいんだよな。めちゃくちゃ気は荒いし、頭の骨とか硬くて矢が通らなかったりするし」

「じゃあ、俺の矢じりさまさまってわけだ」

「そこはほんとにそうだぜ？」

　何のてらいもなく、さも当然のように言うんじゃあない。照れるだろ。




　午後からはナイフの製作をする。そこそこの量は確保できそうだし、一般モデルだから、最初の方の工程をサーミャにもやらせることにしてみた。

　ちょいちょい手伝っていたからか、割と筋がいい。とは言え、ほとんどド素人なので、出来上がる少し前でもお世辞にもいい出来とは言えない。そこは俺が最後に一般モデルに仕上げる。

「親方もだけど、サーミャも結構何でも出来るよね」

　リケがサーミャに話しかける。こないだ部屋を作った後くらいから、リケはサーミャにはくだけた口調で話すのだ。そっちの方が俺も安心できるし、良いことだと思う。

「うーん、そうか？　さっきのとか、エイゾウのに比べたら全然ダメだったしなぁ」

「親方と比べるのは間違ってるよ」

「そりゃそうか」

　そう言って笑い合っている。

　良いな、こういうの。俺はなんとなくほっこりした気持ちになって、うっかり高級モデルを作ってしまわないよう、集中するのに一苦労した。
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　街へ行く日が来た。今日はカミロの店で商品を卸して、寝具を引き取ったら帰るが、マリウス氏の剣の状態も気になるので、確認もしておきたい。

　荷車に製作した在庫をくくりつけて積載する。一週間鍛冶仕事はしなかったとは言え、積載量がいつもより多いので結構な重さがあるが、俺とリケで引っ張る分にはほとんど誤差だ。

　道中何事もなく、街へは無事にたどり着いた。立っている衛兵は今日もマリウス氏ではない。マリウス氏と一緒に剣を買いに来た同僚氏だ。

「こんにちは」

「おお、あんたらか。こんちは」

「最近、マリウスさん見ませんけど、何かあったんですか？」

　俺は単刀直入に尋ねる。遠回しに言ってもあんまり意味なさそうだしな。

「あー……あいつはちょっと前から、都みやこの方に行っててな」

　やや言葉を濁し気味に答える同僚氏。まぁ答えにくいなら仕方ない。他から聞くまでよ。

「そうですか。いえ、剣の調子が気になったもので。あなたも気になってきたら、カミロの店に行って相談してみてください」

「おお、そうか。いや、何回か使ったが今のところは平気だよ」

「そうですか。それは良かったです」

　俺はニコニコしながら応こたえたが、内心でヒヤッとしたものを感じてもいた。

　俺が作ったものが使われて、その上で同僚氏が無事ということは、使う対象になった相手は程度の大小こそあれ、無事ではあるまい。

　そのための武器なんだし。だが、俺の作ったもので誰かが傷ついたという事実からは、どうしても目をそらすことが出来ない。

　でも、これは受け止めた上でちゃんと消化できるようにならないといけないんだろうな。目をそらしたり、鈍感になるのではなく。

　そんな決意は胸にしまったまま、愛想笑いをして同僚氏に続ける。

「それでは、マリウスさんにもよろしくお伝え下さい」

　この街の衛兵隊は、俺の想像よりずっと勤勉なように思う。待遇が良いのかな？

　俺たちは同僚氏に会釈をして、街へ入る。今日も大通りは荷馬車や荷車を引く人が大勢いて、活気があった。

　その大通りから少し外れたところにカミロの店はあるので、俺達がそっちの方へ曲がっていくと、人通りが極端に減る。

　暗いとか、極端に狭いというわけではなく、用のない人間があまりウロウロする感じのところではない、というだけではある。

　そこをゴロゴロと荷車を引きながら俺達は進んでいく。そう大した時間もかからずに、カミロの店についた。

　荷車は倉庫のそばに回しておいて、そこから店の人を呼び、倉庫の扉を開けてもらったら中に荷車ごと突っ込んで、カミロを呼び出してもらいつつ、二階の商談部屋（とは俺がそう呼んでいるだけなので、実際カミロ達がなんと呼んでいるかは知らない）へ入ってカミロを待つ。

　程なくしてカミロと番頭さん──と俺が内心呼んでいる人──がやってきた。部屋に入って開口一番カミロが言う。

「待たせたか？」

「いや、全然」

「商品はいつもの通り？」

「ああ。ナイフと長短両方の剣とを倉庫に入れてある。二週間分には足りないが、一週間分としてはちょっと多いくらいだ。もし余分が出たら置いといてくれ」

「いや、二週間でお前のやつは全部売れてな。持ってきたやつは引き取るよ」

「そうか。それはありがたい。で、寝具とかは手に入ったか？」

「そっちは問題ない。二セットだったか？」

「それが、あるなら三セット欲しいんだ」

　ベッドを作るときまで、客間のことを完全に失念していたので、一セット分寝具が足りないのだ。まぁ、今日ここになくても、次までに揃えてもらうか、自じ由ゆう市いちあたりに行って調達するかだが。

「ああ、確か在庫はあるはずだ。じゃあ、それといつもの鉄石と炭と、塩とワイン、でいいか？」

「すまんな、助かる」

「なに、お互い様よ」

　話がまとまったので、カミロがちらっと番頭さんに目配せすると、番頭さんは頷うなずいて部屋を出ていった。

　帰りも警戒をしつつ帰ったが、特に何事も起きずに無事家まで帰り着くことが出来た。

　鉄石や炭、食料を運び込んだ後、寝具をベッドに設置する。

「これで今日からそれぞれの部屋で過ごせるな」

「初めてだから緊張しますね」

「しばらくは慣れなくて寝付きが悪いかもな」

　枕が変わると眠れないというやつである。サーミャもリケも自分の部屋に荷物を運び込んだ。

　俺もサーミャとリケがいた部屋に荷物を移して、自分の部屋とする。元々俺の部屋として用意されていたはずなのに、広さが微妙に落ち着かない。

　夕食も終えた後、ベッドに潜り込んでみるとなかなかの寝心地だ。机で寝るのに慣れていても、やはりちゃんとした寝具で寝るに越したことはない。

　俺も身体からだは三十歳と若返ってはいるが、中身は四十歳なのだ。労いたわってもいいだろう。
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　次の日、朝の水みず汲くみと朝食を終えて、ショートソードとロングソードの製作に取り掛かっていると、手伝っていたサーミャが突然ピタリと手を止める。

「どうした？」

　俺はサーミャに声をかける。サーミャがやや緊張して、

「誰か来た」

　と工房の外に通じる方の扉を見た瞬間、その扉がドンドンドン！　と叩かれる。

「カミロに言われて来た！　剣を打っていただきたい！」

　俺はどっこいせと立ち上がり、扉を開けてやるべく、そっちに向かっていった。

「はいはい、今開けますよ」

　俺は扉に向かって声をかける。すると扉を叩く音が止やんだ。大きくため息をつきつつ、閂かんぬきを抜く。サーミャが俺の後ろで昨日作ったショートソードを手にして警戒する。

　ゆっくりと扉を開けると、旅装の女性がそこに立っていた。

　短めで少し暴れがちな赤毛の髪は片方を三つ編みにしており、体は要所を金属（多分鋼だろう）で補強した傷だらけの革鎧よろいで覆われている。腰には道具袋と、ショートソードを背中に一本、腰に一本の計二本携えている。背中のは予備だろうか。マントを羽織った背中には色々な道具が入っているのだろう背はい囊のうを背負っていた。

　背はずいぶんと高い。一八〇センチくらいあるかも知れない。パッチリとした赤い瞳が輝く顔には刀傷があった。それが彼女の美しさを損なっている、と思う者もいるのだろうが、俺は気にならない。

「いらっしゃい」

　多少面食らいながら俺が声をかけると、女性は破顔一笑して名乗る。

「アンタがカミロのところの武器を作ってるっていう職人か？　アタイはヘレンってんだ」

「その通り。俺はこんなとこで鍛冶屋をやって、武器を作ってる変わり者のエイゾウだ。とりあえず入ってくれ」

「ああ。ありがとう」

　作業場にあるスペースに案内し、置いてあるテーブルに向かい合わせに腰を下ろす。

　サーミャは俺の後ろでずっと警戒を解いてない。多分大丈夫だろうとは思うが、俺はそのままにしておいた。

「とりあえず、ここまで一人で来たのは間違いないな？」

「ああ」

　頷くヘレン。俺はチラッとサーミャを見る。サーミャも頷いた。俺も周囲に気配は感じない。

「途中、狼おおかみとかには襲われなかったか？」

「いや？　ウサギみたいなのは見かけた。アレかわいいな」

　うむ。確かにかわいいが、俺達昨日食ったな。おそらく狼たちはヘレンが強いと判断したのだろう。ヘレンは続ける。

「で、ここを見つけるのが大変だったけど、煙が見えたんで来れたんだよ」

　ああ、鉄を吹いたときの煙を辿たどったのか。それでもここまで来るのは生なま半なかなことではないし、これは約束を果たしたと見ていいだろう。

「じゃあ、約束通り剣を打つが、どういうのがいいんだ？」

　俺がそう言うと、ヘレンは腰と背中の剣を両方鞘さやごと外してテーブルの上に置いた。

「アタイは今傭よう兵へいをしている。そこで使ってる得物がこの剣なんだけど、もっと頑丈なやつが欲しいんだ。戦場だとろくに手入れできないことも多いし、その状態でもちゃんと〝使える〟かどうかが生き死にを分ける」

「なるほど」

　女性で傭兵かぁ。色々苦労も多いんだろうな。どうしても顔の刀傷が一番目立つが、あちこちに大小様々な傷がついている。

「……この剣を見てもいいかい？」

「ああ。構わないよ」

　俺は二本の剣を両方とも鞘から抜いて見てみた。まだなんとか実用に耐えうる状態だし、いい作りをしている。片方が若干傷みが進んでいるように見える。

「いい剣だ。打ったやつは良い腕してるよ。弟子に見せるのは？」

「別に構わないよ」

　俺はリケの方を見た。リケは近寄ってきて、二本あるうちの片方を見る。

「いい腕です。これ以上の物が欲しいとなると、確かに親方に頼むしかないかも知れませんね。少なくとも私は親方しか思い浮かびません」

「ドワーフに言われるってことは、やっぱりアタイの見込んだ通りの腕ってことだね！」

　リケの感想に乗っかって、ヘレンが言う。声がデカい。

　うちは周りに何もないからどんだけ大声を出そうが関係ないが、耳鳴りがするかと思うくらいの大声だ。戦場とかだと声が通らないのが致命的だったりするんだろうなぁ、とは思うがもうちょい遠慮してほしいもんである。

「そんで、どういう使い方をするんだ？」

「どうって？」

「いや、実戦でどう振るうのかを知りたい。打つときの参考にする」

「そうだなぁ……言葉では難しいから、実際に見せてもいいかい？」

「ああ」

　ヘレンが先に外に出て、俺とサーミャ、リケが続く。作業場の扉を出た先は下生えもそんなになく、そこそこの広さになっているので、そこで構えたり、剣を振るったりしてもらう。

　ヘレンは二刀流だった。とは言っても、両方を同じように扱うというよりは、片方で牽けん制せいしてもう片方で斬りつける、みたいな動きだ。

　驚くほど動きが速い。あれだと牽制に使ってる方が早めにダメになるだろう。傷みの差があんまりないのは、ローテーションしてるとかなんだろう。

「うーん……」

　すごい速度で剣を振るっていたヘレンが動きを止めた。

「どうした？」

「相手がいないといまいち……。そうだ、アンタ相手してくれよ」

「俺か？」

「そう」

「サーミャ……こっちの獣人の子じゃダメなのか？」

「アンタのほうが強そうだから」

「ううむ」

　どうしよう。チートがあるから、多分それなりには相手できるとは思うが……。

　まぁいいか。見せてもらうだけだし、そんなに本気で打ち込んで来たりはしないだろう。それに、直じかに受けたほうが見えるものもあるかも知れない。

「よし、わかった。サーミャ、その剣貸してくれ」

「え、でも」

「大丈夫だよ」

　俺がそう言うと、サーミャは渋々といった感じではあったが、持っていたショートソードを渡してくれた。

「よし、それじゃ始めるか。手加減してくれよ」

　俺はそう言いながらショートソードを構える。

「そんなの、冗談……だろっ」

　しかし、ヘレンがすごい速さで打ちかかってきた。

「うおっ!?」

　俺はそれを受ける。だがしかし、それはただの牽制だ。もう片方がやはりすごい速さで襲いかかってくる。

　俺は手首を返すようにしてそれを受けると、手首を戻す動きでヘレンに斬りかかる。

「おっと！」

　ヘレンはそれを牽制の方の剣で受け、もう片方で俺の空いている胴を狙うが、剣が届く前に俺は一歩引いて間合いの外に出ている。

「アンタやるじゃん」

「いやいや、勘弁してくれよ……」

　ニヤッと笑ってヘレンは先程にもまして速いスピードで打ちかかってくる。俺はそれを受け流す。

　そういったことをおおよそ一五分ほど続けた。

「いやぁ、アンタ強いな！」

　デカい声でヘレンがそう言って動きを止める。

「動きを見るだけだってのに、本気で打ちかかってくるなよな……」

「本当は最初の二～三撃を寸止めで終わらせるつもりだったんだけど、〝雷らい剣けん〟のアタイの剣を受けられるやつなんて、そうそういないから、ちょっと熱くなっちまった！　ごめんな！」

　完全に戦闘民族脳である。勘弁してほしい。

「まぁ、今のでよく分かったよ。そうだな……二日後に完成させられそうだから、また三日後に来い」

「ん、今日は帰らなきゃダメか？」

「残って何するんだよ」

「休憩したらまた打ち合い」

「それじゃ俺が剣を打てないだろ！」

「あー。それもそうか」

「だろ？」

　まったく、困ったお嬢さんだな。

　しかし、これで大人しく帰るかと思ったら、意外なことを言ってきた。

「じゃあさ、作るところ見せてくれよ！」

　ヘレンは朗らかな笑顔で提案してくる。

「いや、二日かかるって言っただろ？」

　一方の俺は呆あきれ顔だ。

「じゃあ、泊めてくれよ」

　彼女は食い下がってくる。客間も含めた全ての部屋に寝具を運び込んだところではあるし、食料も昨日買い込んできたところで、特に問題も発生しないだろう。

　理由は聞かないが、何か見ておきたいことでもあるのかも知れない。

　俺はサーミャとリケの二人を振り返った。二人ともそっと首を縦に振る。

　軽いため息を一つついて、俺は言った。

「仕方ない。いいぞ」

「やった！　そうこなくっちゃな！」

　バシンと俺の肩を叩くヘレン。名うての傭兵であることを、俺はその肩の痛みで再び思い知った。

　早速ヘレンを客間に通す。

「こんなところにあるのに客用の部屋!?」

　と驚いていたが、もっと驚いていたのはベッドである。

「こんな豪華なベッドまであんのか……」

　客間用のベッドには宮をつけておいたから、そこらの宿屋のいい部屋でもそんなに見かけないような感じにはなっている。

　こういうところにあるにしては随分と不釣り合いなものなのだろうが、まぁこれが我が家流のおもてなしというやつだ。大人しくもてなされて欲しい。

　そして、無事ショートソードの特注品二本を受注とあいなったわけだが、今日きよう今いまから作るのもなんなので、ヘレンに断ってカミロのところに卸す分の製作を優先することにした。

　もちろん、これはサーミャにも手伝ってもらう。

　多少納品する数は減るが、これまでに結構な数を卸してるから問題ない……はずだ。それにヘレンを寄よ越こしたのはカミロだし（他にうちを知る者はいない）、文句はないだろう。今日できる限り集中して作業しておけば、最低限度は確保できる。

　そうと決まれば、テキパキと型の作製と流し込みを済ませ、バリ取りをし、最後の仕上げを俺とリケがやる。

　その間に、型の作製からバリ取りまでをサーミャにやっておいてもらうことにして、時間短縮だ。みんなで黙々と作業をこなす。

　サーミャもすっかり作業に慣れてきて、この調子なら、そのうちちゃんと鎚つちを持たせることも不可能ではないかも知れない。

　この間、ヘレンには作業を見学してもらっていた。特にやることはなかったのだが、目の前で次々と剣が出来ていく様を見るのは割と楽しかったらしく、文句などを言うことはなかった。

　この日はなんだかんだで結構な数のショートソードとロングソードができた。明日からはヘレンのショートソードに取り掛かることにしよう。

　その日の夕食はちょっとだけ豪華にしておく。よくよく考えてみればうちで初めてのお客様だ。ちゃんとおもてなししないとな。

　夕食の時の話で、この森についての話題が出た。

「やたらデカい鹿がいてビックリした」

「ああ、樹鹿か。あいつデカいよな」

　恐らくはこの森でも有数の大きさを誇る獣だ。その分、襲われると非常に厄介な連中でもある。

「あとは、遠くの方だけど熊を見かけた」

　その一言で、サーミャの気配が張り詰めた。ヘレンも傭兵の経験で気がついたのか、少し狼ろう狽ばいする。

「ど、どうした？」

「いや、彼女は熊に襲われて命を落としかけたことがあってね」

　俺はそのときのことを簡単に説明する。

　そう言えばこの話はリケにもしてなかったように思うが、リケは特に気にしたふうはない。

　どっかのタイミングでサーミャから聞いてたかな。

「なるほどね……。装備が万全なら倒せたかも知れないのに」

　ヘレンは真剣な顔で言ったが、俺は手を振ってそれを窘たしなめた。

「あんまりそういう無む茶ちやをするもんじゃない。もう俺たちは知らない仲でもないんだ。万が一があって、その後お前を発見するのが俺たちだったら、目も当てられないだろ？」

　それを聞いたヘレンはキョトンとした顔をしていたが、すぐに「わかった」と頷うなずいた。
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　一夜明けて、朝の日課と朝食を終えたら、俺とリケは作業場へ移動する。サーミャには薬草と果物の採集を頼んだ。今日手伝ってもらえることはあんまりないからな……。

　ヘレンはと言うと、今日も見学を希望したのだが、完全に完成するのは明日だから、見学は明日に回して、今日のところはサーミャとこの辺りを回ってきたらどうだと提案すると、意外とあっさりそっちに乗ってきた。

　森に興味も持っているのだろうが、身体を動かす方が性に合ってるんだろうな。

　二人はサーミャが森を歩くときの注意事項を教えながら出て行った。種族が違うのになんだか姉妹にも見えて微笑ほほえましい。サーミャが姉でヘレンが妹、そういう家族も面白いかも知れない。

「さて、じゃあ我が工房初の特注品、精魂込めてやらせて貰いますか」

　俺はいつもより気合いを入れて腕まくりをする。

　鍛冶仕事をする俺たちは作っておいた板金から、ショートソード一本分の板金を積んで、火を入れた火床で熱し、叩たたいて延ばしていく。

　ある程度延びたら、タガネで真ん中に筋すじを入れて、そこで半分にたたみ、また加熱して叩いて延ばす。大体の長さになったら、そこからは俺の仕事だ。

　チートとインストールの合わせ技で、材料が均質にかつ、焼き入れた時に硬く、しかし、打ち合いでポッキリいってしまわないように、そしてヘレンがどう振るっていたかを頭に呼び起こしながら叩く。

　形ができたら、冷えるのを待ってからもう一度全体を耐久力が増すように叩き、ヤスリやカンナのような道具で表面を綺き麗れいにする。

　その後、柄つかになる鉄の棒を、接いだところが脆もろくならないよう、熱して叩くことで繫つなげる。そうして出来たものの剣身を火床でもう一度熱したら、水で急冷して焼き入れする。

　ここで一旦、耐久力のテストをすることにした。昨日俺が作った一般モデルのショートソードを持ってきて、固定した特注品めがけて振り下ろす。

　キン！　と澄んだ音がして、振り下ろしたショートソードが止まるが、特注品には傷一つない。何度か打ち付けたが、全く傷がつかないので、テストは良しとした。

「このショートソードは卸に回せないなぁ」

　俺は自分の持っているショートソードを見ながら言った。よくよく見ると刃こぼれが起きている。こっちは一般モデルだから、刃が欠けるのも相応に早いのだろう。

「研ぐか打ち直せば、十分卸に回せるのでは？」

　リケがナイフを打つ手を止めてそう言うが、俺はかぶりを振った。

「品質的にはそうでも、試し切り以外のことに使ったものを売るのは、俺の美学に反する。打ち直して、うちで使うことにしよう」

　これがもっと切羽詰まった状況ならそうも言ってられないのだろうが、幸いにして懐は暖かくはないにせよ、困るほどではない。

　であれば、俺の美学に反することは、なるべくならしたくないのだ。

　俺がそう言うのを聞いて、リケがクスリと笑う。

「当たり前なんですけど、親方は本当に頑固な職人さんなんですね」

「そうともさ」

　俺はニヤッと笑ってそう返した。少しは俺がやりたかったことに近づいている。それはなかなかに幸せなことだ。

　さて、テストも済んだので、仕上げにかかる。剣身は磨くのと、刃の部分を研いだら、剣身側の仕上げは完了だ。

　そうして出来た剣身のところに、熱して加工した鍔つばを取り付け、柄に鹿の革（サーミャが獲とってきたのを加工したやつだ）を巻き、柄頭に太った猫が座っている姿をタガネで彫り込んで、俺の作る特注品の一本目は完成したことになる。

「よし、一本目が出来た」

　俺は出来たショートソードを掲げた。剣身が火床の炎を反射して輝いている。

　再びヘレンの打ち込みを思い出しながら、軽く振ってみる。見た目よりもずいぶん軽く感じるが、具合は良さそうだ。

　その様子を見ていたリケが、居ても立ってもいられない様子で、

「見せていただいても？」

　と言ってくるので、

「いいぞ」

　と俺はリケに渡す。

　渡されたリケは、ショートソードを元素の一つ一つまでも見逃すまいとするかのように、細部にわたって見ている。角度を変えたり、軽く振ったりもしている。

「出来はどうだ？」

「これは普通の……いえ、多少の才能のある人が到達できる域のものではないですね。親方の事情に触れるようで申し訳ありませんが、いかなる理由にせよ親方を失ったことは、北方にとっては大きな損失だと思います」

「それほどかね」

「はい。間違いなく」

　リケは完全に真顔で俺に答える。

　まぁ、普通のものであるとは俺も思ってはない。丸太をぶった切るナイフを作れる技術の全てで作った剣だ、まともなはずがない。

　今回は完全に耐久力に主眼をおいて製作したから、例えばこいつで大きな岩に切りかかったとして、多少は切り込める（それがそもそも異常ではある）だろうが、真っ二つとはいかない。

　だが、この一本をチートとインストールを駆使して作ってみてわかった。俺はその気になればそれを作ることができる。

　ただ、普通の鋼では耐久力か切れ味か、どちらかに寄せる必要がある。

　チートで鍛えても、鋼がそこまでは耐えきれないだろう。そう考えれば鋼で作っている間は特注品でも大丈夫だとは思う。

　逆に言えば、仮にそれを両立出来る素材──ミスリルとかオリハルコンとか呼ばれるようなものだ──が手に入ったとして、それで最上のものを作るのはよくよく考えなくてはいけない。

　たかが剣一本で世界の何かが大きく変わることはないのだろうが、それでも小さな地域で見てみれば、十分な脅威にはなりえる。

　一人の製品があたかも戦略兵器のようになってしまう、という重荷を背負うだけの覚悟は今の俺にはない。

「どうかしましたか？　ご気分を害してしまったでしょうか」

　リケが心配そうに俺の顔を見ている。

「いや、何でもない。少し考え事をしていただけだ。気分を害したとかいうことはないよ」

　俺は笑ってリケの頭をガシガシと撫なで、少し怖い考えに落ちていきそうになっていた自分を引き戻した。

　この日は結局その一本だけを打って終わることにした。もう一本は明日だ。リケもナイフを仕上げたので、火床の火を落として今日の作業は終わりにする。

　片付けをしている間に、サーミャとヘレンが採集から帰ってきた。

「ただいま」

「おかえり、どうだった？」

「ん～、まぁまぁかな」

　サーミャがそう言い、ヘレンがおろした籠の中には解熱と化か膿のう止めの薬草と、リンゴに似た果実、それと木イチゴのような果実が入っている。

「なんだ、結構採れたじゃないか」

「時季が良ければ、もうちょっと採れた」

「いやぁ、薬草はともかく、果実はこれ以上あっても腐るし、これで良いよ。ありがとうな」

　むくれ気味のサーミャをフォローしておいた。

「それよりもエイゾウ」

　サーミャがいつになく真剣な顔で話してくる。俺は居住まいを正した。

「今日は狼おおかみたちが妙に騒いでた。ヘレンが見たのは大おお黒くろ熊くまで間違いない」

　じっと俺の目を見つめながら言うサーミャ。そうか。心配の種が一つ増えてしまったな。

「わかった。とりあえず今日は飯にしようや」

　夕食はいつもの感じのメニューにリンゴ（に似た果実）をつけて、ほんの少しだけ豪華になった。

　見た目に違たがわず、味もほぼリンゴだが、当然のことながら品種改良なんてされてないので、甘さはそんなにない。

　前の世界でもそんなにしょっちゅうは食べなかったが、それでも馴な染じみ深ぶかい味というのは、ホッとするものである。

「たまに、めちゃくちゃ酸っぱいのがあるんだけどな」

「ああ、ありますね。子供の頃に、どれが酸っぱいやつか、とかやりましたよ」

「アタイもやったやった。酸っぱいやつは苦手だったな」

　女性陣が口々に言う。俺が最初に食べたのも結構酸っぱかったし、そのうち加熱調理したものも試してみたいところだ。酸味が改善されるかも知れない。

　この日はサーミャとリケ、それにヘレンが食べてきた果物の話をして盛り上がった。ミカンぽいのとか、スイカみたいなのもあるらしいので、そのうちカミロに頼んでみよう。
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　翌日。俺とリケは今日も鍛冶仕事、サーミャは何か獲物を獲ってくるらしい。

　サーミャのサイクルを狩り→手伝い→採取→狩り→手伝い→街→休みにして、週一で休むのはありかも知れない。元々はその予定もあったしな。今後の予定として頭に入れておこう。

　ヘレンは今日は製作の見学だ。昨日一本目を作ったから今日は試行錯誤することなく、スムーズな作業を楽しんでいただけるものと確信している。

　早速二本目の製作に取り掛かる。とは言ってもやること自体は昨日と全く同じだ。

　昨日は探り探りだったが、今日は昨日と同じでいい、というのが分かっているので、昨日と比べて三時間近く早く片付いてしまった。

「随分簡単に作るんだな」

　その作業を見ていたヘレンが、心底感心した様子でつぶやく。

　そこへなぜか得意げにリケが返した。

「親方だからこのスピードが出せるんですよ」

「リケは無理なのか？」

　ヘレンもリケとサーミャの名前はさすがにもう知っている。

「一生かかっても追いつけるか分からないですね」

「そんなにか」

「そんなにです」

　リケがエヘンという擬音が見える勢いで胸を張っている。

　うーん、俺の場合はチートだからな……。あまり褒められるのも心苦しい。

　せっかくなので、昨日のと合わせてショートソードに装飾を施すことにする。

　表面を整えたのと同じ道具で、剣身の真ん中を平らにしていく。

　少しでもずれると重量バランスが崩れるので、慎重に作業をしなければいけない。平らにし終わったら表面を綺麗にして、軽く振っておかしくなっていないか確認だ。

　やってみたが特に振り抜きなどで違和感が出るようなことはなかった。

　平らにした部分にタガネで意匠を彫り込む。これもバランスが崩れてはいけないので、チートの力を借りて重さのバランスが狂わないように入れていく。

　二本とも彫刻を入れたあと、バリが出ているのを落とす。ここまでやっていたら、ちょうど稼いだ時間ぐらいまるまる使ってしまった。前の世界でもプラモとか作ってたし、こういう作業好きなんだよなぁ……。

「よし、これで二本とも完成だな」

「おお！」

　ヘレンが喜色満面で早速手に取ろうとするが、俺は一旦それを止めた。

「まぁまぁ、今日はもう遅いし、明日にしろよ」

「ええ……」

　さっきとは打って変わって、不満そうな顔のヘレン。まぁ気持ちは分からないでもないけどな……。

　新しいものを早く使いたいのは俺も同じだ。しかし、ここは心を鬼にすることにした。

　ちょうどそこへサーミャが帰ってくる。彼女が獲ってきたのは鳥だった。

　下ごしらえが終わったら、芸がないがチキン（木葉鳥だが）ステーキにする。

　その代わり今日は昨日サーミャが採ってきた木イチゴ（のような果実）と、うちにあるワインを使ってラズベリーソースのようなものを仕立てた。

「おお、すげぇなエイゾウ！」

　サーミャが飛び跳ねるかのように喜んでいる。サーミャは時々すごく子供っぽいんだよな。肉体的には二十五歳でも、精神が五歳とは言わずとも二十五歳には到達してないんだろう。

「こら、行儀が悪いぞサーミャ」

「だってこんな凄すごいのめったに見ねぇもん」

「そうですね。私の工房じつかでも、こんなのはめったに出ません」

「アタイもこれは見たことないな」

　リケもヘレンも今日の料理にはちょっと驚いているようだ。

　聞いたことはないが、リケはおそらく人間で言えばそこそこの年齢だろう。今まで大きく取り乱したことがない……鍛冶に関わること以外は、だが。

　ヘレンの方はどうだろう。刀傷で迫力があるのと、傭よう兵へい稼業の経験からか、こちらもそこそこの年齢のようにも見えるが、実際のところはもっと若い可能性もあるな。

「まぁ、今日は俺の初の特注品完成日だからな。お祝いだ」

「なるほどねぇ。そりゃ、おめでとうだ」

「ありがとう」

「私からもおめでとうを言わせてください」

「ああ。リケは少し手伝いもしてもらったからな。ありがとう」

「アタイからも！」

「お前は注文主だろ……。でも、ありがとうな」

　この日の夕食は飲み物にワインも注ついで乾杯し、大いに盛り上がったのだった。
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　翌朝、俺が水を汲くんで戻ってくると、ヘレンが家の前に出てきている。

「またずいぶんと早いな」

　俺は声をかけた。彼女は白い歯を見せつけるかのようにニカッと笑うと、

「昨日出来ただろ？　今日試せると思ったら居ても立ってもいられなくってさ！　昨日あんまり寝られなかったし！」

　と言った。目がキラキラしている。あんまり寝てなくてこのテンション。どんだけ元気なんだ。いや、寝てないからこそか？

「家に入るぞ」

「あいよ」

　家に入ったヘレンはどかりとテーブルの椅子に腰を下ろす。俺は台所に水みず瓶がめを下ろすと、朝飯の準備にかかる。

　その後は、この日の朝食はこの数日の中でも一番騒がしかった、とだけ言っておこう。

　朝食を終え、ヘレンに急せき立たてられて、全員で作業場にやってくる。

「さて、お待ちかねの品はこいつだ」

　布でくるんだショートソード二本をヘレンに渡す。

　ヘレンはバッと布を引ひっ剝ぺがすのかと思いきや、そろそろと壊れ物が包まれているかのようにゆっくりと解ほどいていく。解いていくごとに現れる剣身と、それに従って目に見えてヘレンのテンションが上っていく。

　とうとうその全貌が露あらわになる。鋼がキラリと光り、剣身の中央には奔はしる雷が彫刻されている。他はいたってシンプルな実用一辺倒な作りになっていて、柄頭に〝座る太った猫〟の彫刻があった。それが二本ある。

「ちょっと振って具合を確かめてくれ。バランスは崩してないはずだ」

　俺がそう言うと、ヘレンは恐る恐る両方の柄を握り、ヒュンヒュンと音がするほど速く振り回す。不思議と危なさは感じないが、あの中にちょっとでも入ればあっという間に切り刻まれてしまうだろう。

　舞うかのような〝試し〟はしばらく続き、やがてピタリと止まった。ヘレンは肩で息をしている。

「どうだ？」

　俺はヘレンに声をかける。ヘレンは俯うつむいている。剣を放り投げ……ようとして、作業場の床にそっとおいたかと思うと、

「すげぇ！　すげぇよこれ！　完璧だ!!　やっぱりアンタに頼んで良かったよ！」

　そう〝叫び〟ながら、俺を抱きすくめる。

「そうか、喜んでもらえ……いてててて！　いてぇよ!!」

　全力で俺を抱きしめつづけるヘレン。

　苦しくはあるが、そこまで喜んでもらえるなら鍛冶屋冥利に尽きるのは間違いない。だが、なるべく早く解放して欲しいな……。結局、リケとサーミャが無理やり引ひき剝はがすまで続いた。

「耐久性は一応試したが、もし何かあったら直すから、カミロの店かここに来てくれ。できれば実戦で使う前にな」

　なんとかヘレンのベアハッグから解放された俺は、作り手の責任として告げる。何かあったら直しはするが、戦場でそれが起きたら直しに来るも何もない。

　相手の顔がちゃんと分かって、要望に応えて作ったものだから、普段の〝数打ち〟よりもそのあたりがすごく気になった。

「わかった。訓練はしょっちゅうやってるから、その時に気になったらまた来る」

「ああ。それで代金だがな」

「いくらだい？」

「お前の払いたい値段でいいぞ」

「え、いいのか？　アタイは相場とか知らないぞ？」

「かまわない。特注はそいつの納得する値段を貰うことにしてんだ」

　理屈だけで言えば、一般モデルであれば二日で結構な数を作れるのだから、最低それだけは貰うべきなのだろう。それにこれ幸いと銀貨一枚渡して終わり、というやつもいるかも知れない。

　だが、ここまで来てでも欲しい、と思うようなやつだし、変な値付けはしないだろう。

　俺の手間賃以外はショートソード二本分の鉄石と木炭の分稼げれば、赤字ではあるが作れなくなるということもない。

「うーん……」

　ヘレンは相当に悩んでいる。相場を知らないって言ってたからな。俺としては金貨一枚も貰えれば御の字なんだが。

「じゃあ、これで」

　ヘレンは雑ざつ囊のうから袋を取り出し、袋から金貨二枚と銀貨数枚を取り出した。

「十分だよ」

「出したあとで言うのもなんだけど、それでいいのか？　今使ってるのよりちょっと高めにしたんだけど」

　今使ってるやつも大枚叩はたいたんだな。出来から言ってもおかしくはなさそうだ。

「別に問題ないよ。元のやつもいい出来してるから、俺のもそれでいい。ちょっと多いかも知れないって思ってるくらいだ」

「お、おう……」

　こうして代金を払い終わったヘレンは手をブンブン振り、「ありがとなー！」などと叫びながら、森の中へ消えていく。あの様子なら帰り道に大黒熊に遭ったところで、喜んで試し切りの相手にしそうだ。ヘレンが見えなくなると、俺達は誰からともなく家の中に戻っていった。

「しかし、すごい力だったなぁ……」

　俺はそう呟つぶやいた。それこそ大黒熊くらいあるんじゃないのか、あの膂りよ力りよく。

「アタシらが全力出しても、エイゾウから引き剝がすのに苦労したぞ」

「声も大きかったですねぇ」

　サーミャもリケもそれぞれに強い印象を持ったようだ。まぁアレだけの人物はそうそういない。ドワーフと獣人両方に全力を出させる人間が、うじゃうじゃいたらちょっと困る。

「とりあえず、今日はショートソードとロングソード作って、明日納品しに街に行くぞ」

「おう」

「わかりました、親方」

　そして、ショートソードとロングソードを作り始める。

　たった二日違うことをしていて、お客さんがいたってだけなのに、〝いつも〟が戻ってきた感覚がする。

　いつもどおりに準備をして、いつもどおりに手伝ってもらい、いつもどおりに作る。俺がここで暮らしはじめてからそんなに経たってはないが、いつの間にかこの光景は〝いつも〟になっていたんだな。ちょっとぐっと来たが、なんとかサーミャにもバレずに済んだ。




　そうして、二日ほど過ぎたあたりで、事件が起きた。サーミャが狩りに出たのだが、その時に大おお黒くろ熊くまに出くわしたのである。恐らくはヘレンが見て、狼おおかみたちが騒いでいたという原因の熊だろう。

　それを聞いた俺の頭に、サーミャと出会った日の光景が蘇よみがえる。

「おい、大丈夫か!?　怪け我がはないか!?」

「お、おう。大丈夫だよ。気がついた時点ですぐ逃げて来たからな。思ったより近いところに出ちまった。うまく撒まいたとは思うけど、アイツは鼻がいいから、もしかしたら追って来てるかも知れない」

「そうか……」

　サーミャが無事なことに一ひと先まずは安心しながら、これからどうすべきか考える。もし追って来た時にどうなるかだ。この辺りをしばらくウロウロしていて、どこかでバッタリ出くわしでもしたら面倒であるのは間違いない。

　一番出くわす確率が高いのは、毎朝水みず汲くみに出る俺だが、サーミャもリケも家の外に出るときはある。その時に出くわしたら……。

　俺は頭を振って、悪い考えを頭から追い出した。これはこちらから何とかするしかないな。ナイフで立ち向かうのは論外だろうし、今から特注モデルのロングソードを用意している暇はない。しかし、作ったきり試してなかった特注モデルの短槍を試してみる、ちょうどいい機会と言えなくもないか。

「ちょっと出てくる」

「え、おい、まさか」

「いたら片付けてくる。扉は俺が帰ってくるまで、どっちにも閂かんぬきをかけておけ」

「だったらアタシも！」

「いや、何かあった時にお前達を守ったまま、退却出来る自信が俺にはない。俺にはちょっと心得がある。サーミャの弓の腕を信用していないわけじゃないが、ここは俺に任せてくれないか」

「くそっ……絶対帰ってこいよ」

「親方、私からもお願いします。絶対に帰ってきてくださいね」

「ああ。せっかく出来た家族なんだ。残してくたばったりはしないさ」

　俺は作業場に置いていた短槍を手に取り、外に出た。言いつけどおり、サーミャたちが閂をかける音を聞いて、森の中へ入っていく。

　今日はやけに森の中が暗いと思っていたら、雨が降り出した。こっちの世界に来てからは初だな……。

　俺は「こっちに行くとヤバそうなのに出会う気がする」方へドンドン向かう。普段、街に行くときはサーミャに任せている部分で、ちょっとした危険だとあんまり感じないのが難点だ。

　だが、大黒熊くらいの危険度になれば、俺でも分かる。なんせ下手すりゃ俺でも十分に死ぬ可能性があるからな。

　俺は雨音の中から、大黒熊の出す音を必死に探しつつ、自分は雨音に紛れ込む。

　サーミャに聞いておいた話だと、雨を抜きにしても普通ならとっくに巣に戻っていてもおかしくない。

　そして、それならば俺のチートの勘はもう危険を感じなくなっているはずだ。

　それがない、ということはまだこの辺りをうろついている。もしかしたらどこかで〝人〟の味を覚えてしまったやつかも知れず、その考えは、前の世界で見た、人が熊に襲撃された事件を俺に想起させる。

　そうなると、もうこの森に暮らす獣人を含めた、人間に仇あだなすものになってしまっている可能性が高い。今日なら雨で俺の匂いもハッキリしないだろうから、俺にもチャンスがある。それなら今日やるしかない。

「腹をくくれ、英えい造ぞう」

　前の世界では猫一匹救うのに自分の命を差し出したやつが、こっちの世界では熊一頭を殺そうとしている。その皮肉に苦笑が漏れる。

　それでも、俺はヤツを仕留めなくてはいけない。家族になったサーミャやリケ、そして、その家族とこの世界で手に入れた〝いつも〟を守るためだ。俺はそのためになら、なんだってやってやる。

　俺はゆっくりゆっくりと、危険そうな方へ向かう。そうしてどれくらい経っただろうか。長かったような気もするし、短かったような気もする。

　俺の危険察知や生存本能やサバイバルの知恵、その他すべての感覚が最大音量でこの場所は危険だとアラームを鳴らし始め、俺は〝ヤツ〟を見つけた。

〝大黒熊〟とはよく言ったもので、確かにデカかった。前の世界のテレビで見た、デカいヒグマくらいありそうだ。

「サーミャが襲われたのは、こいつではないのかな……」

　こいつ相手だと革鎧よろいとか関係なしに、一発であの世行きの気しかしない。

　そいつは俺が近づくのに気がついたから逃げたのだろうってことだし、多分違う個体じゃないかとは思う。

　この何週間かで一気にデカくなった可能性は捨てきれないが。

「すまんな、お前に恨みがあるとかではないんだが」

　願わくば、こいつの巣に腹をすかせた子熊がいたりしないことを祈りたい。俺はゆっくりと槍やりの穂先を熊に向ける。

　いろんな能力が俺に危険を知らせているが、不思議とワンパン貰って終わり、という予感はない。確実に勝てる、とも思えるような状況ではないが、俺にはチートがついてる、という感覚が今はありがたい。

　のそり、と熊が立ち上がる。ますますデカい。俺の身長の二倍近くあるように思える。それでも俺は腰を低くして、穂先を向けることを止やめない。

　熊は再び四よつん這ばいになって、俺の方に駆け寄ってくる。こうなったら俺の足では離脱は無理だ。俺かアイツか、どっちかが息絶えなければ終わらない。

　飛びかかってくる熊の腕をギリギリで躱かわす。軽くでも掠かすったらヤバそうだ。本当はすれ違いざまに槍を叩たたき込こみたかったのだが無理だった。

　思ったよりも速い。チートの恩恵を受けていてコレなのだから、そうでなかったらあっさりやられてたな。

　槍を横薙なぎにして足止めも考えるが、大して効かなそうだ。

　熊はすばやく体勢を変えてこちらに向き直る。だが先に体勢を作っていたのは俺の方だ。すばやく槍を突き出すと、槍は難なく熊の脇腹に突き立つ。鋭すぎて刺さる感覚がほとんどなかった。

　しかし、チートの感覚が俺に「浅い」と告げている。地面がぬかるんでいて、踏ん張りが効かなかったからだ。

　すばやく槍を抜き取り、飛とび退しさったがギリギリで熊の前足に追いつかれ、衝撃が胸を襲う。

　飛び退っていたおかげでなんとか衝撃は最小限で抑えられたが、それでも肺の空気が全部出ていくかと思った。

　こらえて後ろに転がりながら体勢を立て直す。三十歳に若返ってて良かったぜ。四十だとこうはいかない。

　今度は逆に前に飛び込みながら、熊の前足を頭上スレスレで躱し、懐に飛び込んだ。一見すると熊に覆いかぶさられているようにも見える。

「俺の勝ちだ」

　その体勢のまま、槍を熊の体に勢いよく突き刺した。スルスルと抵抗なく刺さっていく。

　前にサーミャが切れすぎて気持ち悪い、みたいなことを言ってたが、たしかにこの感覚は慣れないな。

　そのまますぐに深くまで槍が進むと、熊は俺を払はらい除のけ、俺は衝撃でゴロゴロと転がり、槍からは手が離れてしまった。

　しかし、今のは手応えがあった。熊は胸に突き立った槍をどうにかしようと足あ搔がいていたが、やがて、どうと倒れた。

[image: ]

　横向きに倒れたからか、槍に損傷はない。それにしても、アレだけ乱暴に扱ったのに何ともないあたり、〝特注モデル〟は耐久力も高くなっているのかも知れない。今度試してみる価値はあるな。

　熊は倒れたまま少しの間暴れていたが、やがてそれも静かになった。

　何かあってもナイフ一本しかないが、何もないよりはマシだろうと考え、護身用のナイフを抜いて、ゆっくりゆっくり、そろりそろりと近づいていく。呼吸をしている様子はない。

　少しためらわれたが、足の先でつついて反応がないことを確かめる。

　相変わらず動きはない。一応警戒を解かずに、刺さったままの槍を抜く。

　ゴボリと血が溢あふれてきて、毛皮と地面を濡ぬらし、緋ひ色いろが雨と混じって広がりながら地面に溶けていく。その間も全く反応はなかった。

　仕留めたのだ、と確信した瞬間、腰が抜けた。当然だが、あんなギリギリの命のやり取り、前の世界では一回もしたことはない。

　それに今回は完全にチートとインストールに頼って戦闘をこなした。相当ギリギリだったのは言うまでもない。

　はぁーっと一つ大きなため息をつく。それで人心地ついた。緊張が解けてくると、体中に痛みが走る。

　当然ふっとばされた時に、無傷ではなかったからだ。擦過傷も打撲も無数にある。

　改めて体を動かしてみた感じ、骨は折れてないようなのが幸いだ。これで骨が折れていたら、しばらくは建築も鍛冶もできない。今の状態でも最低一日くらいは休む必要があるだろう。

　まじまじと斃たおした熊の亡骸なきがらを見て、手を合わせる。すまんな。まだ被害は出ていないが、被害が出てからじゃ遅いんだよ。

　お前の命の分も、俺がちゃんと生きてやるからな。こうして熊の命は消え、俺の命は残っていくのだ。

　しかし、この熊はどうしたものか。置いておけば屍肉食生物スカベンジヤーが食うだろうから、それはそれで良いとは思うが、俺が殺あやめた命だ。出来れば俺達で食って弔ってやりたい部分もある。

　筋力が大幅に強化されているし、頑張って運ぶか……。

「よいしょ」

　槍と一緒に熊の腕を肩に担ぐ。流石さすがにめちゃくちゃ重い。確かヒグマのオスの小さいのでも、二五〇キログラムくらいあるんだっけか。

　重いが、そのまま引きずっていく。雨が降っているから、血も抜けるだろう。あちこちの怪我もあり、雨で足元も多少不安定になっているせいもあって、思うようには進まない。

　こうしてる間に別の熊や狼に襲われたら面倒なことにもなるので急ぎたいが、それで熊や狼の気配を見落としたら意味がない。一歩一歩踏みしめるように進んでいく。

　来たときのたっぷり倍の時間をかけて、家まで半分ほどの距離まで戻ってきた。

　ありがたいことに雨あま脚あしは急速に弱まってきている。この分だとあともう少しで止むだろう。

　そうなれば多少早くは戻れるはずだ。流石にかなり疲れてきたので、休憩しようかと熊の腕と槍を肩からおろそうとした、まさにその時、近くの茂みから何かが飛びかかってきた。

「うわぁっ！」

　ナイフを抜く暇もあらばこそ、俺はそのまま地面に押し倒される。押し倒した何かは立ち上がり、熊の方を向き、ナイフを抜き放って姿勢を低く構える。

　それはサーミャだった。俺の首に手をかけていた時が可愛く思えるほど、完全に怒った目をして、熊の方を向いている。俺は起き上がって声をかけた。

「サーミャ！　俺は大丈夫だ！　そいつは仕留めてある！」

　その声にビクッとしてこっちを振り向くサーミャ。

「本当か？　ホントのホントに平気なのか？」

「ああ、あちこち擦り傷やら打ち身やらで痛みはあるけど、大きな怪け我がはないよ」

　それを聞いたサーミャがまた俺に飛びついてくる。多少不意を打たれたが、さっきと違い、俺は受け止めることが出来た。

「良かった……良かったよぉ……アタシ、アタシ……」

　泣きじゃくるサーミャの頭を、俺はずっと撫なで続けるのだった。

　また茂みがガサガサと言う。今度はわかった。サーミャは森で暮らしていたし、虎の獣人だから、足音を消して気配を殺すのは得意中の得意だが、彼女は違う。

「リケ」

「お邪魔でしたかね、親方」

「いや、そんなことはない」

　ない……はずだ。サーミャはまだ俺の胸に頭を押し付けてグスグス言っている。獣人のほぼフルパワーで抱きすくめられているので、傷や打ち身が痛むが、それは言わないほうがいいな。

「サーミャさんが言うには親方の戻りがあまりにも遅い、倒してるならとっくに戻ってるはずだ、だそうでして。二人で様子を見に行こうと」

「外に出たら危ないかも知れんのに……」

「まぁまぁ、恋する乙女サーミヤさんのすることですから、止められませんよ。そしたら、大黒熊と親方両方の匂いが一緒に近づいてくるので、もしかしたら最悪の事態になっているのかも、と待ち伏せしてたんですよ」

「なるほどな……」

　それでサーミャはまず俺を取り返すために、俺に飛びかかってきたのか。肩に熊の腕だけ乗せて動いてると、パッと見は熊に肩のあたりを咥くわえられたまま、運ばれているように見えなくもない。

〝恋する乙女〟のところには気づかなかったことにして、心配して来てくれたことに違いないし、礼を言っておこう。

「ありがとうな」

「いえ、それはサーミャさんに」

「サーミャもありがとう」

「うん……」

　サーミャは先程よりは落ち着きを取り戻してきたが、まだ離れようとしないので参ったな。

「とりあえず、家に帰ろう。な？」

　そう言って頭を撫でながら促すと、

「うん……」

　サーミャはようやく離れてくれた。

「それで親方、熊は完全に仕留めたんですか？」

「ああ。腸はらわたはまだ抜いてないが、肉に出来ると思う」

「大黒熊と戦って生き残れる人間って、そうそういないと思うんですけどね……。ましてや一介の鍛冶屋で倒せる人って、ドワーフでもそんなにはいないですよ」

「そこはほれ、わけありだからな」

　ニヤッと笑う俺。

「まぁ、そういうことにしておきます」

　リケはため息をつきながら、とりあえずは流してくれた。

「よし、それじゃあ運ぶか……」

「大丈夫か？　怪我してるんじゃないのか？」

　サーミャが気遣ってくれるが、

「いやまぁ、もうあと半分くらいだし、それくらいならいけるいける」

　と、俺は虚勢を張る。虚勢とは言うものの、多分時間をかければ本当に無事帰れると思うし。

「まぁ、エイゾウがいいんならいいけど」

　俺とサーミャで熊の腕を片方ずつ担いで引きずる。

　リケには槍を持たせた。短槍のはずだが、リケの身長だと長めに見える。リケは歩きながら槍の出来を見ている。アレは特注モデルだからな。

「見ながら歩くと危ないぞ」

　俺は前の世界での、歩きスマホを注意するようなことをリケに言う。言っても刃物だからな、槍。本当に危ないからやめような。

　途中で湖の近くまで来たので、サーミャと相談して、そこで明日まで沈めておくことにした。後は小半時も歩けば我が家だ。

　家に帰り着くと、ドッと疲れが襲ってきた。でもまず身体は拭かなきゃな……。フラフラとおぼつかない足取りで台所に向かい、魔法でかまどに火を入れる。

「湯とご飯の用意は私がしておきますから、サーミャさん、親方を部屋へ」

「おう、わかった」

「いや、俺は自分で……」

「良いから怪け我が人にんは言うこと聞いとけよ」

　有無を言わせない感じのサーミャの語気に気け圧おされる。

「お、おう……」

「じゃあ、肩貸してやるからな。行くぞ」

　そうして俺はサーミャの肩を借りて、自室に入った。

　そのまま横になると、ベッドが泥だらけになるので、一旦丸椅子に座る。

「いてて……」

　擦過傷の方はそうでもないが、打撲のほうが結構痛みだしてきたようで、あちこちが痛い。

「お、おい！」

　サーミャが慌てた様子で声をかけてくる。

「ああ、大丈夫だ。あちこち打ち身があってそれが痛いだけだよ。骨が折れたりとか深い切り傷とかはない」

「ホントに？」

　うるうるした目で俺の目を覗のぞき込こんでくる。

「ああ」

　そう聞いてサーミャはホッとした顔をする。サーミャって結構心配性なんだな。そう思ったが言葉は飲み込んだ。あんまり言うと拗すねる気がしてならない。

「とりあえず体を拭かなきゃな……。サーミャ、湯が沸いたら教えてくれ」

「お、おう。ちょっと様子見てくる」

　部屋を出ていくサーミャ。久方ぶりの静寂がやってきて、身体が猛烈に休息を欲し始める。これは身体が安全を認識して休息を最優先にしはじめているな。これはまずい……。このままだ……と……かく……じ……つ……に……寝……




　なにかフワフワとした感覚を頭に抱いて、俺は目を覚ます。目が覚めた、ということは寝ていた、ということである。しまった、身体とか拭いてないのに。

　慌てて身体を起こすと、ビックリした顔のサーミャがいて、俺もビックリした。

「お、おはよう」

　なんと言っていいか分からず、そんなことを言ってしまう。サーミャはビックリした顔のまま、

「お、おう。おはよう」

　と返してくれた。

「俺、寝てたのか」

「あ、ああ。ぐっすり。身体を拭かないと悪い風が身体に入る、ってリケが言うんで、二人で湯で拭いてベッドに寝かせたんだよ。下着は脱がせてないけど」

「そうか……すまないな」

「別に気にすることじゃないよ」

　俺は再びベッドに横になる。ちょうどそこにリケが入ってきた。

「あら、親方。起きたんですね」

「ああ。リケもすまないな」

「いえいえ、いいんですよ。そうそう、サーミャが〝エイゾウがー！〟って……」

「わーーーー[image: ]」

　突然サーミャが大声を出す。ほとんど虎の咆ほう哮こうだ。

「ばばばばバカ！　それは言うなよ!!」

「あら。別にいいと思うのに。照れ屋さんね」

　二人の時は焦るサーミャを軽くあしらうリケ。この辺はリケが何枚か上うわ手てだな。

「そう言えば、リケも俺のことは親方じゃなくて良いんだぞ」

　しれっと俺も混ぜてみたが。

「それはダメですよ、親方」

　あっけなく撃墜されてしまったのだった。








エピローグ　その伝説の名は






「おはようございます、旦那様」

「ああ、君か。おはよう」

　椅子に座って何とはなしに外を眺めているところへ、動きやすい服を着た女性に声をかけられ、私は返事をして、ため息をついた。

「今日も英雄に見まみえたい方々が大勢いらしてますね」

「ああ、そうだな」

　あの任務を終えてからというもの、私の家にはひっきりなしに人が来るようになった。あまりにも多いのでカミロ殿に泣きついたところ、エイムール伯爵家から人を寄よ越こしてくれるとのことだったので、お言葉に甘えることにしたのだ。

　この日も朝から面会を願う人が私の家の前に行列をなしているのが見える。寄越してくれた衛兵が人々を整列させていた。

「あの人はこれが嫌で自分では行かなかったのかね？」

「わかりかねますが、その可能性は高いと思います。あの方には何度もお目にかかっておりますが、人前に出るのを極端に嫌がるお方なのは間違いありませんからね。特にあの件があってからはそうです」

　女性──カテリナといった──は私の疑問にそう回答した。あの御仁なら自分で作って自分で倒してしまったほうが確実に早い。

　今回私に白羽の矢が立ったのも、あの人が「剣は打つが、自分はそういうのには向かないから、赴くのは他の誰かに。それが駄目なら剣も打たない」と言ったからであると聞いた。

　確かに全騎士団でも剣の腕は一、二を争っているという自負はあるし、王命でもあったので断ることは難しかったのも確かだが、こうなると分かっていたら拝命したかは少し怪しい。

　そもそも、そんな条件がなければ、あの人が行った方が手っ取り早いのだ。人づてに聞いた話ではあるが、あの〝雷らい剣けん〟と互角に渡り合ったとか。ならば、単純な話だ。

　私よりも腕が立つ、ということなのだから。

　私は椅子に深く座り直すと目を閉じ、あの日のことを思い返していた。




　険しい山を越え、私はなんとかそこにたどり着いた。ここは最近巷ちまたを騒がせている怪物が棲すむ山だ。

　この怪物が人里に降りては牛や羊をたらふく食っていくと言う。当然それでは民の生活が成り立たない。

　そこで討伐の遠征隊が編制され、私が大剣を担いで山登りをする大役を仰せつかったというわけだ。

　これ一つを入手するにも紆う余よ曲きよく折せつがあった。そもそも何なのだ、〝黒の森〟に住んでいる鍛冶屋というのは。住すみ処かを知っているという商人に聞いてみたところ、必ず使い手が自分一人で工房までやってくること、という条件もあったため、私は半信半疑になりながら、一人で危険な森を進む羽目になった。

　確かにそこには存在したのだ、鍛冶屋が。最初に見たときは何の冗談かと思ったほどだが、鍛冶屋はその仏頂面と私が持っていた鍛冶屋のイメージに反して、意外にも気のいい男であった。

　……奥方が複数いるようなのが気にはなったが。鍛冶屋とはかくもモテる職業であったろうか？

　なぜこのようなところに住んでいるのか？　もう少し利便性の高いところに居を構えれば客も増えるのではないか？　という問いについては、苦笑しながら「まぁ、色々ありまして」としか返してくれなかった。

　北方から流れてきた（名前を聞いたところ、確かに北方風の名前だった）と言うし、聞くのも失礼かと思ってそれ以上は控えたので、詳しい事情は結局分からずじまいだ。




　ともかく、私の背負っている大剣はそれなりの労苦を経て入手したものなのだ。こいつの質については試し切りで確認済みである。あの仏頂面の鍛冶屋の腕前は疑うべくもなかった。

　つまり、今回の討伐の成否のほとんどは私の腕にかかっていることになるわけで、その責任の重さもこの大剣をより重く感じさせていた。

　峻しゆん険けんな山にある少しの谷間。我々はそこをこっそり覗き込む。果たせるかな、そこには目的の怪物が吞のん気きにも寝息を立てていた。

「いるな」

「ええ。吞気に寝てますね。仕掛けますか？」

「そうだな。準備しよう」

　部下とひそひそと話をする。寝ている間に仕掛けるのがベストなのは間違いない。我々はそろりそろりと荷物を下ろして、攻撃を仕掛ける準備を整えはじめた。

　巨大ボーラ（紐ひもの両端に重りをつけたもので、命中すると紐が絡む）を組み立てた攻城弩バリスタ四台にセットし、狙いを定める。

「やつが動きそうになったら、すぐに放てよ」

「わかりました」

　何度も魔物討伐の支援に駆り出されている、攻城弩隊の隊長がやはり声を潜めて返事をする。最初のボーラを放ったら、その後は太矢による支援になる。攻撃速度はとんでもなく遅いし、やつに狙われたらひとたまりもないので、さっさと片をつけたいところではある。

　やや遠回りにはなるが、静かに接近できそうで、かつボーラの射線を塞がないルートを通ってやつに近づく。できれば寝ているまま、その首を切り落とすことができれば、それほど楽なことはないのだが……。

　しかし、そんな私の願いも空むなしく、あとほんの二〇メートルほどのところでやつが身じろぎをして、目を見開いた。私は即座に大剣を構え、走りながら大声で叫ぶ。

「放て！」

　言うが早いか、遠くから四つのボーラがブゥンと音を立てながら、やつをめがけて飛んでいく。やつもギリギリでそれに気がついたようだったが、さすが歴戦の攻城弩隊である。ボーラは狙いを過たずにやつの脚や翼に絡みついた。




　やつ──大きな体たい軀くに硬い鱗うろこ、空を飛ぶ翼を持った爬は虫ちゆう類るいのような姿の怪物、つまり竜はもがく。しかし、絡みついた紐は全く切れる様子を見せない。大半の生物ではかなわないと言われる竜の力をもってしてもだ。

　それもそのはず、その紐も例の鍛冶屋がその手腕をもって作り上げた、ミスリル製（！）の特注品なのである。

「竜相手じゃ、これくらいでないとすぐ切られるでしょ。大剣の代金、かなり多めに貰もらってるからこいつは無た料だでいいですよ」

　とニヤッと笑った彼の姿が思い起こされる。その後、奥方に耳を引っ張られていたことも思い出したのは彼にとっては余計だろうが。

「確かにな」

　私も彼のようにニヤリと笑い、竜の首をめがけて駆け寄る。竜はぐるりと頭をこちらに巡らせると、その大きな顎あぎとを開いた。その口の中にチロチロと燃えるものが見える。

　私は大剣の腹を相手に向けるように構えた。ゴウという音がして、一瞬ではあるが辺りを炎が駆け巡る。

　熱い。まともに食らっていれば、恐らくはひとたまりもなかったであろう鉄をも溶かすという炎の息吹ブレス。私の構えた大剣は直接冷やしているかのように青く輝いて、その熱から私を守ってくれている。

　炎が止やむかどうか、というタイミングで私は再び駆け出した。目の前には大きな竜の頭。私が向かっていることには気がついていても、頭では理解出来なかったのかも知れない。

　これまでやつが対たい峙じしてきた相手で、炎の息吹を食らって無事であった者は一人としていないだろうから。

　私もあの鍛冶屋に負けず劣らずのお人ひと好よしである自覚はあるし、騎士団の連中にはしょっちゅうそのことを言われるが、その隙を見逃してやるほどではない。

　私は一瞬身動きを止めた竜の頭をめがけて、大剣を勢いよく振り下ろした。




　こうして、私は国王陛下より直々に〝竜殺し〟の姓と継承ありの男爵位を頂いた。ベルンハルト・ウルリッヒ改め、ベルンハルト・ドラヘンテューターである。男爵位ではあるが、ウルリッヒ子爵たる父上の喜びようと言ったらなかった。

　家督を継ぐことが出来ない次男坊が、家が変わるとは言っても爵位を得たのであるから、気持ちは分からないでもない。

　当たり前だが、竜殺しもめったに出るものではない。そもそも今回、竜が人里近くに現れたのが相当な珍事なのである。降ってわいたような英雄の誕生は王国中を駆け巡り──そして、この今の大騒ぎに至るわけである。




　面会にやってくる者の大半は「うちの娘を嫁に貰ってくれないか」というようなことを言ってくる。増えた貴族の係累として恩恵にあずかろうというわけである。今のところは全て断っているのだが。

　残りは「武器を打った鍛冶屋を紹介してくれ」というものであった。これもカミロ殿と鍛冶屋のエイゾウ殿から他言無用と言われているため、大半を断っていた。私からはカミロ殿の話もしていない。そして、強く断れば普通は二度と現れない。

　だがしかし、その中に一人だけ様子の違う青年が現れた。熱意を持って何度も通い、教えてくれるまではずっと通うと言うのだ。

　私はこの日、根負けしてとうとうカミロ殿の存在を教えてしまった。無論、他には教えないという条件をつけてだ。

　しばらくの間、私はこの選択について良かったのかどうか、自問自答することがあったが、後にこの選択については間違いではなかったと確信を得ることになった。




　その青年とは、後に同じ鍛冶屋の手による剣を持って魔王と対峙する勇者となる青年であったからだ。








出会いの物語①　運命に逢あった日






「あれは、私にとっては何にも代えようのない、素敵な時間でした」

　彼女──齢よわい百二十を超えるが、ドワーフであるためか老婆という印象はなく、人間で言えば中年かそれを少し過ぎたくらいにしか見えない──は私にそう語った。




　私が興味を覚え、いつしかその生涯を追いかけようと思うようになった鍛冶屋の男がいる。

　彼は〝英雄の担い手〟、〝神の手を持つもの〟、〝抑止の鎚つち〟……様々な二つ名が様々な場所で呼ばれた。

　彼の名はエイゾウ・タンヤ。彼の手による武具の中でも、最高峰は代々の勇者が受け継ぐことになった「聖剣ロツヴァルデン」と、魔王が愛用しているという「魔剣シュトイェスツベト」の二振である、と言われている。

　だが、彼の業績はその二振には留とどまらない。今や名家の一つに数えられるドラヘンテューター家がその名を馳はせるきっかけとなった竜殺しの一件、その時に携えていた大剣は彼の手によるもので、竜殺しの大剣と共に〝蜘蛛くもの糸〟という名で家宝として伝えられているミスリルの紐も彼が作ったという。

　他にも様々なところで彼が製作したことがほぼ確定している〝太った猫の刻印〟の武器が「発見」されており、いずれも世界や国や家──大小様々な領域の歴史で重要な立ち位置を占めている。

　しかし、当の本人については表に出たがらない性分のせいなのか、公の記録には全くと言って良いほど残っておらず、その経歴のほとんどが謎に包まれていた。

　タンヤという家名すら、わざわざ北方まで赴いて調べたにもかかわらず詳細が全く不明だったほどである。

　あまりにも何も残っていないため、意図的に記録が消去されている可能性も考えて調査したが、どうもそうではないらしい。本当に単に残っていないだけなのだ。

　そんな彼が知られる限りでは、たった一人だけ弟子と認めた鍛冶屋がいる。それがこのドワーフの女性で、名をリケ・タンヤといった。

　ドワーフは自らの工房名を家名のように名乗るという。機嫌を損ねないように慎重に話を進めていったので、彼女がエイゾウ氏と結婚して家名を名乗ることになったのか、それとも師匠への敬意で工房名として名乗っているのかは最後まで聞けずじまいだった。

　世間の噂うわさではもっぱら前者である（他に何人も娶めとったという話すらある）とのことだが、記録もなにもないのであくまで噂の域を出ない。

　その彼も今は消息を絶っている。恐らくは既にこの世にはいないものと思うが、彼女を含めて残った関係者の方々はどちらとも言わないため、扱い上は「消息不明」のままである。

　これは長い時間をかけて探り当てた後、長年頼みこんでようやく話をしてくれる気になった彼女の、思い出話の一部だ。





◇　◇　◇






　私はドワーフの家に生まれて育ちました。私の後には弟が三人。家族と親戚みんなで鍛冶屋を営んでいました。

　ドワーフはある程度の年齢になったら外に出て弟子入りをします。いくつになったら、ということではなく、大体の年齢なので私の家では弟三人と私がまとめて弟子入りの旅に出ることになりました。

　行く道々では色々と見聞を広げることは出来ました。少し危ないこともありましたが、ドワーフの体は頑健に出来ています。少々のことでは問題ありません。

　問題はいくつかの工房を巡ったりしても、小さい町ですと、なかなかここだという工房が見つからないことでした。

「どうだった？」

「うーん、普通かな……。あれくらいならチビのマッジでもやると思うよ」

「そうよねぇ」

　私が弟に聞いても、大体はこんなような感じで、実際、素晴らしいと思えるような技術や発想を持った工房はありません。

　私たちドワーフが外に出て弟子入りする目的は実家の工房──私の場合はモリッツ工房──に新たな技術などをもたらし、質の底上げをすることです。

　この目的から言っても、そこらの工房では意味がありません。基本的には人間よりもドワーフの方が力や器用さでは上です。

　しかし、ドワーフにはない発想を人間は持っていることがあります。その発想とドワーフの技術を合わせれば、新しいものが生まれます。ドワーフはずっとそうして質を高めてきました。




　こうして、私たちは途中の町々へ立ち寄りながら、期待と落胆を繰り返し、都みやこに向かっていました。悪くても都に行けば腕の良い職人がいるに違いない、そう思って。

　その時の衝撃をなんと言えばいいでしょうか。雷に打たれたような、と表現する人もいます。

　ですが、私にとってはその程度で済むようなものではありませんでした。実際に殴られたことはありませんが、親方が全力で私の頭を鎚で叩たたいたら同じ衝撃が来るかも知れませんね。

　……一度試してもらえば良かったかも。いえ、こちらの話です。




　都に近い街へ入ろうとしたところ、そこで立りつ哨しようをしている衛兵さんの姿が見えました。いえ、衛兵さんの姿が見えたのも確かですが、私の目が捉えたのは、彼が使っていたナイフです。

　お昼に近い時間だったのもあって、その衛兵さんは干し肉をナイフで削って口に運んでいました。

　ひと目でそのナイフの切れ味、そして刃やいばの輝きにすっかり魅入られてしまった私は、挨拶もそこそこに衛兵さんに聞いたのです。

「そのナイフはどちらで入手されたのですか？」

「こいつかい？　ああ、お嬢さんはドワーフか」

「ええ」

　私はしっかりと頷うなずきました。

「と、すると、こいつを打ったやつのところに弟子入りするつもりかい？」

　衛兵さんはドワーフの風習を知っていました。これは話が早いかも知れないと、期待を込めて言いました。

「そのナイフ、見せていただいてもよろしいですか？」

「ね、姉ちゃん。まさか……」

「作業も見ないうちに弟子入りを決めちゃったのかよ」

「俺たちだって凄すごい職人のところに弟子入りしたいのに……」

　弟たちが狼狽うろたえましたが、ここは年長者優先ということにしてもらいましょう。

「構わないよ」

　衛兵さんがナイフを布切れで拭って渡してくれました。私はそれをじっくりと、はしたないですが舐なめるように見ていきます。

　それはとても綺き麗れいな刃をしていました。日常使いの道具として頑丈であることと、刃物としての繊細さを兼ね備えていました。

　ナイフとしてこれだけのクオリティを出せる職人がいて、ここまででその製品を見かけなかったのが不思議なくらいです。

　横から覗のぞき込こんでいた弟たちも「ほほう……」「これは……」などと感嘆の声を上げており、私の目がおかしくないことを教えてくれていました。

「これを作った方の住んでいる場所はどこですか？　弟子入りをしたいと思っています」

　私は真剣な顔をして衛兵さんに聞きました。弟たちはあちゃあという仕草をしていましたが、そんなのは無視でした。

　すると、衛兵さんは眉根を寄せて言ったのです。

「うーん、住んでるところは俺も知らないんだよなぁ。そもそも名前も知らない」

「そうなんですか？　では、これはどこで？」

「自じ由ゆう市いちだよ。週に一回くらい来るんだ。前に来たのが四日くらい前だったから、三日後くらいに来るんじゃないかな。今日は見てないからもう来ないと思うけど」

「分かりました。それじゃあ、来るまで待たせていただきます」

「ええ……」

「姉ちゃん……」

　路銀はこのくらいの街にしばらく滞在するくらいはあります。弟たちの不満を除けば、特に問題はありませんでした。




「私は三日ここで待つから、貴方あなたたちは先に行きなさい」

　私は弟たちに言いました。この街に到着してから困惑し通しだった弟たちでしたが、一層困った顔をしています。

「もし弟子入りを断られたらどうするのさ？」

「俺たちがいないと道中危ないぜ？」

　弟たちの懸念はもっともでした。確実にあのナイフを打った職人のところに弟子入りできる保証なんて何もありません。

　でも、不思議と私には確信がありました。

「大丈夫よ。きっとそんな気がするもの」

「始まったよ……」

「姉ちゃんこうなるともう聞かないからな」

「諦めるか……」

　こうして、弟たちを無事説得した私は、職人さんが来る日を今か今かと待ち構えることになりました。




　それから三日間、私は毎日街の入り口と自由市をウロウロすることになりました。

　二日間は街の入り口に行っても、衛兵さんには首を横に振られました。それでも諦めきれず、自由市にも顔を出し、店を出している人に聞いて回ったりもしますが、やはり来ていないようでした。




　そして三日目。衛兵さんに聞いた話ではちょうど今日で一週間のはずです。

　もし今日来なければ、いつ来るのか保証はありません。そうなったら、弟たちに分け与えて減った路銀がいつまでもつか。

　太陽がてっぺんに昇ってしばらくしてから、祈るような思いで街の入り口に行くと、立っていた衛兵さんが今日は頷きました。私はペコリとお辞儀をして、慌てて自由市へ向かいました。

　自由市はいつも通り人でいっぱいです。私はキョロキョロしながら、自由市で売っているものをチェックしていきました。

　そして、ようやく見つけたのです。私にはそれが輝いているように見えました。

　あの時、衛兵さんが見せてくれたナイフが、販売台の上に無造作に置かれています。

　私は慌てて駆け寄り、言いました。

「あ、あの！」

　店番をしていた人間の男性が少し驚いた顔をして言いました。

「はい。なんでしょう？」

　後ろには虎の獣人の女性が、少し険しい顔をしていますが、怯ひるむわけにはいきません。

「衛兵隊の人のナイフを作ったのは、貴方ですか!?」

「ええ、そうですが……」




　私はその日、運命に出会ったのです。








出会いの物語②　〝雷らい剣けん〟の憂鬱






　一陣の赤い風が戦場を駆け抜ける。いや、風というのは適切でないかも知れない。

　なぜなら風どころの話ではなく、もっと迅はやいからだ。

　喩たとえるならそう、稲妻。一瞬のうちに天から地に降り立ち、辺りを焼き尽くす雷いかづちだ。

　その雷は天から地へではなく、地表を駆け回る。赤い雷が迅はしると、焼き尽くすかのように敵を打ち倒していく。

　彼女の二つ名は雷剣。その雷のような迅さからつけられた。

　二つ名のもう一つの由来である二振のショートソードで踊るように敵に切りつけ、駆け抜ける。彼女の任務はここにいる敵兵をある程度減らすこと。

　このあたりでは長年小競り合いが続いているが、どちらも根本的に解決するつもりはないようで、決定的な勝利を収めようとはしない。

　そのため、彼女は適当に数を減らしたところで前線から下げられた。既に味方が優勢になりつつある。

　無闇に最強の戦力を使って、万が一が起こるよりは、ということである。

　その時、数名の味方とともに下がっていく彼女に近づく影があった。一見すると味方のように見えるが、敵である。ここで雷剣を仕留めることが出来れば起死回生の一撃となるのは間違いない。

　敵の男は懐の短剣を彼女に向かって突き出した。だが、彼の希望も空むなしく、その剣は彼女の剣に打ち払われた。その衝撃だけで手がもがれるかと思うような一撃。男の剣は弾はじき飛とばされて彼方かなたへと飛んでいく。

　あまりにも強く打ったためか、打ち付けた彼女の剣も歪ゆがんでしまった。だが、彼女は落ち着き払って、もう一本の剣で切り捨てる。

　こうして、この戦場での彼女の任務は幕を下ろした。彼女は傭よう兵へい、いずれ次の仕事が舞い込んで来るだろうが、それまではしばしの休みである。





◇　◇　◇






　任務が終わって、アタイは何回目になるか分からない舌打ちをしていた。舌打ちの原因はと言うと、また剣がダメになったのだ。

　刃はボロボロに欠けているし、留め具も歪んだり緩んだりして、あちこちがグラグラしている。あと数回なら打ち合いにも耐えるかも知れないが、それ以上は無理だ、とアタイの今までの経験が言っている。

　とにかく素早く動き、その勢いのまま切りつけるアタイの使い方だと大してもたない可能性が高いとは言え、それなりに大枚をはたいて購入したものだ。

〝雷剣〟と呼ばれ、それなりの報酬を貰もらっちゃいるが、払う額が大きいならそれなりのものが欲しい。

　それがあっさり壊れてしまうのは仕事に差し障るし、癪しやくにも障る。

　もっといい得物が必要だ。この際、今までのものよりも高かろうとしっかりしたものが欲しい。

　そういうものが作れそうな、腕の良い職人となると、都みやこまで出向いたほうが良さそうだ。その前に、懇意にしていた商人がエイムール伯爵の治める街で店を構えたと風の噂うわさで聞いたから、そこへ立ち寄ってみるか。

　行商人をしていたヤツなら、都に住んでいる腕の良い鍛冶屋を知っているかも知れない。アタイは後方で報酬を受け取って荷物をまとめると、同じように街へ向かう数人と一緒に、すぐ出立することにした。





◇　◇　◇






　戦場になった国境から街までは徒歩で一～二週間ほどの距離がある。

　アタイと仲間たちは特定の傭兵団に所属はしていないから、その馬車は使えない。となれば徒歩での移動になる。

　仲間は皆、女だ。一度だけ男も交えて移動したことがあったけど、なんだかんだと面倒くさかったんで、それからというもの女だけで移動することにしてる。

　アタイ達は傭兵だ。女らしさからは遠ざかっちゃいるが、それでも村娘のような感覚が全くなくなっているわけじゃない。

　今も歩きながら、今回の仕事でどこにいたヤツの顔が良かっただの、誰の体臭がキツかっただの、誰と誰が任務中にデキただのといった話で盛り上がっている。

　アタイ？　アタイは前に面倒があってからは、そういうのには手を出してないし、出す気にもなれない。

　……白馬の王子様、とやらに憧れがないわけじゃないけど、アタイより強い男なんかそんなにいないので希望は全く持ってない。

　こうして、ワイワイとほとんど獣道みたいな道を、まずは途中の村へと向かっていった。




　日中を全て移動に費やして四日が過ぎ、ようやく途中にある村の付近までたどり着いた。

　でも、アタイ達はこの村には入らない。傭兵を信用してくれる村人なんて一人もいやしない。

　そりゃそうだ。アタイ達も勝って戻ったから何もしないけど、負けていれば野盗と変わらないことをするかも知れないんだから。

　仮に負けていたとしてもアタイ達にそんな気はさらさらないが、そんなことは村人には分かりっこない。

　だから、少し遠回りにはなるけど、余計な警戒をさせないように村は迂う回かいして通る。

　村へ向かったのはあくまで一番わかりやすい目印だから。ここらで仕事をする傭兵の鉄則だ。

　時々、それを知らずに村に立ち寄って追い返されるやつもいたりする。場所が場所だけにあの村の自衛はしっかりしてるからな。そこらの連中じゃ太刀打ちできない。

　そんな物騒な村をかなり遠目に見ながら迂回すると、やがて広い道に出る。街道だ。

　ここまで来たら、後はこの道なりに街へ向かえばやがてたどり着く。ここで逆方向へ向かう連中とは別れた。何人かはもう二度と会わないこともある。この稼業をしていたら仕方のないことだけど。




　同じ方向へ行く数人と、街道をワイワイと進んでいく。途中で行商人の馬車も通るが、乗せてもらったりはしない。

　そもそも、乗せてくれるような気前の良いやつはそんなにいないし、乗せてもらえたとして傭兵とは言えこっちは女の集団だ。そこにどんな目もく論ろ見みがあるか分かったもんじゃない。

　実際、駆け出しの頃に危ない目に遭いかけた。あんな経験は二度とごめんだ。




　代わりばんこに見張りに立ったりしながら、途中で小さな町に着いて補給したり何人かと別れたり、野盗を打ち倒して小銭を稼いだりして、もう十日ばかり街道を進んでいく。

　途中で街道の片方には大きな森が見えるようになった。〝黒の森〟だ。やたらに広く、なんでも狼おおかみだの熊だの猪いのししだのが棲すんでいて、相当に危険なところらしい。

　王国の軍隊も近寄らないし、森といえば罪人が逃げ込んで潜伏していたりする（他よ所その森でその討伐任務を請け負ったこともある）が、それもないというから、どれだけこの森が危ないか。

　だけど、あの森には獣人たちも住んでいるそうだ。どうやって危険を回避しているのか、それを聞くことが出来たら、アタイの仕事にも役に立つかも知れない。聞けるものなら一度聞いてみたい。

　やがて、見覚えのある街の外壁が見えてきた。

　この街に立ち寄るのはアタイだけで、他の娘こたちはこのまま都まで行くらしい。ここまで来たら都へはいくらもないから、人が多い、つまりは仕事も多い都へ行ってしまったほうが何かと便利だ。

　金属製の鎧よろいを着た、少し軟派な感じの衛兵が立つ街の入り口でアタイは仲間の娘達に手を振って別れた。




「なるほどねぇ」

　アタイが商人──名をカミロという──のところにたどり着いて、ここへ来た経緯を話しながらボロボロになったショートソードを渡すと、カミロはそれをためつすがめつしながら考え込んでいる。

「こいつにしたって十分な業物だが、同じ職人のじゃあ駄目なのか？」

「ああ。これ以上のものがいる」

「そうなるとかなり値が張ると思うが」

「それで良いんだよ。アタイ自身の命がかかってんだ。そこに糸目はつけないよ」

　アタイはグッと身を乗り出して言った。こいつばかりは一つも譲れない。仮にこれ以上の剣を打てるのが王国一の鍛冶屋で、一振で金貨一枚と言われてもだ。

　それを聞いたカミロは、口ひげを指でいじりながら考え込んだ。

　こいつの癖はある程度知っている。こうしてるときは心当たりがあるが、アタイに教えるかどうか迷っているときだ。

　締め上げてでも聞き出すべきかと本気で思い始めたとき、カミロがパンと手を打った。

「仕方ない、教えてやろう」

「おっ、知ってるのか」

「ああ。俺の見た限りじゃあ当代随一……いや、ありゃあ歴史に名が残るだろうな」

「アンタがそこまで褒めるのは珍しいな」

　アタイがそう言うと、カミロは懐からナイフを取り出した。あまり大きくないやつで、柄つかに猫の刻印が入っていて少し可愛かわいい。

「このナイフはそいつが打ったやつだが……」

　チラッとカミロの方を見ると、頷うなずいたので鞘さやから取り出してみる。見事な出来映えのナイフだった。求めている品質には達していないが、それにはかなり近い。

　打ったのは都でも指折りの貴族お抱えの鍛冶屋だろう。相当な腕前だ。カミロは一体どれだけの金を出してこいつを手に入れたんだろうか。

「それで〝本気ではない〟んだと。値段も安い。こんだけだ。卸値ではあるがな」

「は？」

　アタイは値段を聞いて驚いた。庶民でも頑張ればなんとか手に入るような値段だったからだ。都の鍛冶屋がこの出来でそんな値段にするはずがない。

　しかも、これは本気で作ったものではないと言う。じゃあ、本気で作ったらどんなものができちまうんだ？

「〝こいつなら大丈夫だろ〟ってやつには紹介してもいい、とも言われている」

「じゃあ……！」

　アタイは思わずさっきよりも身を乗り出していた。

「まぁ、落ち着け。教えてやってもいいが、二つ条件がある」

「なんだよ」

「そこへは必ず一人で行くこと。これはその鍛冶屋が出した条件だ」

「おう」

「もう一つは場所を他人に漏らさないこと。これは俺の条件になる」

「必ず自分を通せってことか？」

　カミロは頷いた。

「端的に言えばそうなるな。商売上の話ももちろんだが、あいつは何というか……気の良いやつなんだ。ちょっと迂う闊かつでもある。最初そいつをどこで売ってたと思う？」

「どこで売ってたんだ？」

「自じ由ゆう市いちだよ」

「なっ……」

　アタイは絶句した。この品質のものを自由市で？　そりゃあ、そこいらの連中にはこれがどれだけ凄すごいものかは分かりにくいかも知れないが、それにしたって迂闊だ。

　領主本人はともかく、お抱えの鍛冶屋に見つかったらメチャクチャ面倒くさいことになる。

「まぁ、そういうやつなんだ。だから、俺としちゃ余計な手間はかけさせたくない」

「なるほど。アンタの言いたいことはよーく分かったよ」

「助かるよ」

　アタイの返事にカミロは心底困り果てた顔で苦笑した。今はこいつの店に卸しているらしいが、そうしなけりゃ遅かれ早かれ面倒ごとが起きていただろうな。

「それじゃあ教えてやろう」

「おう」

「そいつはエイゾウって名前なんだが……」

「北方の人間か」

「らしいな。本人はそう言ってた」

　傭兵をやっていると、北から流れてきたやつと一緒に戦うこともある。その時に聞いた名前が似たような響きだった。

「それでだな」

　カミロがもったいぶる。

「なんだよ、まだあんのか」

　アタイは少しイライラして、答えを急せかす。

「そいつは、〝黒の森〟に住んでいる」

　ニヤニヤしながら言ったカミロの頭を、アタイは思わず叩はたいていた。

　思わずカミロの頭を叩いてしまったが、しつこく真実だと言うカミロの言葉を信じて、駄目で元々と〝黒の森〟へとアタイは足を踏み入れた。

　足を踏み入れた途端、ぞわりとした感覚がアタイを襲った。

「少なくとも普通の人間が住むようなところじゃねぇな」

　そう独り言を言って気を紛らわす。樹きが黒いのと、高いところまで伸びているので日が差し込みにくいのとで、日中にもかかわらずかなり暗い。

　カミロから場所と、たどり着くための目印は聞いたが、気を抜くと迷ってしまいそうだ。どう考えても迷ったら最後だろう。

　よくよく目を凝らせば、何度か人や荷車か何かが通ったらしき跡もある。これを見失わずに辿たどっていけば大丈夫……なはずだ。傭よう兵へいをやっていて良かった、と思うことはあまりないが、このときばかりは良かったと思う。

　鳥や何かの虫の鳴き声、獣の気配。それらが暗さと相まって必要以上に怖いように思わせてくる。実際にはそこまで怖くはない。

　途中、ガサリと藪やぶが揺れたのでビックリしたが、いたのは可愛いウサギちゃんだった。

「噓うそじゃなかったな……」

〝黒の森〟の中、開けたところにぽつんと家が建っている。煙突からはここまでの目印になってくれた煙が出ているし、中からは作業をしてるんだろう、金属同士がぶつかり合う音が聞こえてくる。

　扉が二つあるようなので少し迷ったが、人がいるなら音の聞こえてくる方だろうと、そちらの扉に近づいた。

　扉の前に立ったアタイは勢いよく扉をノックする。

「カミロに言われて来た！　剣を打っていただきたい！」

　すると、中からのんびりした感じの、男の声が聞こえてきた。

「はいはい、今開けますよ」

　ゴトリと閂かんぬきが外れる音がする。

　アタイの剣を打ってくれる男とは一体どんな男なのか。アタイの胸は期待と不安で、柄にもなくドキドキしていた。








あとがき






　ほとんどの方がはじめましてではないでしょうか。〝たままる〟と申す兼業の物書きです。

　Ｗｅｂ小説投稿サイトの「カクヨム」にて実施された〝第４回カクヨムＷｅｂ小説コンテスト〟の異世界ファンタジー部門に応募しましたところ、大賞をいただくことができ、書籍化されて今お手に取っていただけている、というわけです。

　ですので、お手に取ってこのあとがきをご覧になっている方の中には、「カクヨム」や「小説家になろう」で連載中のＷｅｂ版を読んで頂いている方もおられるかと思います。感謝申し上げます。

　以下は謝辞です。書籍化のきっかけとなった、Ｗｅｂ小説コンテストを開催してくださったカクヨム編集部の皆様、右も左も分からぬ素人の書籍化作業に、根気強く付き合っていただいたカドカワＢＯＯＫＳ編集部のＳさん、Ａさん、イラストを快く引き受けてくださったキンタさん、何度か止やめようかなと思った時には友人たち、そして実家の母と妹、猫のチャマとコンブには心が救われました。ありがとうございます。

　そして何より、これをご覧になっている読者の方にも最大の感謝を。

　もし立ち読みされている場合はそのままレジまで持っていってくださると更なる感謝が貴方あなたに贈られることでしょう。

　それでは、機会があればまた２巻のあとがきにてお会いいたしましょう！



















鍛か冶じ屋やではじめる異い世せ界かいスローライフ








たままる





カドカワBOOKS





2019年12月10日　発行





ver.001





©Tamamaru, Kinta 2019





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

カドカワBOOKS『鍛冶屋ではじめる異世界スローライフ』

2019年12月10日　初版発行





発行者　三坂泰二

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





●お問い合わせ

https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）

※内容によっては、お答えできない場合があります。

※サポートは日本国内のみとさせていただきます。

※Japanese text only










本電子書籍の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本電子書籍の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本電子書籍購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本電子書籍を第三者に譲渡することはできません。

本電子書籍の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。















images/00011.jpeg





images/00010.jpeg





images/00013.jpeg





images/00012.jpeg





images/00015.jpeg
AT

BOOUKY~WALKER





images/00014.jpeg
CEED

T
AMENAS TN SRACBELRIT

#OH
AMLANGENEES X

fremunT

ARORERT
R, Fa-
FAR GBI S UEIOBUE A
HEBRBIEAO Y~

P
BOOKS

NSBEMHE
N C o7 A BIoEE

NANI—

N Mt it

FUBRERATRES, BEMIT RS2 CEH5N
RIAYY. TOREHESBVANE RS UL, BEY
ELT, BROAFNER> TRERIRETS

WHROE/ I<HTRE ULV R, WACHESE
ERFLTHES 1 IENDE—BRAYNSE, BIE

E305H>TLEROBEREESHNLHDEVES
EEBUTF - MDEIT 7 TAROBBIHLLIL,
TIETOATHARE LTOAUNESHETTES






cover1.jpeg
Dyppinsie .t 00 /08
by b td e [

e 2 =
= AU

HFHTBOOKS





nav.xhtml

    
  
    		プロローグ 勇者 と 魔王


    		１ 章 異 世界 生活 の はじまり


    		２ 章 はじめて が 二つ


    		３ 章 休日 の お 楽しみ


    		４ 章 オーダー は ショート ソード


    		エピローグ その 伝説 の 名 は


  





images/00002.jpeg
[5& 5 & @

RS UNTSTIE T
{3

B0 R R OISO\ 1086438

@
#*
r ¥
NS
&






images/00001.jpeg
S = 8
NFCHm A
N2 e
Op %%

UaAJd —10ON

Juon

kFy—,
1 =y voNciEhi AT
DT H T

181

—





images/00004.jpeg
CONTENTS

BELEE

RitR&EFTORLEY
BEUHTHZ2
KHDBRLSA
A—=4—@ya—-rvy—F

ZTDEHRDORE I

»
[0 EaicE-okH

U A

iz ot -4 IROY 5






images/00003.jpeg





images/00006.jpeg





images/00005.jpeg
m





images/00008.jpeg





images/00007.jpeg





images/00009.jpeg





